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15
本年度参加者概要
小学5年生　　7名
小学6年生　　9名
（応募総数70名）

事 業 日 程 　第１・２回 「ロケットをとばそう」 （会場：東雲中学校）
　平成15年６月21日（土） 9:30～11:30
　平成15年６月28日（土） 9:30～11:30　開校行事を含む　  
●ねらい　・ロケット工学の基礎を学習することを通じて科学することの筋
道を学ぶ。
・自分で製作したロケットを打ち上げる活動を通して成熟感を味わい、より高
く飛ばす工夫をする活動を通して科学的な思考を高める。
・ロケットの製作、打ち上げを行うことにより、十数年ぶりの大接近が間近な
火星や宇宙への興味・関心を高める。
・一般ではなかなか入手しにくい教材を利用することで、参加者や保護者
にスーパーサイエンスミュージアム（以下ＳＳＭとする）の講座に対する期待
感・充足感を持たせ、意識の高揚を図る。
●主な内容　21日開校行事、ロケットの仕組みの学習および製作。28日ロ
ケットの仕上げと打ち上げ、飛行時間の計測。このたび使用した教材のロ
ケットは、火薬燃料を利用して打ち上げ、落下傘を開かせて風の向き・風の
強さを考慮して打ち上げた地点に落下させる競技用のもので、状態がよけ
れば100ｍ程度上空まで上がる。そのため、東雲中学校の広い校庭をお借
りして打ち上げテストを実施した。
●参加者の様子　英語で書かれたインストラクションを頼りに、保護者とと
もに考えながら製作している様子は生き生きとしており、さながら未来の科
学者のようであった。４名ずつの４グループに分かれ、滞空時間の測定を一
人３回行ったが、各々の時間を少しでも長くできるように１回１回考えながら
打ち上げている姿は真剣そのものであった。環境的には、雨のぱらつく中、
時折強い風も吹き、決してよい状況ではなかったが参加者全員満足のいく
内容となった。このたびの講座での最高記録は27秒であった。
●指導講師の感想
　28日の天気は、開催が危ぶまれるほどの状況でした。実施が決められた
段階は言うにおよばず、講義開始後も雨は降っておりました。しかしながら、
アメダスなどの情報にもとづいて、雲の動きを予測し、打ち上げ予定時刻に
東雲上空の雨は上がると判断され、実際、何とか打ち上げることができまし
た。この一連のプロセスは、データに基づいて予測するという科学的な態
度・考え方という点で、少なくとも一部の参加者には、強い印象を与えたよう
に思います。

　第３・４回 「天体観測」 （会場：広島大学）
　平成15年７月19日（土） ９：30～11：30
　平成15年７月26日（土） 15：30～21：30 
●ねらい　・第１・２回講座「ロケットを飛ばそう」で高まった宇宙についての
興味・関心を、天体について学習を行うことで充足し、宇宙についての知
識・理解を深める。
・8/27に最大接近をする火星について学習することで太陽系の様子につ
いて知る。
・プラネタリウムを利用することで、天候や、時間に左右されることなく天体の
様子を学習する機会を得られることを知る。
・実際に天体望遠鏡を利用して太陽や月、惑星、星雲・星団などを観測する
ことで、研究、探求心を養う。
●主な内容　７／19　広島市こども文化科学館プラネタリウム投影設備
見学（バックヤード、投影操作盤、投影装置）プラネタリウム視聴（夏の番組：

火星大接近）、 記入のできる星座早見盤の製作と使い方の説明。プラネタ
リウム投影設備の見学では、科学館専門員加藤一孝氏の解説を受け、機
器の操作を見た。星座早見盤は、厚紙を利用したもので、観測記録が記
入できるように窓の部分があいたものを自作し、その使い方について学習し
た。
　７／26 ビデオ視聴、20ｃｍ反射望遠鏡による太陽の黒点の観測、月と木
星の観測。途中約１時間の車中では来たる毛利衛氏とのテレビ会議に備
え、「ふわっと'92 宇宙で学ぶ理科実験」のビデオを視聴した。道路の渋滞
もなく予定より早く着くことができたので、広島大学・教育学部棟の屋上で、
太陽の黒点、プロミネンス（紅炎）の観測を広島大学 林武広教授の指導
のもとに行った。その後、日が沈み完全に暗くなるまでの間、林教授より天体
に関するレクチャーを講義室で受けた。レクチャーが終わってから、屋上に
常設されている50ｃｍ反射望遠鏡で木星と月、星雲・星団等の観測をした。
●参加者の様子　投影前に設備の解説があったためかプラネタリウムの
番組を「設備の解説なし」で見るよりも興味を持って視聴しているように見え
た。また、最近話題の火星の番組ということもあり視聴後も話題がつきること
がなく、いろいろと質問が出たり自分の考えを話したりしていた。その後の工
作でも星の話題で持ちきりとなった。中には天体望遠鏡を保護者にねだっ
ている姿もあった。26日は、いつもと場所、時間が違うせいか雰囲気も何とな
くうきうきしたような感じで始まった。広島大学の屋上では、順番（望遠鏡で
太陽を見る）を待っているときには塀やブロックの上に登って自己主張（ふ
ざける）をするなど今までにない姿を見せた参加者もいた。その後も一度切
れた緊張の糸はつながることなく、終始興奮した様子は印象深かった。ま
た、参加者それぞれの性格を知り以降の指導につなぐことのできるいい機
会となった。

　第５回 「気体の性質」
　チームグルービーによるサイエンスショー
　平成15年８月９日（土） ９：30～11：30
●ねらい　・身の回りの物質には気体・液体・固体の３つの状態があり圧力
と温度によってその状態が決まっていることを知り、真空中ではどの様な状
態になるかを考える。
・物質の状態が変わるときに熱の出入りがあることを知る。
・物質の状態が変わるときに体積の変化があることを知る。
●主な内容　液体窒素を使った超低温実験。（バラの花の凍結・ゴムボー
ルの凍結・バナナの凍結など）
●参加者の様子　キャラクターによる説明のためか、「楽しんで科学を学
んでいる」雰囲気が伝わってきた。質問にも競って手を挙げて答えている様
子は、学習内容が充分理解できていることを教えてくれた。

　第６回 「毛利衛宇宙飛行士とのテレビ会議」
　場所：　広島市立大学　小ホール
　平成15年８月27日（水） ９：30～11：30
●ねらい　・日本人で初めてスペースシャトルに搭乗して、宇宙空間で様々
な理科実験を実施した毛利宇宙飛行士と無重力空間での生活や科学的
な現象について直接質疑応答をすることで、科学に対する興味・関心を高
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回 月日 テーマ 教室の内容 主な授業展開

６月２１日（土）
実習室

オリエンテーション
モデルロケットの製作

入校式    講師紹介      （名札、白衣配布）
ロケットの仕組み・ロケット（キット）の製作

太陽系のようす  　夏の星空
地球に大接近した火星

天体観測会（広島大学の望遠鏡で実施）
天文研究者による講話

広島ガスのサイエンスショー
酸素と水素の反応

毛利さんの宇宙実験（ＶＴＲ）視聴
毛利さんとのテレビ会議

電池のしくみ
果物電池・野菜電池・燃料電池

豚の眼球解剖
頭骨標本の観察

ノーベル賞受賞者の話と
生活などを写真や図版を多用して説明

身のまわりの細菌
培地の作成・身近な細菌の培養

培養した菌の観察
細菌の利用

顕微鏡での菌のようすやその種類
微生物研究者による講話

化石のレプリカづくり
化石の観察

宇品港築港のはなし
八木用水の話からレベル測量

講話　修了証書の授与

塩原の化石を利用して、
化石のクリーニング砂を利用した、

造岩鉱物の観察

レールを使ってビー玉の
転がるコースを立体的に

造り重力と遠心力の学習をする

無重力の世界
金魚・ろうそく・ペットボトルなどを利用し

て無重力の世界を身近に見る

安佐動物公園で動物のからだしらべ
飼育担当者からの講話園内視察
（バックヤードを含む）

ロケットのデザイン作成・ロケットの打ち上げ
現在のロケットのしくみ

宇宙の不思議
プラネタリウム視聴

ふれあいゲーム
天体観測

毛利衛さんと
テレビ会議

動物の体のつくり

様々な動物

無重力を体験する
連携協 牧原先生

ジェットコースターの
モデルコースつくり

講演会「めざせ科学者」
有本建男審議官

寒天培地の準備
菌の培養（１）

菌の培養（２）
遺伝子組み換え

菌の培養（３）
遺伝子組み換え

化石のレプリカ
岩石と鉱物（１）

化石のクリーニング
岩石と鉱物（２）

地元の科学者や
技術者たち

修了証書の授与

電池の製作

気体の性質

モデルロケットの製作６月２８日（土）
東雲中学校

７月１９日（土）
実習室

７月２６日（土）
広島大学

８月９日（土）
実習室

８月２７日（水）
市立大学

９月６日（土）
実習室

8月30日（土）
実習室

９月1３日（土）
安佐動物公園

10月11日（土）
実習室

10月18日（土）
実習室

11月22日（土）
実習室

11月22日（土）
実習室

12月6日（土）
東雲中学校

12月７日（日）
東雲中学校

1月17日（土）
実習室

2月7日（土）
実習室

2月21日（土）
実習室

２月２９日（日）
会議室・実習室

宇宙への招待

化学エネルギー

動物の生活

エネルギーの利用

身近な細菌

地球を探る

修　了

にどの様に影響を与えているのかを考える。
・重力や遠心力を利用してつくられているものを自分の手で創作しバランス
を取ることの難しさを知る。
●主な内容　10／11は、日本科学未来館から牧原正記工学博士をお招
きして、「無重力の世界」という出張教室を行った。ペットボトルにビー玉、
スーパーボール、金魚をいれて自由落下させることで無重力空間をつくりだ
し、その様子を観察した。また、無重力に関するクイズを出題され、皆で考え
た。
　10／18は、落下と遠心力を利用したジェットコースターについて、コード収
納モールとビー玉でモデルを作り、重力の学習を深めた。とりわけ、物体が
動くとき、重力に遠心力が加わり総合的な力の働きを体験を通して理解し
た。
●参加者の様子　10／11は牧原先生のテンポのよい進行に最後まで集
中力を切らせることなく学習することができた。内容的にも無重力という空間
がどの様なものであるか分かりやすく充分理解できているようであった。
　10／18はモールを利用してつくるコースに様々な工夫を凝らし、複雑な
コースを考えながら実験を繰り返していた。最初は、単純なコースも上手く
ビー玉を転がすことができなかったが、少し助言をすると仲間と協議をしな
がら回数を重ねるたびに成功を導き出していき、最終的には指導者側で考
えていたよりも遙かに複雑なコースを作り上げチャレンジして成功に歓声を
上げていた。

　第１２回 特別講演会
　「めざせ科学者~世界で活躍する科学者とその環境~」
　有本　建男　氏
　平成15年11月22日（土） 13：00～14：30　  
●ねらい　世界で活躍している科学者の普段の生活や研究環境につい
てその実際を、研究をサポートしながら身近に見ている立場の人から直接
うかがうことで科学者をより身近に感じさせる。
●主な内容　100枚を超える写真を使ってノーベル賞を受賞した科学者
たちについて詳しくお話しいただいた。ノーベル賞推薦書など普通には目に
することのできない写真と、ここだけの話を多く取り入れていただいた貴重
な話をうかがった。 
●参加者の様子　難しい話も多く、午前中の講座から引き続き行った講演
会であったにもかかわらず、ノーベル賞受賞者が特別な人でなく、自分たち
にも可能性のある世界のことであることを感じていた。
  それぞれ感じ方は違っているようであったが、最初から最後まで集中力を
切らせることなく食い入るように話を聞いている姿は、非常に印象的であっ
た。

　第１３～１５回 「菌の培養」 「遺伝子組み換え実験」
　平成15年11月22日（土） ９：30～11：30
　平成15年12月 ６日（土） ９：30～11：30
　平成15年12月 ７日（日） ９：30～11：30
●ねらい　・世界の最先端科学のひとつ、遺伝子工学の手法の一部を体

験する。
・「菌の培養」「遺伝子の組み換え」といった分野の実際の操作を行うこと
で、最先端科学の操作も、昔から行われている操作方法を元に引き継がれ
ていることを知る。
・身の回りの普段見えないところにも様 な々菌が存在し、その中で生活して
いることを理解し私達の生活環境において、菌類との共生についても必要
性を感じさせる。
●主な内容　11／22は、身の回りの物に、どの様な菌がどのくらいいるの
かを確かめるため、培養液を調整し培地をつくった。また、実際にドアノブや
手すり、消しゴム、水道水などを培地に着けて菌のあるなし、種類を調べる
準備を行った。
　12／６は、前回植え付けた菌の繁殖状況を確認すると共に、菌類の種
類やコロニーといわれる集団を取り上げて、染色後顕微鏡で観察した。ま
た、オワンクラゲの発光物質（緑色発光タンパク質）をつくる遺伝子を温度
管理(ヒートショック)のもとで大腸菌に取り込ませる遺伝子操作を行い培地
に植え付けた。
　12／７は、前日に植え付けた菌が、実際に発光するかどうかを検証し、遺
伝子の組み換え実験を体験した。その後、広島大学自然科学研究支援開
発センター助教授の田中伸和先生に細胞の中にある遺伝子・遺伝子のも
とである染色体・染色体の正体である塩基配列について説明いただき、現
在の遺伝子解析の実際（電気泳動を使った）、今後の課題と問題点を倫
理面と経済面からレクチャーしていただいた。
●参加者の様子　培地の調整で、独特なにおいに鼻をつまんだり、におい
を楽しんでいるかのような参加者がおり、そのとらえ方の違いが様 な々様子
から同じことをするのにも感じ方の違いがあることを改めて感じさせられた。
しかし、取り組む姿勢から一様に興味・関心の高さを示していた。このたび
の一連の実験は、組換えDNA実験指針（文部科学省告示第5号）に基づ
き実験室の出入りの制限や、マスクの着用、氏名の登録など今までにない
環境の中で行ったためか、最初からかなり緊張した雰囲気で慎重に行って
いた。生物のあらゆるつくりがわずか４つの塩基の組み合わせ情報からで
きていることに神秘的な物を感じていたようである。
●補足　この実験の実施にあたり、中国地区遺伝子実験施設コンソーシ
アム主催の「中学校・高校でできる遺伝子実習」講座に指導講師1名を派
遣し、認定証を取得して臨んだ。

　第１６・１７回 「化石のレプリカ」 「化石のクリーニング」
　平成16年１月17日（土） ９：30～11：30
　平成16年２月 ７日（土） ９：30～11：30
●ねらい　・地球の歴史を知る方法のひとつとして地層に埋没した生き物
の痕跡（化石）を調べることができる。
・化石となった生き物を学習することで、生命誕生からの歳月を感じ取らせ
る。
●主な内容　1／17は、モデリングコンパウンドを利用して、石膏を流し込
み化石からレプリカを作った。レプリカ制作の前に化石（三葉虫・アンモナイ
ト）の生息していた時代、背景を確認した。
　２／７は、塩原の化石の原石から化石を取り出す作業を行った。昆虫や、
木の葉の一部が出たところで、クリーニング作業を行った。また、全国６箇所
の砂を顕微鏡で観察し、含まれている鉱物を同定した。
●参加者の様子　1／17は、本物の化石からレプリカをつくる作業自体が

め、重力がある地球での生活について認識を得る。 
・インターネットを利用したテレビ会議システムについて実際に経験し、その
実態を理解する。
●主な内容　毛利衛氏が館長を務める日本科学未来館について、紹介
ビデオを視聴して知る。毛利衛宇宙飛行士と無重力空間で起きる現象や
宇宙飛行士として必要なことなどについて、質疑応答を行った。広島市立
大学情報処理センターの浅田尚紀教授（副学長）より最先端の研究実態
についてデモを体験しながらレクチャーを受けた。また、前田香織助教授よ
りインターネットを利用したテレビ会議システムについての解説を受けた。
●事前学習として　毛利宇宙飛行士が、最初にスペースシャトルに搭乗
した'92のシャトル内での生活の様子、無重力空間での現象についての学
習ビデオを視聴し予備的に知識を得ておいた。そのうえで、さらに疑問に
思ったことを質問として用意した。
●参加者の様子　毛利宇宙飛行士から受講生へのメッセージや質問を
もらったが、積極的に手を挙げるなど意欲的に応えていた。この日は、ス
ペースシャトル爆発事故の原因報告・十数年ぶりの火星最大接近日と毛利
宇宙飛行士と関わりの深い話題が重なったが、受講生もニュースをよく知っ
ていた。
 あらかじめ用意しておいた質問を２人一組で質疑応答するのではあった
が、カメラの前に立って緊張した様子であった。質問をすると質問者各々の
名前を呼んでもらいながら関連した質問が返ってきたり、「あなたは、どう思
いますか？」と自分の考えを必ず聞き返されていたが、考えながら自分の言
葉で応えている姿は、とても頼もしかった。テレビ会議終了後に報道のインタ
ビューにも堂 と々将来の夢などを答えていた。
●取材メディア　テレビ局３社（テレビ新広島・広島テレビ・中国放送）

　第７回 「電池の製作」
　平成15年８月30日（土） ９：30～11：30 
●ねらい　・電気の概念を身近な物質で体験的に学び、電子の流れが電
流となることに気づかせる。
・接続方法（直列と並列）の違いや果物・野菜の違いで、流れる電流の大き
さが異なることを知る。
●主な内容　果物、野菜と金属板をつかって果物電池を作った。電流が
流れているかどうかは、電子メロディーを使って音で確認した。　
  トマト、バナナ、オレンジ、大根、長なす、玉葱、キュウリに銅板と亜鉛板を差
込みイオン化傾向の違いから電流を流す。１つでは、電圧が低いので直列
に数個つないで電子メロディーの鳴り方の違いを確認する。
●参加者の様子　身近な果物や野菜を使っての実験で、親しみやすかっ
たようで、すぐにいろいろなものに金属板を差込み電子メロディーの鳴り具
合を調べていた。電子メロディーのかすかな音に耳を澄ませ、どうすれば大
きな音が出るか試行錯誤しながら取り組んだ。隣の席の受講生と協力しな
がら、数多くの野菜や果物を直列につなげばよく鳴ることを発見したグルー
プがあると、周りでそれを見ていた他のグループはよりよくなるようにさらに工
夫を加えている様子は、さながら研究者のようであった。

　第８・９回 「動物の体のつくり」
　　　　　（会場：広島市安佐動物公園）
　平成15年９月 ６日（土） ９：30～11：30
　平成15年９月13日（土） ８：30～13：30
●ねらい　・動物の体のつくりを学習することにより生活環境に適応しなが
ら形態が変化してきていることを知る。
・動物の進化の過程を体のつくりから推測することができることを知る。
・脊椎動物の体のつくりに共通点があることを知る。
●主な内容　９／６　動物の骨格観察、豚の眼球解剖
９／13　飼育員による講話（広島市安佐動物公園）、ほ乳類の身体測定
動物の骨格観察では、草食動物（キリン）・肉食動物（ライオン）の頭骨を
（広島市安佐動物公園より借用）使って顎の様子、目の付き方、歯の様子、
全体の形などを見比べ、それぞれの特徴を学習した。
  豚の眼球解剖では、各自が解剖ばさみとピンセットを使い、眼のつくりを確
認しながら、レンズを取り出しその様子と機能を学習した。
　広島市こども文化科学館に８：20集合し、貸し切りバスで８：30に出発し、
動物園に９：10頃到着した。車中では、参加者の有志が車内レクを担当し、
クイズなどで楽しむことができた。動物園では、クロサイ舎の中で、動物の角
のつくりの違い、体毛の様子を動物園の竹内技師にレクチャーしていただ
き学習した。また、調理場で動物の食べものについて動物園でどの様に管
理しているかを学習した。ぴーちくパークで脊椎動物（オオサンショウウオ・ヘ
ビ・ひよこ・テンジクネズミ・ヤギ）の体のつくり（体重・体調・心音など）や様子
（歩き方など）を動物にふれながら観察した。
●参加者の様子　９／６は脊椎動物の体のつくりを頭骨を中心に確認す
ることで、その機能と生活環境に適応した形態になっていることを具体的に
理解したようである。最初は、おそるおそるの参加者もいたが興味を持って
さわっている姿は経験の必要性を感じさせた。
  豚の眼球解剖では、まぶたやまつげの付いている状態のものもあり失神し
た参加者が出たが、この実験の趣旨と意義・動物の生体を使うことの重要
性を説明してはじめたため、豚に対する感謝の気持ちを持って真剣に取り
組めた。実際に作業が始まると集中した静けさの中探求心からか、つくりを
じっくり確認しながら「これが○○だよね！」とか「へえーっ！こうなってるん
だぁー。」という声が聞こえてきた。
　９／13は、天候にも恵まれ誰一人遅れることなくバスに乗り、車中レクに盛
り上がりながら移動した。
　クロサイ舎では、動物の種類によって角のつくりが異なることを学び、サイ
の角に火を付けると、そのにおいから髪の毛が焼けたときと同じであること
に気づき、体毛から変化してできていることを確認していた。また、動物園で
はそれぞれの動物の健康管理に注意して、外部からの菌やウイルスの侵
入を防ぐ対策がとられていることを知り、細かいところに様々な配慮がなさ
れていると感心していた。脊椎動物の身体測定では、ヒヨコの心音の早さ、
テンジクネズミの性質など一つひとつに関心と興味を持ち動物に対する見
方、接し方を再確認しているようであった。

　第１０・１１回 「無重力の世界」
　　　　　　 「ジェットコースターモデル製作」
　平成15年10月11日（土） ９：30～11：30
　平成15年10月18日（土） ９：30～11：30 （科学館会議室）
●ねらい　・地球の重力は、生まれたときからあるのが当たり前の中で生活
しているので、改めてどの様なものであるかを考える。また、私達の生活の中

粘土をこねたりするのと異なり、未体験の世界だったためか非常に興味・関
心を持って行っているようであった。石膏を流し込み固まるのを待っている
時間で、あらかじめかたどってあったアンモナイトまたは三葉虫の着色を
行った。それぞれが思い思いの色を付けた。そのほとんどが現存する化石
の色に近い色だったが数名が３原色に近い色を付けたのは印象的であっ
た。
　２／７は、最初は、原石をたたくのにも慎重すぎてなかなか割れず、堆積
した土の目もわからない様子であったが、そのうち目を読みドライバーを上手
くあてて層が綺麗に剥がれるようにとることができる参加者がでてきた。周
囲の参加者も上手くできた様子を見て、みるみるうちにみんな同じような方
法で作業をし始めた。周囲の様子もしっかり観察していることを改めて感じ
させる場面であった。化石を取り出すことに集中(固執)しすぎたため、後半
に予定していた砂の観察は時間が非常に短くなり駆け足となったが、時間
がない中でも無いなりに作業をこなしていく様子は、頼もしくもありその適応
性には驚かされた。途中で止めることもできたが、学習に対してどん欲で、こ
の１つの機会も絶対逃さないのだという気迫のような物を感じた。

　第１８回 「広島の科学者・技術者を知る」
　　　　　　　（八木用水、宇品港築港）
　平成16年２月21日（土） ９：30～11：30
●ねらい　科学者や技術者は、特別な人がなっているのではなく物事を幅
広く捉えることのできる人、いろんな角度から見ることができる人が成功して
いることを地元広島で偉業を成し遂げた人から学ぶ。
●主な内容　前半は宇品港ができるまでの歴史的な背景と移り変わりを
ふまえた上で、護岸工事をするにあたり新しい技術を取り入れ人造石を
使って経費の節減と耐久性の向上を図ったことを、写真を見たりワークシー
トを使って学習した。
　後半では、４班（４人グループ）に分かれてレベル測量器を使った測量に
ついての実習を広島市こども文化科学館裏の本川（太田川）土手で行
なった。11カ所の測量点について最高ポイント、最低ポイントを確認した。
●参加者の様子　人造石が、今になって建築現場から見つかったり、広
島刑務所の塀に使われていることがわかったことを知ると驚いていた。特
に、現物が非常にもろそうに見えることから「本当に丈夫なんだろうか」と疑
問を持つ参加者がいた。
　後半の測量では、４人でいろいろ相談をしながら、あらかじめ設定してい
た測量点を測ったが、レベルの設置場所が悪く苦労しているグループが多
かった。後の反省でもいろいろと考える必要性について書いている参加者
が多く、よい学習機会となった。

　第１９回 特別講演会
　「水の惑星~地球を知ろう~」
　道田　豊　氏　　　藤井　直紀　氏
　平成16年２月29日（日） ９：30～11：00 （アポロホール）
●ねらい　・目に見えないところや遠いところに目が向きがちであるが、私達
の身近なところでもまだまだよく知られていないとことがあることを知り、探求
心をさらに幅広く持たせる。

・講座の最後を締めくくるにあたり、将来の夢をふくらませられるような気持ち
を持たせる。
●主な内容　普段何気なく見ている海について、科学的な見方で捉える
と、どの様に考えることができるか。知っていそうで知らないことの多い海に
ついて、潮の流れや海での現象、生息している生物の多様さを紹介する。
●参加者の様子　身近な海の話でありながら知らないことが多くあり、レジ
メを見ながら真剣に聞いている姿はとても小学生には見えないほどであっ
た。また、大学院生が講演していることから研究職をより身近に感じとること
ができたようである。

　事業のまとめ
●総括　子どもの理科離れが進んでいると言われるようになって随分にな
るが、まだまだ取り組みようによって興味・関心を持って取り組ませることがで
きる状況はあるように思う。
　これからは地域のニーズに合わせた事業のあり方や、理科に対する子ど
ものとらえ方を考察することで、事業をより充実したものとすることができる。
　本事業のような取り組みを今後とも継続して行うことで、学校教育では充
分に取り組めない部分を補充し、理科に対する興味・関心を含む意識向上
を促すことができる。
　環境学習が進んでいるなか、考える手だてとなる理科の知識を少しでも
多様化させて、ものの原理や道理についても幅広く考えられるひとを育成し
ていきたい。
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　第１・２回 「ロケットをとばそう」 （会場：東雲中学校）
　平成15年６月21日（土） 9:30～11:30
　平成15年６月28日（土） 9:30～11:30　開校行事を含む　  
●ねらい　・ロケット工学の基礎を学習することを通じて科学することの筋
道を学ぶ。
・自分で製作したロケットを打ち上げる活動を通して成熟感を味わい、より高
く飛ばす工夫をする活動を通して科学的な思考を高める。
・ロケットの製作、打ち上げを行うことにより、十数年ぶりの大接近が間近な
火星や宇宙への興味・関心を高める。
・一般ではなかなか入手しにくい教材を利用することで、参加者や保護者
にスーパーサイエンスミュージアム（以下ＳＳＭとする）の講座に対する期待
感・充足感を持たせ、意識の高揚を図る。
●主な内容　21日開校行事、ロケットの仕組みの学習および製作。28日ロ
ケットの仕上げと打ち上げ、飛行時間の計測。このたび使用した教材のロ
ケットは、火薬燃料を利用して打ち上げ、落下傘を開かせて風の向き・風の
強さを考慮して打ち上げた地点に落下させる競技用のもので、状態がよけ
れば100ｍ程度上空まで上がる。そのため、東雲中学校の広い校庭をお借
りして打ち上げテストを実施した。
●参加者の様子　英語で書かれたインストラクションを頼りに、保護者とと
もに考えながら製作している様子は生き生きとしており、さながら未来の科
学者のようであった。４名ずつの４グループに分かれ、滞空時間の測定を一
人３回行ったが、各々の時間を少しでも長くできるように１回１回考えながら
打ち上げている姿は真剣そのものであった。環境的には、雨のぱらつく中、
時折強い風も吹き、決してよい状況ではなかったが参加者全員満足のいく
内容となった。このたびの講座での最高記録は27秒であった。
●指導講師の感想
　28日の天気は、開催が危ぶまれるほどの状況でした。実施が決められた
段階は言うにおよばず、講義開始後も雨は降っておりました。しかしながら、
アメダスなどの情報にもとづいて、雲の動きを予測し、打ち上げ予定時刻に
東雲上空の雨は上がると判断され、実際、何とか打ち上げることができまし
た。この一連のプロセスは、データに基づいて予測するという科学的な態
度・考え方という点で、少なくとも一部の参加者には、強い印象を与えたよう
に思います。

　第３・４回 「天体観測」 （会場：広島大学）
　平成15年７月19日（土） ９：30～11：30
　平成15年７月26日（土） 15：30～21：30 
●ねらい　・第１・２回講座「ロケットを飛ばそう」で高まった宇宙についての
興味・関心を、天体について学習を行うことで充足し、宇宙についての知
識・理解を深める。
・8/27に最大接近をする火星について学習することで太陽系の様子につ
いて知る。
・プラネタリウムを利用することで、天候や、時間に左右されることなく天体の
様子を学習する機会を得られることを知る。
・実際に天体望遠鏡を利用して太陽や月、惑星、星雲・星団などを観測する
ことで、研究、探求心を養う。
●主な内容　７／19　広島市こども文化科学館プラネタリウム投影設備
見学（バックヤード、投影操作盤、投影装置）プラネタリウム視聴（夏の番組：

火星大接近）、 記入のできる星座早見盤の製作と使い方の説明。プラネタ
リウム投影設備の見学では、科学館専門員加藤一孝氏の解説を受け、機
器の操作を見た。星座早見盤は、厚紙を利用したもので、観測記録が記
入できるように窓の部分があいたものを自作し、その使い方について学習し
た。
　７／26 ビデオ視聴、20ｃｍ反射望遠鏡による太陽の黒点の観測、月と木
星の観測。途中約１時間の車中では来たる毛利衛氏とのテレビ会議に備
え、「ふわっと'92 宇宙で学ぶ理科実験」のビデオを視聴した。道路の渋滞
もなく予定より早く着くことができたので、広島大学・教育学部棟の屋上で、
太陽の黒点、プロミネンス（紅炎）の観測を広島大学 林武広教授の指導
のもとに行った。その後、日が沈み完全に暗くなるまでの間、林教授より天体
に関するレクチャーを講義室で受けた。レクチャーが終わってから、屋上に
常設されている50ｃｍ反射望遠鏡で木星と月、星雲・星団等の観測をした。
●参加者の様子　投影前に設備の解説があったためかプラネタリウムの
番組を「設備の解説なし」で見るよりも興味を持って視聴しているように見え
た。また、最近話題の火星の番組ということもあり視聴後も話題がつきること
がなく、いろいろと質問が出たり自分の考えを話したりしていた。その後の工
作でも星の話題で持ちきりとなった。中には天体望遠鏡を保護者にねだっ
ている姿もあった。26日は、いつもと場所、時間が違うせいか雰囲気も何とな
くうきうきしたような感じで始まった。広島大学の屋上では、順番（望遠鏡で
太陽を見る）を待っているときには塀やブロックの上に登って自己主張（ふ
ざける）をするなど今までにない姿を見せた参加者もいた。その後も一度切
れた緊張の糸はつながることなく、終始興奮した様子は印象深かった。ま
た、参加者それぞれの性格を知り以降の指導につなぐことのできるいい機
会となった。

　第５回 「気体の性質」
　チームグルービーによるサイエンスショー
　平成15年８月９日（土） ９：30～11：30
●ねらい　・身の回りの物質には気体・液体・固体の３つの状態があり圧力
と温度によってその状態が決まっていることを知り、真空中ではどの様な状
態になるかを考える。
・物質の状態が変わるときに熱の出入りがあることを知る。
・物質の状態が変わるときに体積の変化があることを知る。
●主な内容　液体窒素を使った超低温実験。（バラの花の凍結・ゴムボー
ルの凍結・バナナの凍結など）
●参加者の様子　キャラクターによる説明のためか、「楽しんで科学を学
んでいる」雰囲気が伝わってきた。質問にも競って手を挙げて答えている様
子は、学習内容が充分理解できていることを教えてくれた。

　第６回 「毛利衛宇宙飛行士とのテレビ会議」
　場所：　広島市立大学　小ホール
　平成15年８月27日（水） ９：30～11：30
●ねらい　・日本人で初めてスペースシャトルに搭乗して、宇宙空間で様々
な理科実験を実施した毛利宇宙飛行士と無重力空間での生活や科学的
な現象について直接質疑応答をすることで、科学に対する興味・関心を高

にどの様に影響を与えているのかを考える。
・重力や遠心力を利用してつくられているものを自分の手で創作しバランス
を取ることの難しさを知る。
●主な内容　10／11は、日本科学未来館から牧原正記工学博士をお招
きして、「無重力の世界」という出張教室を行った。ペットボトルにビー玉、
スーパーボール、金魚をいれて自由落下させることで無重力空間をつくりだ
し、その様子を観察した。また、無重力に関するクイズを出題され、皆で考え
た。
　10／18は、落下と遠心力を利用したジェットコースターについて、コード収
納モールとビー玉でモデルを作り、重力の学習を深めた。とりわけ、物体が
動くとき、重力に遠心力が加わり総合的な力の働きを体験を通して理解し
た。
●参加者の様子　10／11は牧原先生のテンポのよい進行に最後まで集
中力を切らせることなく学習することができた。内容的にも無重力という空間
がどの様なものであるか分かりやすく充分理解できているようであった。
　10／18はモールを利用してつくるコースに様々な工夫を凝らし、複雑な
コースを考えながら実験を繰り返していた。最初は、単純なコースも上手く
ビー玉を転がすことができなかったが、少し助言をすると仲間と協議をしな
がら回数を重ねるたびに成功を導き出していき、最終的には指導者側で考
えていたよりも遙かに複雑なコースを作り上げチャレンジして成功に歓声を
上げていた。

　第１２回 特別講演会
　「めざせ科学者~世界で活躍する科学者とその環境~」
　有本　建男　氏
　平成15年11月22日（土） 13：00～14：30　  
●ねらい　世界で活躍している科学者の普段の生活や研究環境につい
てその実際を、研究をサポートしながら身近に見ている立場の人から直接
うかがうことで科学者をより身近に感じさせる。
●主な内容　100枚を超える写真を使ってノーベル賞を受賞した科学者
たちについて詳しくお話しいただいた。ノーベル賞推薦書など普通には目に
することのできない写真と、ここだけの話を多く取り入れていただいた貴重
な話をうかがった。 
●参加者の様子　難しい話も多く、午前中の講座から引き続き行った講演
会であったにもかかわらず、ノーベル賞受賞者が特別な人でなく、自分たち
にも可能性のある世界のことであることを感じていた。
  それぞれ感じ方は違っているようであったが、最初から最後まで集中力を
切らせることなく食い入るように話を聞いている姿は、非常に印象的であっ
た。

　第１３～１５回 「菌の培養」 「遺伝子組み換え実験」
　平成15年11月22日（土） ９：30～11：30
　平成15年12月 ６日（土） ９：30～11：30
　平成15年12月 ７日（日） ９：30～11：30
●ねらい　・世界の最先端科学のひとつ、遺伝子工学の手法の一部を体

験する。
・「菌の培養」「遺伝子の組み換え」といった分野の実際の操作を行うこと
で、最先端科学の操作も、昔から行われている操作方法を元に引き継がれ
ていることを知る。
・身の回りの普段見えないところにも様 な々菌が存在し、その中で生活して
いることを理解し私達の生活環境において、菌類との共生についても必要
性を感じさせる。
●主な内容　11／22は、身の回りの物に、どの様な菌がどのくらいいるの
かを確かめるため、培養液を調整し培地をつくった。また、実際にドアノブや
手すり、消しゴム、水道水などを培地に着けて菌のあるなし、種類を調べる
準備を行った。
　12／６は、前回植え付けた菌の繁殖状況を確認すると共に、菌類の種
類やコロニーといわれる集団を取り上げて、染色後顕微鏡で観察した。ま
た、オワンクラゲの発光物質（緑色発光タンパク質）をつくる遺伝子を温度
管理(ヒートショック)のもとで大腸菌に取り込ませる遺伝子操作を行い培地
に植え付けた。
　12／７は、前日に植え付けた菌が、実際に発光するかどうかを検証し、遺
伝子の組み換え実験を体験した。その後、広島大学自然科学研究支援開
発センター助教授の田中伸和先生に細胞の中にある遺伝子・遺伝子のも
とである染色体・染色体の正体である塩基配列について説明いただき、現
在の遺伝子解析の実際（電気泳動を使った）、今後の課題と問題点を倫
理面と経済面からレクチャーしていただいた。
●参加者の様子　培地の調整で、独特なにおいに鼻をつまんだり、におい
を楽しんでいるかのような参加者がおり、そのとらえ方の違いが様 な々様子
から同じことをするのにも感じ方の違いがあることを改めて感じさせられた。
しかし、取り組む姿勢から一様に興味・関心の高さを示していた。このたび
の一連の実験は、組換えDNA実験指針（文部科学省告示第5号）に基づ
き実験室の出入りの制限や、マスクの着用、氏名の登録など今までにない
環境の中で行ったためか、最初からかなり緊張した雰囲気で慎重に行って
いた。生物のあらゆるつくりがわずか４つの塩基の組み合わせ情報からで
きていることに神秘的な物を感じていたようである。
●補足　この実験の実施にあたり、中国地区遺伝子実験施設コンソーシ
アム主催の「中学校・高校でできる遺伝子実習」講座に指導講師1名を派
遣し、認定証を取得して臨んだ。

　第１６・１７回 「化石のレプリカ」 「化石のクリーニング」
　平成16年１月17日（土） ９：30～11：30
　平成16年２月 ７日（土） ９：30～11：30
●ねらい　・地球の歴史を知る方法のひとつとして地層に埋没した生き物
の痕跡（化石）を調べることができる。
・化石となった生き物を学習することで、生命誕生からの歳月を感じ取らせ
る。
●主な内容　1／17は、モデリングコンパウンドを利用して、石膏を流し込
み化石からレプリカを作った。レプリカ制作の前に化石（三葉虫・アンモナイ
ト）の生息していた時代、背景を確認した。
　２／７は、塩原の化石の原石から化石を取り出す作業を行った。昆虫や、
木の葉の一部が出たところで、クリーニング作業を行った。また、全国６箇所
の砂を顕微鏡で観察し、含まれている鉱物を同定した。
●参加者の様子　1／17は、本物の化石からレプリカをつくる作業自体が

め、重力がある地球での生活について認識を得る。 
・インターネットを利用したテレビ会議システムについて実際に経験し、その
実態を理解する。
●主な内容　毛利衛氏が館長を務める日本科学未来館について、紹介
ビデオを視聴して知る。毛利衛宇宙飛行士と無重力空間で起きる現象や
宇宙飛行士として必要なことなどについて、質疑応答を行った。広島市立
大学情報処理センターの浅田尚紀教授（副学長）より最先端の研究実態
についてデモを体験しながらレクチャーを受けた。また、前田香織助教授よ
りインターネットを利用したテレビ会議システムについての解説を受けた。
●事前学習として　毛利宇宙飛行士が、最初にスペースシャトルに搭乗
した'92のシャトル内での生活の様子、無重力空間での現象についての学
習ビデオを視聴し予備的に知識を得ておいた。そのうえで、さらに疑問に
思ったことを質問として用意した。
●参加者の様子　毛利宇宙飛行士から受講生へのメッセージや質問を
もらったが、積極的に手を挙げるなど意欲的に応えていた。この日は、ス
ペースシャトル爆発事故の原因報告・十数年ぶりの火星最大接近日と毛利
宇宙飛行士と関わりの深い話題が重なったが、受講生もニュースをよく知っ
ていた。
 あらかじめ用意しておいた質問を２人一組で質疑応答するのではあった
が、カメラの前に立って緊張した様子であった。質問をすると質問者各々の
名前を呼んでもらいながら関連した質問が返ってきたり、「あなたは、どう思
いますか？」と自分の考えを必ず聞き返されていたが、考えながら自分の言
葉で応えている姿は、とても頼もしかった。テレビ会議終了後に報道のインタ
ビューにも堂 と々将来の夢などを答えていた。
●取材メディア　テレビ局３社（テレビ新広島・広島テレビ・中国放送）

　第７回 「電池の製作」
　平成15年８月30日（土） ９：30～11：30 
●ねらい　・電気の概念を身近な物質で体験的に学び、電子の流れが電
流となることに気づかせる。
・接続方法（直列と並列）の違いや果物・野菜の違いで、流れる電流の大き
さが異なることを知る。
●主な内容　果物、野菜と金属板をつかって果物電池を作った。電流が
流れているかどうかは、電子メロディーを使って音で確認した。　
  トマト、バナナ、オレンジ、大根、長なす、玉葱、キュウリに銅板と亜鉛板を差
込みイオン化傾向の違いから電流を流す。１つでは、電圧が低いので直列
に数個つないで電子メロディーの鳴り方の違いを確認する。
●参加者の様子　身近な果物や野菜を使っての実験で、親しみやすかっ
たようで、すぐにいろいろなものに金属板を差込み電子メロディーの鳴り具
合を調べていた。電子メロディーのかすかな音に耳を澄ませ、どうすれば大
きな音が出るか試行錯誤しながら取り組んだ。隣の席の受講生と協力しな
がら、数多くの野菜や果物を直列につなげばよく鳴ることを発見したグルー
プがあると、周りでそれを見ていた他のグループはよりよくなるようにさらに工
夫を加えている様子は、さながら研究者のようであった。

　第８・９回 「動物の体のつくり」
　　　　　（会場：広島市安佐動物公園）
　平成15年９月 ６日（土） ９：30～11：30
　平成15年９月13日（土） ８：30～13：30
●ねらい　・動物の体のつくりを学習することにより生活環境に適応しなが
ら形態が変化してきていることを知る。
・動物の進化の過程を体のつくりから推測することができることを知る。
・脊椎動物の体のつくりに共通点があることを知る。
●主な内容　９／６　動物の骨格観察、豚の眼球解剖
９／13　飼育員による講話（広島市安佐動物公園）、ほ乳類の身体測定
動物の骨格観察では、草食動物（キリン）・肉食動物（ライオン）の頭骨を
（広島市安佐動物公園より借用）使って顎の様子、目の付き方、歯の様子、
全体の形などを見比べ、それぞれの特徴を学習した。
  豚の眼球解剖では、各自が解剖ばさみとピンセットを使い、眼のつくりを確
認しながら、レンズを取り出しその様子と機能を学習した。
　広島市こども文化科学館に８：20集合し、貸し切りバスで８：30に出発し、
動物園に９：10頃到着した。車中では、参加者の有志が車内レクを担当し、
クイズなどで楽しむことができた。動物園では、クロサイ舎の中で、動物の角
のつくりの違い、体毛の様子を動物園の竹内技師にレクチャーしていただ
き学習した。また、調理場で動物の食べものについて動物園でどの様に管
理しているかを学習した。ぴーちくパークで脊椎動物（オオサンショウウオ・ヘ
ビ・ひよこ・テンジクネズミ・ヤギ）の体のつくり（体重・体調・心音など）や様子
（歩き方など）を動物にふれながら観察した。
●参加者の様子　９／６は脊椎動物の体のつくりを頭骨を中心に確認す
ることで、その機能と生活環境に適応した形態になっていることを具体的に
理解したようである。最初は、おそるおそるの参加者もいたが興味を持って
さわっている姿は経験の必要性を感じさせた。
  豚の眼球解剖では、まぶたやまつげの付いている状態のものもあり失神し
た参加者が出たが、この実験の趣旨と意義・動物の生体を使うことの重要
性を説明してはじめたため、豚に対する感謝の気持ちを持って真剣に取り
組めた。実際に作業が始まると集中した静けさの中探求心からか、つくりを
じっくり確認しながら「これが○○だよね！」とか「へえーっ！こうなってるん
だぁー。」という声が聞こえてきた。
　９／13は、天候にも恵まれ誰一人遅れることなくバスに乗り、車中レクに盛
り上がりながら移動した。
　クロサイ舎では、動物の種類によって角のつくりが異なることを学び、サイ
の角に火を付けると、そのにおいから髪の毛が焼けたときと同じであること
に気づき、体毛から変化してできていることを確認していた。また、動物園で
はそれぞれの動物の健康管理に注意して、外部からの菌やウイルスの侵
入を防ぐ対策がとられていることを知り、細かいところに様々な配慮がなさ
れていると感心していた。脊椎動物の身体測定では、ヒヨコの心音の早さ、
テンジクネズミの性質など一つひとつに関心と興味を持ち動物に対する見
方、接し方を再確認しているようであった。

　第１０・１１回 「無重力の世界」
　　　　　　 「ジェットコースターモデル製作」
　平成15年10月11日（土） ９：30～11：30
　平成15年10月18日（土） ９：30～11：30 （科学館会議室）
●ねらい　・地球の重力は、生まれたときからあるのが当たり前の中で生活
しているので、改めてどの様なものであるかを考える。また、私達の生活の中

粘土をこねたりするのと異なり、未体験の世界だったためか非常に興味・関
心を持って行っているようであった。石膏を流し込み固まるのを待っている
時間で、あらかじめかたどってあったアンモナイトまたは三葉虫の着色を
行った。それぞれが思い思いの色を付けた。そのほとんどが現存する化石
の色に近い色だったが数名が３原色に近い色を付けたのは印象的であっ
た。
　２／７は、最初は、原石をたたくのにも慎重すぎてなかなか割れず、堆積
した土の目もわからない様子であったが、そのうち目を読みドライバーを上手
くあてて層が綺麗に剥がれるようにとることができる参加者がでてきた。周
囲の参加者も上手くできた様子を見て、みるみるうちにみんな同じような方
法で作業をし始めた。周囲の様子もしっかり観察していることを改めて感じ
させる場面であった。化石を取り出すことに集中(固執)しすぎたため、後半
に予定していた砂の観察は時間が非常に短くなり駆け足となったが、時間
がない中でも無いなりに作業をこなしていく様子は、頼もしくもありその適応
性には驚かされた。途中で止めることもできたが、学習に対してどん欲で、こ
の１つの機会も絶対逃さないのだという気迫のような物を感じた。

　第１８回 「広島の科学者・技術者を知る」
　　　　　　　（八木用水、宇品港築港）
　平成16年２月21日（土） ９：30～11：30
●ねらい　科学者や技術者は、特別な人がなっているのではなく物事を幅
広く捉えることのできる人、いろんな角度から見ることができる人が成功して
いることを地元広島で偉業を成し遂げた人から学ぶ。
●主な内容　前半は宇品港ができるまでの歴史的な背景と移り変わりを
ふまえた上で、護岸工事をするにあたり新しい技術を取り入れ人造石を
使って経費の節減と耐久性の向上を図ったことを、写真を見たりワークシー
トを使って学習した。
　後半では、４班（４人グループ）に分かれてレベル測量器を使った測量に
ついての実習を広島市こども文化科学館裏の本川（太田川）土手で行
なった。11カ所の測量点について最高ポイント、最低ポイントを確認した。
●参加者の様子　人造石が、今になって建築現場から見つかったり、広
島刑務所の塀に使われていることがわかったことを知ると驚いていた。特
に、現物が非常にもろそうに見えることから「本当に丈夫なんだろうか」と疑
問を持つ参加者がいた。
　後半の測量では、４人でいろいろ相談をしながら、あらかじめ設定してい
た測量点を測ったが、レベルの設置場所が悪く苦労しているグループが多
かった。後の反省でもいろいろと考える必要性について書いている参加者
が多く、よい学習機会となった。

　第１９回 特別講演会
　「水の惑星~地球を知ろう~」
　道田　豊　氏　　　藤井　直紀　氏
　平成16年２月29日（日） ９：30～11：00 （アポロホール）
●ねらい　・目に見えないところや遠いところに目が向きがちであるが、私達
の身近なところでもまだまだよく知られていないとことがあることを知り、探求
心をさらに幅広く持たせる。

・講座の最後を締めくくるにあたり、将来の夢をふくらませられるような気持ち
を持たせる。
●主な内容　普段何気なく見ている海について、科学的な見方で捉える
と、どの様に考えることができるか。知っていそうで知らないことの多い海に
ついて、潮の流れや海での現象、生息している生物の多様さを紹介する。
●参加者の様子　身近な海の話でありながら知らないことが多くあり、レジ
メを見ながら真剣に聞いている姿はとても小学生には見えないほどであっ
た。また、大学院生が講演していることから研究職をより身近に感じとること
ができたようである。

　事業のまとめ
●総括　子どもの理科離れが進んでいると言われるようになって随分にな
るが、まだまだ取り組みようによって興味・関心を持って取り組ませることがで
きる状況はあるように思う。
　これからは地域のニーズに合わせた事業のあり方や、理科に対する子ど
ものとらえ方を考察することで、事業をより充実したものとすることができる。
　本事業のような取り組みを今後とも継続して行うことで、学校教育では充
分に取り組めない部分を補充し、理科に対する興味・関心を含む意識向上
を促すことができる。
　環境学習が進んでいるなか、考える手だてとなる理科の知識を少しでも
多様化させて、ものの原理や道理についても幅広く考えられるひとを育成し
ていきたい。
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　第１・２回 「ロケットをとばそう」 （会場：東雲中学校）
　平成15年６月21日（土） 9:30～11:30
　平成15年６月28日（土） 9:30～11:30　開校行事を含む　  
●ねらい　・ロケット工学の基礎を学習することを通じて科学することの筋
道を学ぶ。
・自分で製作したロケットを打ち上げる活動を通して成熟感を味わい、より高
く飛ばす工夫をする活動を通して科学的な思考を高める。
・ロケットの製作、打ち上げを行うことにより、十数年ぶりの大接近が間近な
火星や宇宙への興味・関心を高める。
・一般ではなかなか入手しにくい教材を利用することで、参加者や保護者
にスーパーサイエンスミュージアム（以下ＳＳＭとする）の講座に対する期待
感・充足感を持たせ、意識の高揚を図る。
●主な内容　21日開校行事、ロケットの仕組みの学習および製作。28日ロ
ケットの仕上げと打ち上げ、飛行時間の計測。このたび使用した教材のロ
ケットは、火薬燃料を利用して打ち上げ、落下傘を開かせて風の向き・風の
強さを考慮して打ち上げた地点に落下させる競技用のもので、状態がよけ
れば100ｍ程度上空まで上がる。そのため、東雲中学校の広い校庭をお借
りして打ち上げテストを実施した。
●参加者の様子　英語で書かれたインストラクションを頼りに、保護者とと
もに考えながら製作している様子は生き生きとしており、さながら未来の科
学者のようであった。４名ずつの４グループに分かれ、滞空時間の測定を一
人３回行ったが、各々の時間を少しでも長くできるように１回１回考えながら
打ち上げている姿は真剣そのものであった。環境的には、雨のぱらつく中、
時折強い風も吹き、決してよい状況ではなかったが参加者全員満足のいく
内容となった。このたびの講座での最高記録は27秒であった。
●指導講師の感想
　28日の天気は、開催が危ぶまれるほどの状況でした。実施が決められた
段階は言うにおよばず、講義開始後も雨は降っておりました。しかしながら、
アメダスなどの情報にもとづいて、雲の動きを予測し、打ち上げ予定時刻に
東雲上空の雨は上がると判断され、実際、何とか打ち上げることができまし
た。この一連のプロセスは、データに基づいて予測するという科学的な態
度・考え方という点で、少なくとも一部の参加者には、強い印象を与えたよう
に思います。

　第３・４回 「天体観測」 （会場：広島大学）
　平成15年７月19日（土） ９：30～11：30
　平成15年７月26日（土） 15：30～21：30 
●ねらい　・第１・２回講座「ロケットを飛ばそう」で高まった宇宙についての
興味・関心を、天体について学習を行うことで充足し、宇宙についての知
識・理解を深める。
・8/27に最大接近をする火星について学習することで太陽系の様子につ
いて知る。
・プラネタリウムを利用することで、天候や、時間に左右されることなく天体の
様子を学習する機会を得られることを知る。
・実際に天体望遠鏡を利用して太陽や月、惑星、星雲・星団などを観測する
ことで、研究、探求心を養う。
●主な内容　７／19　広島市こども文化科学館プラネタリウム投影設備
見学（バックヤード、投影操作盤、投影装置）プラネタリウム視聴（夏の番組：

火星大接近）、 記入のできる星座早見盤の製作と使い方の説明。プラネタ
リウム投影設備の見学では、科学館専門員加藤一孝氏の解説を受け、機
器の操作を見た。星座早見盤は、厚紙を利用したもので、観測記録が記
入できるように窓の部分があいたものを自作し、その使い方について学習し
た。
　７／26 ビデオ視聴、20ｃｍ反射望遠鏡による太陽の黒点の観測、月と木
星の観測。途中約１時間の車中では来たる毛利衛氏とのテレビ会議に備
え、「ふわっと'92 宇宙で学ぶ理科実験」のビデオを視聴した。道路の渋滞
もなく予定より早く着くことができたので、広島大学・教育学部棟の屋上で、
太陽の黒点、プロミネンス（紅炎）の観測を広島大学 林武広教授の指導
のもとに行った。その後、日が沈み完全に暗くなるまでの間、林教授より天体
に関するレクチャーを講義室で受けた。レクチャーが終わってから、屋上に
常設されている50ｃｍ反射望遠鏡で木星と月、星雲・星団等の観測をした。
●参加者の様子　投影前に設備の解説があったためかプラネタリウムの
番組を「設備の解説なし」で見るよりも興味を持って視聴しているように見え
た。また、最近話題の火星の番組ということもあり視聴後も話題がつきること
がなく、いろいろと質問が出たり自分の考えを話したりしていた。その後の工
作でも星の話題で持ちきりとなった。中には天体望遠鏡を保護者にねだっ
ている姿もあった。26日は、いつもと場所、時間が違うせいか雰囲気も何とな
くうきうきしたような感じで始まった。広島大学の屋上では、順番（望遠鏡で
太陽を見る）を待っているときには塀やブロックの上に登って自己主張（ふ
ざける）をするなど今までにない姿を見せた参加者もいた。その後も一度切
れた緊張の糸はつながることなく、終始興奮した様子は印象深かった。ま
た、参加者それぞれの性格を知り以降の指導につなぐことのできるいい機
会となった。

　第５回 「気体の性質」
　チームグルービーによるサイエンスショー
　平成15年８月９日（土） ９：30～11：30
●ねらい　・身の回りの物質には気体・液体・固体の３つの状態があり圧力
と温度によってその状態が決まっていることを知り、真空中ではどの様な状
態になるかを考える。
・物質の状態が変わるときに熱の出入りがあることを知る。
・物質の状態が変わるときに体積の変化があることを知る。
●主な内容　液体窒素を使った超低温実験。（バラの花の凍結・ゴムボー
ルの凍結・バナナの凍結など）
●参加者の様子　キャラクターによる説明のためか、「楽しんで科学を学
んでいる」雰囲気が伝わってきた。質問にも競って手を挙げて答えている様
子は、学習内容が充分理解できていることを教えてくれた。

　第６回 「毛利衛宇宙飛行士とのテレビ会議」
　場所：　広島市立大学　小ホール
　平成15年８月27日（水） ９：30～11：30
●ねらい　・日本人で初めてスペースシャトルに搭乗して、宇宙空間で様々
な理科実験を実施した毛利宇宙飛行士と無重力空間での生活や科学的
な現象について直接質疑応答をすることで、科学に対する興味・関心を高

にどの様に影響を与えているのかを考える。
・重力や遠心力を利用してつくられているものを自分の手で創作しバランス
を取ることの難しさを知る。
●主な内容　10／11は、日本科学未来館から牧原正記工学博士をお招
きして、「無重力の世界」という出張教室を行った。ペットボトルにビー玉、
スーパーボール、金魚をいれて自由落下させることで無重力空間をつくりだ
し、その様子を観察した。また、無重力に関するクイズを出題され、皆で考え
た。
　10／18は、落下と遠心力を利用したジェットコースターについて、コード収
納モールとビー玉でモデルを作り、重力の学習を深めた。とりわけ、物体が
動くとき、重力に遠心力が加わり総合的な力の働きを体験を通して理解し
た。
●参加者の様子　10／11は牧原先生のテンポのよい進行に最後まで集
中力を切らせることなく学習することができた。内容的にも無重力という空間
がどの様なものであるか分かりやすく充分理解できているようであった。
　10／18はモールを利用してつくるコースに様々な工夫を凝らし、複雑な
コースを考えながら実験を繰り返していた。最初は、単純なコースも上手く
ビー玉を転がすことができなかったが、少し助言をすると仲間と協議をしな
がら回数を重ねるたびに成功を導き出していき、最終的には指導者側で考
えていたよりも遙かに複雑なコースを作り上げチャレンジして成功に歓声を
上げていた。

　第１２回 特別講演会
　「めざせ科学者~世界で活躍する科学者とその環境~」
　有本　建男　氏
　平成15年11月22日（土） 13：00～14：30　  
●ねらい　世界で活躍している科学者の普段の生活や研究環境につい
てその実際を、研究をサポートしながら身近に見ている立場の人から直接
うかがうことで科学者をより身近に感じさせる。
●主な内容　100枚を超える写真を使ってノーベル賞を受賞した科学者
たちについて詳しくお話しいただいた。ノーベル賞推薦書など普通には目に
することのできない写真と、ここだけの話を多く取り入れていただいた貴重
な話をうかがった。 
●参加者の様子　難しい話も多く、午前中の講座から引き続き行った講演
会であったにもかかわらず、ノーベル賞受賞者が特別な人でなく、自分たち
にも可能性のある世界のことであることを感じていた。
  それぞれ感じ方は違っているようであったが、最初から最後まで集中力を
切らせることなく食い入るように話を聞いている姿は、非常に印象的であっ
た。

　第１３～１５回 「菌の培養」 「遺伝子組み換え実験」
　平成15年11月22日（土） ９：30～11：30
　平成15年12月 ６日（土） ９：30～11：30
　平成15年12月 ７日（日） ９：30～11：30
●ねらい　・世界の最先端科学のひとつ、遺伝子工学の手法の一部を体

験する。
・「菌の培養」「遺伝子の組み換え」といった分野の実際の操作を行うこと
で、最先端科学の操作も、昔から行われている操作方法を元に引き継がれ
ていることを知る。
・身の回りの普段見えないところにも様 な々菌が存在し、その中で生活して
いることを理解し私達の生活環境において、菌類との共生についても必要
性を感じさせる。
●主な内容　11／22は、身の回りの物に、どの様な菌がどのくらいいるの
かを確かめるため、培養液を調整し培地をつくった。また、実際にドアノブや
手すり、消しゴム、水道水などを培地に着けて菌のあるなし、種類を調べる
準備を行った。
　12／６は、前回植え付けた菌の繁殖状況を確認すると共に、菌類の種
類やコロニーといわれる集団を取り上げて、染色後顕微鏡で観察した。ま
た、オワンクラゲの発光物質（緑色発光タンパク質）をつくる遺伝子を温度
管理(ヒートショック)のもとで大腸菌に取り込ませる遺伝子操作を行い培地
に植え付けた。
　12／７は、前日に植え付けた菌が、実際に発光するかどうかを検証し、遺
伝子の組み換え実験を体験した。その後、広島大学自然科学研究支援開
発センター助教授の田中伸和先生に細胞の中にある遺伝子・遺伝子のも
とである染色体・染色体の正体である塩基配列について説明いただき、現
在の遺伝子解析の実際（電気泳動を使った）、今後の課題と問題点を倫
理面と経済面からレクチャーしていただいた。
●参加者の様子　培地の調整で、独特なにおいに鼻をつまんだり、におい
を楽しんでいるかのような参加者がおり、そのとらえ方の違いが様 な々様子
から同じことをするのにも感じ方の違いがあることを改めて感じさせられた。
しかし、取り組む姿勢から一様に興味・関心の高さを示していた。このたび
の一連の実験は、組換えDNA実験指針（文部科学省告示第5号）に基づ
き実験室の出入りの制限や、マスクの着用、氏名の登録など今までにない
環境の中で行ったためか、最初からかなり緊張した雰囲気で慎重に行って
いた。生物のあらゆるつくりがわずか４つの塩基の組み合わせ情報からで
きていることに神秘的な物を感じていたようである。
●補足　この実験の実施にあたり、中国地区遺伝子実験施設コンソーシ
アム主催の「中学校・高校でできる遺伝子実習」講座に指導講師1名を派
遣し、認定証を取得して臨んだ。

　第１６・１７回 「化石のレプリカ」 「化石のクリーニング」
　平成16年１月17日（土） ９：30～11：30
　平成16年２月 ７日（土） ９：30～11：30
●ねらい　・地球の歴史を知る方法のひとつとして地層に埋没した生き物
の痕跡（化石）を調べることができる。
・化石となった生き物を学習することで、生命誕生からの歳月を感じ取らせ
る。
●主な内容　1／17は、モデリングコンパウンドを利用して、石膏を流し込
み化石からレプリカを作った。レプリカ制作の前に化石（三葉虫・アンモナイ
ト）の生息していた時代、背景を確認した。
　２／７は、塩原の化石の原石から化石を取り出す作業を行った。昆虫や、
木の葉の一部が出たところで、クリーニング作業を行った。また、全国６箇所
の砂を顕微鏡で観察し、含まれている鉱物を同定した。
●参加者の様子　1／17は、本物の化石からレプリカをつくる作業自体が

め、重力がある地球での生活について認識を得る。 
・インターネットを利用したテレビ会議システムについて実際に経験し、その
実態を理解する。
●主な内容　毛利衛氏が館長を務める日本科学未来館について、紹介
ビデオを視聴して知る。毛利衛宇宙飛行士と無重力空間で起きる現象や
宇宙飛行士として必要なことなどについて、質疑応答を行った。広島市立
大学情報処理センターの浅田尚紀教授（副学長）より最先端の研究実態
についてデモを体験しながらレクチャーを受けた。また、前田香織助教授よ
りインターネットを利用したテレビ会議システムについての解説を受けた。
●事前学習として　毛利宇宙飛行士が、最初にスペースシャトルに搭乗
した'92のシャトル内での生活の様子、無重力空間での現象についての学
習ビデオを視聴し予備的に知識を得ておいた。そのうえで、さらに疑問に
思ったことを質問として用意した。
●参加者の様子　毛利宇宙飛行士から受講生へのメッセージや質問を
もらったが、積極的に手を挙げるなど意欲的に応えていた。この日は、ス
ペースシャトル爆発事故の原因報告・十数年ぶりの火星最大接近日と毛利
宇宙飛行士と関わりの深い話題が重なったが、受講生もニュースをよく知っ
ていた。
 あらかじめ用意しておいた質問を２人一組で質疑応答するのではあった
が、カメラの前に立って緊張した様子であった。質問をすると質問者各々の
名前を呼んでもらいながら関連した質問が返ってきたり、「あなたは、どう思
いますか？」と自分の考えを必ず聞き返されていたが、考えながら自分の言
葉で応えている姿は、とても頼もしかった。テレビ会議終了後に報道のインタ
ビューにも堂 と々将来の夢などを答えていた。
●取材メディア　テレビ局３社（テレビ新広島・広島テレビ・中国放送）

　第７回 「電池の製作」
　平成15年８月30日（土） ９：30～11：30 
●ねらい　・電気の概念を身近な物質で体験的に学び、電子の流れが電
流となることに気づかせる。
・接続方法（直列と並列）の違いや果物・野菜の違いで、流れる電流の大き
さが異なることを知る。
●主な内容　果物、野菜と金属板をつかって果物電池を作った。電流が
流れているかどうかは、電子メロディーを使って音で確認した。　
  トマト、バナナ、オレンジ、大根、長なす、玉葱、キュウリに銅板と亜鉛板を差
込みイオン化傾向の違いから電流を流す。１つでは、電圧が低いので直列
に数個つないで電子メロディーの鳴り方の違いを確認する。
●参加者の様子　身近な果物や野菜を使っての実験で、親しみやすかっ
たようで、すぐにいろいろなものに金属板を差込み電子メロディーの鳴り具
合を調べていた。電子メロディーのかすかな音に耳を澄ませ、どうすれば大
きな音が出るか試行錯誤しながら取り組んだ。隣の席の受講生と協力しな
がら、数多くの野菜や果物を直列につなげばよく鳴ることを発見したグルー
プがあると、周りでそれを見ていた他のグループはよりよくなるようにさらに工
夫を加えている様子は、さながら研究者のようであった。

　第８・９回 「動物の体のつくり」
　　　　　（会場：広島市安佐動物公園）
　平成15年９月 ６日（土） ９：30～11：30
　平成15年９月13日（土） ８：30～13：30
●ねらい　・動物の体のつくりを学習することにより生活環境に適応しなが
ら形態が変化してきていることを知る。
・動物の進化の過程を体のつくりから推測することができることを知る。
・脊椎動物の体のつくりに共通点があることを知る。
●主な内容　９／６　動物の骨格観察、豚の眼球解剖
９／13　飼育員による講話（広島市安佐動物公園）、ほ乳類の身体測定
動物の骨格観察では、草食動物（キリン）・肉食動物（ライオン）の頭骨を
（広島市安佐動物公園より借用）使って顎の様子、目の付き方、歯の様子、
全体の形などを見比べ、それぞれの特徴を学習した。
  豚の眼球解剖では、各自が解剖ばさみとピンセットを使い、眼のつくりを確
認しながら、レンズを取り出しその様子と機能を学習した。
　広島市こども文化科学館に８：20集合し、貸し切りバスで８：30に出発し、
動物園に９：10頃到着した。車中では、参加者の有志が車内レクを担当し、
クイズなどで楽しむことができた。動物園では、クロサイ舎の中で、動物の角
のつくりの違い、体毛の様子を動物園の竹内技師にレクチャーしていただ
き学習した。また、調理場で動物の食べものについて動物園でどの様に管
理しているかを学習した。ぴーちくパークで脊椎動物（オオサンショウウオ・ヘ
ビ・ひよこ・テンジクネズミ・ヤギ）の体のつくり（体重・体調・心音など）や様子
（歩き方など）を動物にふれながら観察した。
●参加者の様子　９／６は脊椎動物の体のつくりを頭骨を中心に確認す
ることで、その機能と生活環境に適応した形態になっていることを具体的に
理解したようである。最初は、おそるおそるの参加者もいたが興味を持って
さわっている姿は経験の必要性を感じさせた。
  豚の眼球解剖では、まぶたやまつげの付いている状態のものもあり失神し
た参加者が出たが、この実験の趣旨と意義・動物の生体を使うことの重要
性を説明してはじめたため、豚に対する感謝の気持ちを持って真剣に取り
組めた。実際に作業が始まると集中した静けさの中探求心からか、つくりを
じっくり確認しながら「これが○○だよね！」とか「へえーっ！こうなってるん
だぁー。」という声が聞こえてきた。
　９／13は、天候にも恵まれ誰一人遅れることなくバスに乗り、車中レクに盛
り上がりながら移動した。
　クロサイ舎では、動物の種類によって角のつくりが異なることを学び、サイ
の角に火を付けると、そのにおいから髪の毛が焼けたときと同じであること
に気づき、体毛から変化してできていることを確認していた。また、動物園で
はそれぞれの動物の健康管理に注意して、外部からの菌やウイルスの侵
入を防ぐ対策がとられていることを知り、細かいところに様々な配慮がなさ
れていると感心していた。脊椎動物の身体測定では、ヒヨコの心音の早さ、
テンジクネズミの性質など一つひとつに関心と興味を持ち動物に対する見
方、接し方を再確認しているようであった。

　第１０・１１回 「無重力の世界」
　　　　　　 「ジェットコースターモデル製作」
　平成15年10月11日（土） ９：30～11：30
　平成15年10月18日（土） ９：30～11：30 （科学館会議室）
●ねらい　・地球の重力は、生まれたときからあるのが当たり前の中で生活
しているので、改めてどの様なものであるかを考える。また、私達の生活の中

粘土をこねたりするのと異なり、未体験の世界だったためか非常に興味・関
心を持って行っているようであった。石膏を流し込み固まるのを待っている
時間で、あらかじめかたどってあったアンモナイトまたは三葉虫の着色を
行った。それぞれが思い思いの色を付けた。そのほとんどが現存する化石
の色に近い色だったが数名が３原色に近い色を付けたのは印象的であっ
た。
　２／７は、最初は、原石をたたくのにも慎重すぎてなかなか割れず、堆積
した土の目もわからない様子であったが、そのうち目を読みドライバーを上手
くあてて層が綺麗に剥がれるようにとることができる参加者がでてきた。周
囲の参加者も上手くできた様子を見て、みるみるうちにみんな同じような方
法で作業をし始めた。周囲の様子もしっかり観察していることを改めて感じ
させる場面であった。化石を取り出すことに集中(固執)しすぎたため、後半
に予定していた砂の観察は時間が非常に短くなり駆け足となったが、時間
がない中でも無いなりに作業をこなしていく様子は、頼もしくもありその適応
性には驚かされた。途中で止めることもできたが、学習に対してどん欲で、こ
の１つの機会も絶対逃さないのだという気迫のような物を感じた。

　第１８回 「広島の科学者・技術者を知る」
　　　　　　　（八木用水、宇品港築港）
　平成16年２月21日（土） ９：30～11：30
●ねらい　科学者や技術者は、特別な人がなっているのではなく物事を幅
広く捉えることのできる人、いろんな角度から見ることができる人が成功して
いることを地元広島で偉業を成し遂げた人から学ぶ。
●主な内容　前半は宇品港ができるまでの歴史的な背景と移り変わりを
ふまえた上で、護岸工事をするにあたり新しい技術を取り入れ人造石を
使って経費の節減と耐久性の向上を図ったことを、写真を見たりワークシー
トを使って学習した。
　後半では、４班（４人グループ）に分かれてレベル測量器を使った測量に
ついての実習を広島市こども文化科学館裏の本川（太田川）土手で行
なった。11カ所の測量点について最高ポイント、最低ポイントを確認した。
●参加者の様子　人造石が、今になって建築現場から見つかったり、広
島刑務所の塀に使われていることがわかったことを知ると驚いていた。特
に、現物が非常にもろそうに見えることから「本当に丈夫なんだろうか」と疑
問を持つ参加者がいた。
　後半の測量では、４人でいろいろ相談をしながら、あらかじめ設定してい
た測量点を測ったが、レベルの設置場所が悪く苦労しているグループが多
かった。後の反省でもいろいろと考える必要性について書いている参加者
が多く、よい学習機会となった。

　第１９回 特別講演会
　「水の惑星~地球を知ろう~」
　道田　豊　氏　　　藤井　直紀　氏
　平成16年２月29日（日） ９：30～11：00 （アポロホール）
●ねらい　・目に見えないところや遠いところに目が向きがちであるが、私達
の身近なところでもまだまだよく知られていないとことがあることを知り、探求
心をさらに幅広く持たせる。

・講座の最後を締めくくるにあたり、将来の夢をふくらませられるような気持ち
を持たせる。
●主な内容　普段何気なく見ている海について、科学的な見方で捉える
と、どの様に考えることができるか。知っていそうで知らないことの多い海に
ついて、潮の流れや海での現象、生息している生物の多様さを紹介する。
●参加者の様子　身近な海の話でありながら知らないことが多くあり、レジ
メを見ながら真剣に聞いている姿はとても小学生には見えないほどであっ
た。また、大学院生が講演していることから研究職をより身近に感じとること
ができたようである。

　事業のまとめ
●総括　子どもの理科離れが進んでいると言われるようになって随分にな
るが、まだまだ取り組みようによって興味・関心を持って取り組ませることがで
きる状況はあるように思う。
　これからは地域のニーズに合わせた事業のあり方や、理科に対する子ど
ものとらえ方を考察することで、事業をより充実したものとすることができる。
　本事業のような取り組みを今後とも継続して行うことで、学校教育では充
分に取り組めない部分を補充し、理科に対する興味・関心を含む意識向上
を促すことができる。
　環境学習が進んでいるなか、考える手だてとなる理科の知識を少しでも
多様化させて、ものの原理や道理についても幅広く考えられるひとを育成し
ていきたい。
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16
本年度参加者概要
小学5年生　　7名
小学6年生　　9名
（応募総数28名）

事 業 日 程 　第１～４回 「蒸気機関車の製作・運転」
　平成16年５月29日（土） 9:30～11:30 開講行事を含む
　平成16年６月 ５日（土） 9:30～11:30  
　平成16年６月19日（土） 9:30～11:30 
　平成16年７月 ３日（土） 9:30～11:30
●ねらい　・産業革命を支えた科学技術を自らの手で組み立てることでそ
の仕組みを学ぶ。
・エネルギーの変換についてその概念を知る。
●主な内容　5/29は、開講行事、蒸気機関車の仕組みの学習および制
作6/5、6/19、7/3は、蒸気機関車の製作の継続、仕上げと試走、走行距離
の計測。このたび使用した教材の蒸気機関車は、固形燃料を利用してボ
イラーを暖め、蒸気の力で走行させる学習用のもので、状態がよければ30
ｍ程度は走る。そのため、普段の実習室から会議研修室の広い部屋を
使って走行テストを行った。
●参加者の様子　参加16名中12名が30cm以上走らせることができた。
制作では、途中ねじを切ったり半田による溶接があったりでかなり苦労して
いたが、全員最後まで作り終えることができ満足そうであった。実際に走ら
せてみてうまく走らなかった参加者は、自宅に帰って工夫を加え走らせるこ
とができたようである。

　第５回 「テレビ会議」
　平成16年７月22日（土） 9：30～11：30（会場：広島市立大学）
●ねらい　・疑問に感じたことをどのように調べ、調べたことをどのようにまと
めるかを学ぶ。
・自分の考えをわかりやすく相手に伝える力を培う。
●主な内容　昨年に引き続き、日本科学未来館の毛利衛氏とインターネッ
ト回線を利用して質疑応答をした。事前学習として日本科学未来館の紹介
ビデオと、毛利衛氏がスペースシャトルに搭乗してどのような活動をしたかを
紹介したビデオを視聴した。また、今回は４グループで質問と自分たちの回
答を用意し、毛利衛氏にコメントを求める形式で行った。
●参加者の様子　グループでの質問を検討するために事前に数回集まっ
て話し合いを行ったり、図書館で調べものをしたりかなり苦労していたが、本
番では自分たちで考えたことについての内容であったため突発的な質問
にも自分の考えをきちんと伝えることができていた。準備を十分に行っていた
ため、終わったときにはとても満足しているようであった。

　第６・７回 「地質観察、天体観察」～宿泊研修～
　平成16年８月28日（土） 8：30～20：30
　　　　　　　（会場：喜和田鉱山、徳地少年自然の家）
　平成16年８月29日（日） 8：30～18：30
　　　　　　　（会場：秋芳洞、中尾洞）
●ねらい　・机上の実験、観察だけでなくフィールドに出ての実際的な活動
を体験する。
・寝食を共にすることで、なかまとの協力、協調自主性を身につける。

●主な内容　喜和田鉱山で、タングステンの特徴を知り、鉱山の様子を見
る。秋芳洞、中尾洞で、天然鍾乳洞の様子を見て、自然の長い営みを学習
する。徳地少年自然の家で日中できない天体観察を行う。
●参加者の様子　参加児童以上に同伴家族の方が興味関心を示し、
「普段体験できない貴重な経験をした」と口々に言われた。また、家族で共
通の体験をしたことで自然や科学に対する親子の会話が進んでいるようで
あった。

　第８・９回 「ボーリング調査」 「地層のつくり」
　平成16年９月 ４日（土） 8：30～13：30
　　　　　　　　（会場：広島大学東広島キャンパス）
　平成16年９月18日（土） 9：30～11：30
●ねらい　・地質調査の方法について見るだけでなく調べる方法を学ぶ。
・調べたことからどのようなことがわかるか知る。
●主な内容　9/4は、不忍池でボートを使って1.5ｍ程度の湖底の堆積物
を採取、その堆積物の様子からこの地の過去の状況を調べた。池に生息
しているプランクトンを顕微鏡観察した。　
　9/18は、水槽に粒の大きさの違う砂を入れ、水の影響でどのように堆積
するかを実験した。
●参加者の様子　9/4は、あいにくの雨模様であったがボートに乗って池
のプランクトンを採集したり、堆積物から何か発見できないかと何度もプレパ
ラートを作り直している姿は、探求心の固まりであることを感じた。
　9/18は、粒子の大きさの違いと堆積の関係を観察できて、これまで見てき
た地層の成り立ちなどを想像しているようであった。

　第10・11回 「生物カレンダーづくり」 「植物の進化」
　平成16年10月 ２日（土） 9：30～11：30
　平成16年10月16日（土） 9：30～11：30
　　　　　　　　　　（会場：広島市植物公園）
●ねらい　・地球の誕生から現在までの46億年の年月を感じ取り、現在私
たちが生活している地球環境がどのように作られてきたかを知る。
・現在の動植物の環境がどのようにできてきたかを知り、私たちがこれからど
のように生活していかなければならないかを知る。
●主な内容　10/2は、10億年を１ｍで表し、地球誕生からの時代と環境
の変化を書き込み、その時代時代に繁栄した代表的な生物を書き込んだ。
　10/16は、植物公園の世羅徹哉氏から植物の進化の過程を現存の植
物をみながら解説していただいた。
●参加者の様子　10/2は、地球の歴史の中で私たちの営みの短さに大
変驚いていた。進化が非常に長い年月をかけて進んできたことを理解して
いた。
　10/16は、今まであまり植物に興味を持っていなかった参加者もごく身近
にあるものが観察の対象となりうることを知り、興味をそそられているようで
あった。
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回 月日 テーマ 教室の内容 主な授業展開

5月２9日（土）
科学館実習室

オリエンテーション
蒸気機関車の製作

入校式    講師紹介      （名札、白衣配布）
蒸気機関車の仕組み・蒸気機関車（キット）の製作

蒸気機関車の製作と調整

蒸気機関車の運転

毛利さんの宇宙実験（ＶＴＲ）視聴
毛利さんとのテレビ会議

喜和田タングステン鉱山でホタル石の観察
山口徳地少年自然の家にて天体観察

観光化された秋芳洞とほぼ手つかずの
中尾洞に入り鍾乳洞の観察をする。

広島大学構内の不忍池において
堆積物から池の成り立ちを調べる。

検査機器の見学と分析の様子の見学
脳と神経の学習

動物の体のつくりと神経

カエルの肝臓を使ったタンパク質の分離

「スーパー抗体酵素とのこんくらべ」
研究の進め方とその実際

天然ガスの運搬と供給
チームグルービーのサイエンスショー

江戸時代の木骨　身幹儀　星野木骨の話
骨のつくりとはたらき

修了証書の授与　懇親会

化学反応における発熱反応と吸熱反応

生命誕生から植物の進化と
現在までの推移

地球の歴史と生命誕生から
現在までの時間の推移

水槽を使って堆積層が
どのように出来るか実験

蒸気機関車の製作

蒸気機関車の製作

蒸気機関車の運転

タングステン鉱山の観察
天体観察

ボーリング調査

地層づくり

生物カレンダーづくり

植物の進化

病院の設備と利用法
神経の学習

カエルの解剖

電機泳動

講演会
広島県立大学
一二三恵美先生

工場見学
私たちとエネルギー

冷却パックの仕組み

地元の科学者や
技術者たち

修了証書の授与

天然鍾乳洞の観察

毛利衛さんと
テレビ会議

蒸気機関車の製作6月5日（土）
科学館実習室

6月１９日（土）
科学館実習室

７月3日（土）
科学館会議・研修室

7月22日（木）
広島市立大学

８月28日（土）
喜和田鉱山・徳地

９月4日（土）
広島大学

8月29日（日）
秋芳洞・中尾洞

９月18日（土）
科学館実習室

10月2日（土）
科学館実習室

10月16日（土）
植物公園

11月6日（土）
市民病院

11月20日（土）
科学館実習室

12月4日（土）
科学館実習室

12月18日（土）
科学館会議・研修室

1月8日（土）
広島ガス廿日市工場

1月22日（土）
科学館実習室

2月19日（土）
科学館実習室

炭づくりから学ぶ炭素のゆくえ環境と科学2月5日（土）
科学館実習室

3月5日（土）
科学館会議・実習室

物理・エネルギー

地学・地質学

生物の進化と
そのつくり

化学

化学

修了式

型を作ったことを興味深げに聞いていた。また、その後作られたものとの違
いを聞いて、他の木骨にも興味を持ったようである。
　この講座から、あきらめずにがんばることで後世に名を残すほどの偉業
が成せることを学んでいた。 

　第20回 「修了式・懇親会」
　平成17年３月５日（土）10：30～12：30
●ねらい　・講座の最後を締めくくるにあたり、将来の夢をふくらませられるよ
うな気持ちを持たせる。
・受講生同士の親睦を深め、縦のつながりを強化することでOBが講座に関
わりやすくする。　
●参加者の様子　厳粛な雰囲気の中で修了証書を一人ひとりに授与さ
れたことで、１年間の活動をかみしめているようであった。また、懇親会では
学年を超えて親交が深まっていたようである。

　事業のまとめ
●総括　子どもの理科離れが進んでいると言われるようになって随分にな
るが、まだまだ取り組みようによって興味・関心を持って取り組ませることがで
きる状況はあるように思う。
　これからは地域のニーズに合わせた事業のあり方や、理科に対する子ど
ものとらえ方を考察することで、事業をより充実したものとすることができる。
　本事業のような取り組みを今後とも継続して行うことで、学校教育では充
分に取り組めない部分を補充し、理科に対する興味・関心を含む意識向上
を促すことができる。
　環境学習が進んでいるなか、考える手だてとなる理科の知識を少しでも
多様化させて、ものの原理や道理についても幅広く考えられるひとを育成し
ていきたい。

　第12～14回 「神経の学習」 「カエルの解剖」
　　　　　　 「タンパク質の電気泳動」
　平成16年11月 ６日（土） 9：30～11：30
　　　　　　　　　　（会場：広島市民病院）
　平成16年11月20日（土） 9：30～11：30
　平成16年12月 ４日（土） 9：30～11：30
●ねらい　・神経の学習から始め、身体の内部のつくりについて知る。
・脊椎動物の体のつくりを自らの手でカエルを解剖することで、生命の尊さと
感謝の気持ちを持たせる。
・最先端科学の研究も、以前から行われている操作を元に行っていることを
知る。
●主な内容　11/6は、広島市民病院の神崎先生に最新の医療検査器
具を紹介いただき神経のつながりについて学んだ。
　11/20は、アフリカツメガエルの解剖を行い、体の中のつくりを調べた。ま
た、次回のタンパク質の電気泳動に使う肝臓を取り出し、冷凍保存した。
　12/4は、タンパク質の電気泳動装置を２人に１台使い、前回取り置いて
おいたアフリカツメガエルの肝臓のタンパク質を分離、解析した。
●参加者の様子　11/6は、市民病院で使われている最新の医療検査器
機を興味深げに見ていた。また、どのようなときに使われて、何がわかるのか
などの質問を熱心にしていた。
　11/20は、生きている動物を一人１匹自らの手で解剖することへのとまど
いはひしひしと伝わってきたが、東雲中学校の生徒の補助もあり、いつにもま
して真剣に取り組んでいた。気持ちを据えて始めてしまえば思っていたより
抵抗感が少なく行えたようである。
　12/4は、前回の解剖で取り出した肝臓を使うことでより研究に近い体験
となったように思われる。マイクロピペット・電源装置など初めて使う器具も、
簡単な説明で要領を得た取り扱いで実験していた。脱色に時間がかかり
その場で結果が見られなかったことが残念そうであった。

　第15回 講演会
　「スーパー抗体酵素とのこんくらべ」 
　一二三　恵美　氏
　平成16年12月18日（土）　9：30～11：30
●ねらい　・世界の最先端をいく研究の基が地道な作業の繰り返しである
ことを知る。
・地元広島の研究者が行っていることが、世界で通用することであり、決し
て遠い世界ばかりで研究が行われているわけではないことを感じさせる。
●主な内容　８年前、学部生が持ってきた結果を失敗として捨てるのでな
く、疑問に感じ調べてみることから始まったスーパー抗体酵素の研究が、現
在では、癌やエイズの治療に道を開くと期待されていることを紹介。
　また、研究に使っている機器の中に電気泳動装置があり、この研究に欠
かせない役割を果たしていることをお話しいただいた。
●参加者の様子　難しい話も多くあったが、図や絵をたくさん使って説明
いただいたのでおおむね理解していたようである。生物の研究分野の話で
あったので、それぞれ感じ方は違っているようであったが、最初から最後ま
で集中力を切らせることなく食い入るように話を聞いている姿は非常に印
象的であった。

　第16回 「広島ガス工場見学」
　平成17年１月８日（土）9：30～11：30
　　　　　　　　　（会場：広島ガス廿日市工場）
●ねらい　・日常使っている燃料がどのようなかたちで製造されているかを
知る。
・サイエンスショーを見て、超低温の状態について再度理解する。
●主な内容　広島ガス廿日市工場の天然ガス搬入から供給までの行程
を職員の方に説明いただき、超低温での管理がどのように行われているか
を知る。サイエンスショーで、超低温の世界がどのようなものかを体験する。
●参加者の様子　工場内で効率よく都市ガスが作られていく様子に驚い
ていた。また、ガスを使った発電により工場の電気がまかなわれていることに
も興味を示していた。サイエンスショーでは、冷たい超低温の世界を楽しく
体験することができ満足そうであった。

　第17・18回 「冷却パックの仕組み」 「環境と科学」
　平成17年１月22日（土）9：30～11：30
　平成17年２月 ５日（土）9：30～11：30
●ねらい　科学の進歩、事象の理解には化学変化を知らずして成り立た
ないところがある。この講座では、身近なところで使われているものから化学
変化を感じてその原理・中身を知る。
●主な内容　1/22は、鉄粉と食塩水を使ってカイロを作り、鉄粉と硫黄の
発熱反応を確認、硝酸アンモニウムと尿素、水酸化バリウムと塩化アンモニ
ウムを使って吸熱反応を利用した冷却パックを作った。
　2/5は、環境に関わることを知るため、炭素のゆくえについて木炭の製
造、木炭とアルミ箔を使った電池の製作を行った。
●参加者の様子　1/22は、小学校では燃焼（酸化）の化学変化は学習
するが、混ぜるだけで化学変化が起こることをまだ学習していないので、温
度が変わることに大変驚いていた。この日の気温が低かったことで、反応ま
での時間がかかったため、やきもきしている様子もあった。
　2/5は、試験管の中で木片が炭に変わる様子を見て日常使う炭の出来
方を興味深げに見入っていた。また、電池を作って電球をつける作業では、
直列につないだり他の人と協力しながら独自に工夫している姿が見られ
た。

　第19回「広島の科学者・技術者を知る」　
　　　　　　　　（星野木骨～身幹儀～）
　平成17年２月19日（土）9：30～11：30
●ねらい　科学者や技術者は特別な人がなっているのではなく、物事を幅
広く捉えることのできる人、いろいろな角度から見ることができる人が成功し
ていることを、地元広島で偉業を成し遂げた人から学ぶ。
●主な内容　2004年に国の重要文化財に指定された「身幹儀」（星野木
骨）について、広島大学医学部教授片岡勝子氏の説明のもと、この木骨
が持つ意義・どのようなところがすばらしいのか・他のものとどう違うのかを学
習した。
●参加者の様子　江戸時代の広島の町医者が全国に先駆けて骨の模

ANNIVERSARY
th平成16年度 活動記録 平成16年度 活動記録

28 29



　第１～４回 「蒸気機関車の製作・運転」
　平成16年５月29日（土） 9:30～11:30 開講行事を含む
　平成16年６月 ５日（土） 9:30～11:30  
　平成16年６月19日（土） 9:30～11:30 
　平成16年７月 ３日（土） 9:30～11:30
●ねらい　・産業革命を支えた科学技術を自らの手で組み立てることでそ
の仕組みを学ぶ。
・エネルギーの変換についてその概念を知る。
●主な内容　5/29は、開講行事、蒸気機関車の仕組みの学習および制
作6/5、6/19、7/3は、蒸気機関車の製作の継続、仕上げと試走、走行距離
の計測。このたび使用した教材の蒸気機関車は、固形燃料を利用してボ
イラーを暖め、蒸気の力で走行させる学習用のもので、状態がよければ30
ｍ程度は走る。そのため、普段の実習室から会議研修室の広い部屋を
使って走行テストを行った。
●参加者の様子　参加16名中12名が30cm以上走らせることができた。
制作では、途中ねじを切ったり半田による溶接があったりでかなり苦労して
いたが、全員最後まで作り終えることができ満足そうであった。実際に走ら
せてみてうまく走らなかった参加者は、自宅に帰って工夫を加え走らせるこ
とができたようである。

　第５回 「テレビ会議」
　平成16年７月22日（土） 9：30～11：30（会場：広島市立大学）
●ねらい　・疑問に感じたことをどのように調べ、調べたことをどのようにまと
めるかを学ぶ。
・自分の考えをわかりやすく相手に伝える力を培う。
●主な内容　昨年に引き続き、日本科学未来館の毛利衛氏とインターネッ
ト回線を利用して質疑応答をした。事前学習として日本科学未来館の紹介
ビデオと、毛利衛氏がスペースシャトルに搭乗してどのような活動をしたかを
紹介したビデオを視聴した。また、今回は４グループで質問と自分たちの回
答を用意し、毛利衛氏にコメントを求める形式で行った。
●参加者の様子　グループでの質問を検討するために事前に数回集まっ
て話し合いを行ったり、図書館で調べものをしたりかなり苦労していたが、本
番では自分たちで考えたことについての内容であったため突発的な質問
にも自分の考えをきちんと伝えることができていた。準備を十分に行っていた
ため、終わったときにはとても満足しているようであった。

　第６・７回 「地質観察、天体観察」～宿泊研修～
　平成16年８月28日（土） 8：30～20：30
　　　　　　　（会場：喜和田鉱山、徳地少年自然の家）
　平成16年８月29日（日） 8：30～18：30
　　　　　　　（会場：秋芳洞、中尾洞）
●ねらい　・机上の実験、観察だけでなくフィールドに出ての実際的な活動
を体験する。
・寝食を共にすることで、なかまとの協力、協調自主性を身につける。

●主な内容　喜和田鉱山で、タングステンの特徴を知り、鉱山の様子を見
る。秋芳洞、中尾洞で、天然鍾乳洞の様子を見て、自然の長い営みを学習
する。徳地少年自然の家で日中できない天体観察を行う。
●参加者の様子　参加児童以上に同伴家族の方が興味関心を示し、
「普段体験できない貴重な経験をした」と口々に言われた。また、家族で共
通の体験をしたことで自然や科学に対する親子の会話が進んでいるようで
あった。

　第８・９回 「ボーリング調査」 「地層のつくり」
　平成16年９月 ４日（土） 8：30～13：30
　　　　　　　　（会場：広島大学東広島キャンパス）
　平成16年９月18日（土） 9：30～11：30
●ねらい　・地質調査の方法について見るだけでなく調べる方法を学ぶ。
・調べたことからどのようなことがわかるか知る。
●主な内容　9/4は、不忍池でボートを使って1.5ｍ程度の湖底の堆積物
を採取、その堆積物の様子からこの地の過去の状況を調べた。池に生息
しているプランクトンを顕微鏡観察した。　
　9/18は、水槽に粒の大きさの違う砂を入れ、水の影響でどのように堆積
するかを実験した。
●参加者の様子　9/4は、あいにくの雨模様であったがボートに乗って池
のプランクトンを採集したり、堆積物から何か発見できないかと何度もプレパ
ラートを作り直している姿は、探求心の固まりであることを感じた。
　9/18は、粒子の大きさの違いと堆積の関係を観察できて、これまで見てき
た地層の成り立ちなどを想像しているようであった。

　第10・11回 「生物カレンダーづくり」 「植物の進化」
　平成16年10月 ２日（土） 9：30～11：30
　平成16年10月16日（土） 9：30～11：30
　　　　　　　　　　（会場：広島市植物公園）
●ねらい　・地球の誕生から現在までの46億年の年月を感じ取り、現在私
たちが生活している地球環境がどのように作られてきたかを知る。
・現在の動植物の環境がどのようにできてきたかを知り、私たちがこれからど
のように生活していかなければならないかを知る。
●主な内容　10/2は、10億年を１ｍで表し、地球誕生からの時代と環境
の変化を書き込み、その時代時代に繁栄した代表的な生物を書き込んだ。
　10/16は、植物公園の世羅徹哉氏から植物の進化の過程を現存の植
物をみながら解説していただいた。
●参加者の様子　10/2は、地球の歴史の中で私たちの営みの短さに大
変驚いていた。進化が非常に長い年月をかけて進んできたことを理解して
いた。
　10/16は、今まであまり植物に興味を持っていなかった参加者もごく身近
にあるものが観察の対象となりうることを知り、興味をそそられているようで
あった。

型を作ったことを興味深げに聞いていた。また、その後作られたものとの違
いを聞いて、他の木骨にも興味を持ったようである。
　この講座から、あきらめずにがんばることで後世に名を残すほどの偉業
が成せることを学んでいた。 

　第20回 「修了式・懇親会」
　平成17年３月５日（土）10：30～12：30
●ねらい　・講座の最後を締めくくるにあたり、将来の夢をふくらませられるよ
うな気持ちを持たせる。
・受講生同士の親睦を深め、縦のつながりを強化することでOBが講座に関
わりやすくする。　
●参加者の様子　厳粛な雰囲気の中で修了証書を一人ひとりに授与さ
れたことで、１年間の活動をかみしめているようであった。また、懇親会では
学年を超えて親交が深まっていたようである。

　事業のまとめ
●総括　子どもの理科離れが進んでいると言われるようになって随分にな
るが、まだまだ取り組みようによって興味・関心を持って取り組ませることがで
きる状況はあるように思う。
　これからは地域のニーズに合わせた事業のあり方や、理科に対する子ど
ものとらえ方を考察することで、事業をより充実したものとすることができる。
　本事業のような取り組みを今後とも継続して行うことで、学校教育では充
分に取り組めない部分を補充し、理科に対する興味・関心を含む意識向上
を促すことができる。
　環境学習が進んでいるなか、考える手だてとなる理科の知識を少しでも
多様化させて、ものの原理や道理についても幅広く考えられるひとを育成し
ていきたい。
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●ねらい　・神経の学習から始め、身体の内部のつくりについて知る。
・脊椎動物の体のつくりを自らの手でカエルを解剖することで、生命の尊さと
感謝の気持ちを持たせる。
・最先端科学の研究も、以前から行われている操作を元に行っていることを
知る。
●主な内容　11/6は、広島市民病院の神崎先生に最新の医療検査器
具を紹介いただき神経のつながりについて学んだ。
　11/20は、アフリカツメガエルの解剖を行い、体の中のつくりを調べた。ま
た、次回のタンパク質の電気泳動に使う肝臓を取り出し、冷凍保存した。
　12/4は、タンパク質の電気泳動装置を２人に１台使い、前回取り置いて
おいたアフリカツメガエルの肝臓のタンパク質を分離、解析した。
●参加者の様子　11/6は、市民病院で使われている最新の医療検査器
機を興味深げに見ていた。また、どのようなときに使われて、何がわかるのか
などの質問を熱心にしていた。
　11/20は、生きている動物を一人１匹自らの手で解剖することへのとまど
いはひしひしと伝わってきたが、東雲中学校の生徒の補助もあり、いつにもま
して真剣に取り組んでいた。気持ちを据えて始めてしまえば思っていたより
抵抗感が少なく行えたようである。
　12/4は、前回の解剖で取り出した肝臓を使うことでより研究に近い体験
となったように思われる。マイクロピペット・電源装置など初めて使う器具も、
簡単な説明で要領を得た取り扱いで実験していた。脱色に時間がかかり
その場で結果が見られなかったことが残念そうであった。
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　一二三　恵美　氏
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●ねらい　・世界の最先端をいく研究の基が地道な作業の繰り返しである
ことを知る。
・地元広島の研究者が行っていることが、世界で通用することであり、決し
て遠い世界ばかりで研究が行われているわけではないことを感じさせる。
●主な内容　８年前、学部生が持ってきた結果を失敗として捨てるのでな
く、疑問に感じ調べてみることから始まったスーパー抗体酵素の研究が、現
在では、癌やエイズの治療に道を開くと期待されていることを紹介。
　また、研究に使っている機器の中に電気泳動装置があり、この研究に欠
かせない役割を果たしていることをお話しいただいた。
●参加者の様子　難しい話も多くあったが、図や絵をたくさん使って説明
いただいたのでおおむね理解していたようである。生物の研究分野の話で
あったので、それぞれ感じ方は違っているようであったが、最初から最後ま
で集中力を切らせることなく食い入るように話を聞いている姿は非常に印
象的であった。
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　平成17年１月８日（土）9：30～11：30
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●ねらい　・日常使っている燃料がどのようなかたちで製造されているかを
知る。
・サイエンスショーを見て、超低温の状態について再度理解する。
●主な内容　広島ガス廿日市工場の天然ガス搬入から供給までの行程
を職員の方に説明いただき、超低温での管理がどのように行われているか
を知る。サイエンスショーで、超低温の世界がどのようなものかを体験する。
●参加者の様子　工場内で効率よく都市ガスが作られていく様子に驚い
ていた。また、ガスを使った発電により工場の電気がまかなわれていることに
も興味を示していた。サイエンスショーでは、冷たい超低温の世界を楽しく
体験することができ満足そうであった。

　第17・18回 「冷却パックの仕組み」 「環境と科学」
　平成17年１月22日（土）9：30～11：30
　平成17年２月 ５日（土）9：30～11：30
●ねらい　科学の進歩、事象の理解には化学変化を知らずして成り立た
ないところがある。この講座では、身近なところで使われているものから化学
変化を感じてその原理・中身を知る。
●主な内容　1/22は、鉄粉と食塩水を使ってカイロを作り、鉄粉と硫黄の
発熱反応を確認、硝酸アンモニウムと尿素、水酸化バリウムと塩化アンモニ
ウムを使って吸熱反応を利用した冷却パックを作った。
　2/5は、環境に関わることを知るため、炭素のゆくえについて木炭の製
造、木炭とアルミ箔を使った電池の製作を行った。
●参加者の様子　1/22は、小学校では燃焼（酸化）の化学変化は学習
するが、混ぜるだけで化学変化が起こることをまだ学習していないので、温
度が変わることに大変驚いていた。この日の気温が低かったことで、反応ま
での時間がかかったため、やきもきしている様子もあった。
　2/5は、試験管の中で木片が炭に変わる様子を見て日常使う炭の出来
方を興味深げに見入っていた。また、電池を作って電球をつける作業では、
直列につないだり他の人と協力しながら独自に工夫している姿が見られ
た。

　第19回「広島の科学者・技術者を知る」　
　　　　　　　　（星野木骨～身幹儀～）
　平成17年２月19日（土）9：30～11：30
●ねらい　科学者や技術者は特別な人がなっているのではなく、物事を幅
広く捉えることのできる人、いろいろな角度から見ることができる人が成功し
ていることを、地元広島で偉業を成し遂げた人から学ぶ。
●主な内容　2004年に国の重要文化財に指定された「身幹儀」（星野木
骨）について、広島大学医学部教授片岡勝子氏の説明のもと、この木骨
が持つ意義・どのようなところがすばらしいのか・他のものとどう違うのかを学
習した。
●参加者の様子　江戸時代の広島の町医者が全国に先駆けて骨の模
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本年度参加者概要
小学5年生　　7名
小学6年生　　9名
（応募総数27名）

事 業 日 程 　第１～３回 身近な細菌と遺伝子組み換え
　「身近な菌類・細菌類」 「遺伝子組み換え実験」
　平成１７年５月２８日（土） ９：３０～１２：００（開校行事を含む）
　平成１７年６月１１日（土） ９：３０～１２：００
　平成１７年６月１８日（土） ９：３０～１２：００
●ねらい　・世界の最先端科学の１つ、遺伝子工学の手法の一部を体験
する。
・「菌の培養」「遺伝子の組み換え」といった分野の実際の操作を行うこと
で、最先端科学の操作も、昔から行われている操作方法を元に引き継がれ
ていることを知る。
・身の回りの普段見えないところにもさまざまな菌が存在し、その中で生活し
ていることを理解し、私たちの生活環境において、菌類との共生についても
必要性を感じる。
・一般ではなかなか入手しにくい教材を利用することで、受講生や保護者
にスーパーサイエンスミュージアム（以下ＳＳＭとする）の講習に対する期待
感・充足感を持たせ、意識の高揚を計る。
●主な内容　５／２８は、身の回りの物に、どの様な菌がどのくらいいるの
かを確かめるため、培養液を調整し培地をつくった。また、実際にドアノブや
手すり、消しゴム、水道水などを培地に付けて菌のあるなし、種類を調べる
準備を行った。
　６／１１は、前回植え付けた菌の繁殖状況を確認するとともに、菌類の種
類やコロニーといわれる集団を取り上げて、染色後顕微鏡で観察した。ま
た、オワンクラゲの発光物質（緑色発光タンパク質）をつくる遺伝子を温度
管理（ヒートショック）のもとで大腸菌に取り込ませる遺伝子操作を行い培地
に植え付けた。
　６／１８は、前日に植え付けた菌が、実際に発光するかどうかを検証し、
遺伝子の組み換え実験を体験した。その後、広島大学自然科学研究支援
開発センター助教授の田中伸和先生に細胞の中にある遺伝子・遺伝子の
もとである染色体・染色体の正体である塩基配列について説明いただき、
現在の遺伝子解析の実際（電気泳動を使った）、今後の課題と問題点を
倫理面と経済面からレクチャーしていただいた。
●参加者の様子　培地の調整で、独特なにおいに鼻をつまんでたり、にお
いを楽しんでいるかのような受講生がおり、そのとらえ方の違いが様 な々様
子から同じことをするのにも感じ方の違いがあることを改めて感じさせられ
た。しかし、取り組む姿勢から一様に興味・関心の高さを示していた。培地を
作る実験中に三角フラスコから培地が吹き出したりするアクシデントがあっ
たが受講生が皆、冷静に対応している様子には驚かされた。このたびの一
連の実験は、組換えDNA実験指針（文部科学省告示第5号）に基づき実
験室の出入りの制限や、マスクの着用、氏名の登録など今までにない環境
の中で行ったためか、最初からかなり緊張した雰囲気で慎重に行ってい
た。生物のあらゆるつくりがわずか４つの塩基の組み合わせ情報からできて
いることに神秘的な物を感じていたようである。
●補足　この実験の実施にあたり、中国地区遺伝子実験施設コンソーシ
アム主催の「中学校・高校でできる遺伝子実習」講座に指導講師1名を派
遣し、認定証を取得して臨んだ。また、実験前後を含む安全を確保するた
め、実験中の教室の出入りの制限、入退室時の手の消毒・殺菌を実施、実
験参加者の名簿を作成、施設の管理責任者の承諾をいただいて臨んだ。

学習内容：中学校２分野（生物どうしのつながり）、高校生物

　第４回 「豚の眼球解剖」
　平成１７年７月９日（土） ９：３０～１２：００
●ねらい　・動物の体のつくりを学習することにより生活環境に適応しなが
ら形態が変化してきていることを知る。
・動物の進化の過程を体のつくりから推測することができることを知る。
●主な内容　レンズのはたらきの学習、豚の眼球解剖。レンズのはたらきの
学習では、凸レンズのはたらきを光学台を使って学んだ。焦点距離や像の
倒立、ピントのあわせかたについて実験した。レンズの厚みの違いで焦点距
離がどの様に変化するのかなどを調べた。豚の眼球解剖では、各自が解
剖ばさみとピンセットを使い、眼のつくりを確認しながら、レンズを取り出しその
様子と機能を学習した。
●参加者の様子　レンズの学習では、薄暗い中で電球の光がレンズを通
るとどの様になるか興味深そうに位置を変えて調べていた。豚の眼球解剖
では、まぶたやまつげの付いている状態のものもあり非常にグロテスクなもの
もあったが、この実験の趣旨と意義・動物の生体を使うことの重要性を説明
してはじめたため、豚に対する感謝の気持ちを持って真剣に取り組めた。
実際に作業が始ると集中した静けさの中、探求心からか構造をじっくり確
認しながら「これが○○だよね！」とか「へえーっ！こうなってるんだぁー。」と
いう声が聞こえてきた。また、プリントの上に置いたレンズが文字を大きく映し
出すと感動していた。

　第５・６回 「宿泊研修」 江田島青年自然の家
　平成１７年７月１７日（日）～１８日（月）
●ねらい　・机上の実験・観察だけでなくフィールドに出ての実際的な活動
を体験する。特に日頃の活動では、取り組みにくいこと（海洋実習・磯観測）
を中心に実体験する。
・寝食を共にすることで、なかまとの協力、協調、自主性を身につける。
・集団で行動することにより、日頃の生活からすれば困難な事柄も我慢した
り、努力して克服する力を身につける。
●主な内容　１日目。広島港に集合しフェリーで出発した。切串港からは
江田島青年自然の家からバスを出していただき、約２０分で江田島青年自
然の家に到着。そのまま宿泊棟に荷物を置いて、海洋学習室にて入所の
ためのオリエンテーション。昼食を摂ってから３班（①磯観察　②海洋実習
③シュノーケリング）に分かれて、実習を行った。①では岩場の水たまりに生
息している生物などの観察、②では、プランクトンネットを引いて海洋プランク
トンの採取と海の透明度の測定、③では、水中の生物の観察などを学習し
た。その後宿泊施設の海洋学習室を利用して、採取した動植物などを光
学顕微鏡や双眼実態顕微鏡で詳しく調べた。
　２日目。紙飛行機の製作から科学的な探求方法を学習する。最終的に
競技会を行い自分の作った紙飛行機が思う方向にきちんと飛んでくれるか
どうかの確認をした。昼食後は、テレビ会議に備えて、自分の考えや、思った
ことをすぐにことばで表現できるように感想の発表会を行った。
●参加者の様子　参加児童以上に同伴家族の方が興味関心を示し、
「普段体験できない貴重な経験をした」と口々に言われた。また、家族で共
通の体験をしたことで自然や科学に対する親子の会話が進んでいるようで
あった。
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回 月日 テーマ 教室の内容 主な授業展開

5月２8日（土）
科学館実習室 身近な菌類細菌類 開校式（受講証授与）

菌の採取と培養

遺伝子組み換えキットを使った
発光大腸菌の合成

レンズのはたらき
豚の眼球解剖

宿泊を伴う　江田島青年自然の家
広島港集合フェリー・バス移動

宿泊を伴う　江田島青年自然の家
広島港集合フェリー・バス移動

チームグルービーのサイエンスショー
テレビ会議の準備

テレビ会議内容検討会
テレビ会議リハーサル

モデルロケットの製作

広島大学　寺田健太郎先生
「隕石からわかる地球の歴史」

モデルロケットの打ち上げ

三葉虫、アンモナイトなどの
化石のレプリカ作り

塩原の化石のクリーニング

分子モデルの製作と二酸化炭素の循環

修了証書授与式、懇親会、ＯＢ会入会式

科学館→バス移動→広島大学

現地集合・現地解散

産業技術総合研究所　牧原正記先生

毛利さんと南極佐藤先生とテレビ会議

遺伝子組み換えキットを使った
発光大腸菌の合成

遺伝子の組み換え実験2

豚の眼球解剖

宿泊研修

テレビ会議準備

テレビ会議

無重力の世界

動物園で体験学習

ロケットを飛ばそう1

講演会

ロケットを飛ばそう2

化石レプリカの製作

化石のクリーニング

プラネタリウム視聴
と天体観望会

科学と環境

閉校式（修了証書授与）

チームグルービーの
サイエンスショーほか

宿泊研修
海洋実習・磯視察

遺伝子の組み換え実験16月11日（土）
科学館実習室

6月１8日（土）
科学館実習室

７月9日（土）
科学館会議・研修室

7月17日（日）
国立江田島
青年自然の家

7月18日（月）
国立江田島
青年自然の家

8月20日（土）
科学館会議・研修室

8月7日（日）
科学館実習室

8月25日（木）
科学館

アポロホール

9月10日（土）
科学館会議・研修室

10月8日（土）
広島市

安佐動物公園

10月16日（日）
科学館実習室

11月6日（日）
科学館会議・研修室

11月27日（日）
広島大学附属
東雲中学校

12月10日（土）
科学館実習室

12月23日（金）
科学館自習室

1月7日（土）
科学館
広島大学

2月11日（土）
科学館実習室

エステルの合成化学実験講座1月21日（土）
科学館自習室

2月26日（日）
科学館実習室

生物

物理

地学

化学

　第１２・１４回 「ロケットを飛ばそう」
　平成１７年１０月１６日（日） ９：３０～１２：００
　平成１７年１１月２７日（日） ９：３０～１２：００（会場：東雲中学校）
●ねらい　・ロケット工学の基礎を学習することを通じて科学することの筋
道を学ぶ。
・自分で製作したロケットを打ち上げる活動を通して成熟感を味わい、より高
く飛ばす工夫をする活動を通して科学的な思考を高める。
・ロケットの製作、打ち上げを行うことにより、小惑星イトカワに着陸する探査
船はやぶさなど宇宙への興味・関心を高める。
●主な内容　10/16　ロケットの仕組みの学習および製作。
11/27　ロケットの仕上げと打ち上げ、飛行時間の計測。
　このたび使用した教材のロケットは、火薬燃料を利用して打ち上げ、落
下傘を開かせて風の向き・風の強さを考慮して打ち上げた地点に落下させ
る競技用のもので、状態がよければ１００ｍ程度上空まで上がる。そのため、
東雲中学校の広い校庭をお借りして打ち上げテストを実施した。
（ロケット打ち上げ競技会は、日本モデルロケット協会の国内競技会規則
「パラシュート滞空競技」を基本とした。なお、エンジンはA8-3、機体は
Alpha III を協会から購入し使用した。）
●参加者の様子　１０／１６では、英語で書かれたインストラクションを頼り
に、保護者と共に考えながら製作している様子は生き生きとしており、さなが
ら未来の科学者のようであった。パーツを一つ一つ確認しながら製作順番
を考えて慎重に作っていた。できたロケットに油性ペンとシールで思い思い
の装飾をして打ち上げの日を楽しみにしているようであった。また、キットのロ
ケットとは別に自作方法の紹介をした。
　１１／２７は、４名ずつの４グループに分かれ、滞空時間の測定を一人３
回行ったが、各々の時間を少しでも長くできるように１回１回考えながら打ち
上げている姿は真剣そのものであった。自作ロケットの紹介をしたところ、５
名の受講生が様 な々材料を駆使して持ち込んでいた。環境的には、曇り空
のロケット打ち上げ日和であり参加者全員満足のいく内容となった。このた
びの講座での最高記録は３５秒であった。

学習内容：高校物理、中学１分野（作用・反作用）

●補足　この講座においては、日本ロケット協会の打ち上げ資格講習（日
本宇宙少年団主催）を事前に受け、指導者２名・修了生４名が資格取得
を行い実施した。

　第１３回 「講演会」広島大学
　寺田健太郎助教授「隕石からわかる太陽系の歴史」
　平成１７年１１月６日（日） ９：３０～１２：００
●ねらい　研究することでどの様なことが分かり、どの様に役に立つのか
を研究の一線で活躍している方から直接うかがうことで科学者をより身近
に感じる。
●主な内容　広島大学理学部地球惑星システム学科の助教授の先生
から太陽系の成り立ちと年代測定につてわかりやすくレクチャーしていただ
いた。隕石の実物を数種類見た。
●参加者の様子　難しい単語も多く、太陽系という比較的地球の近くのこ
とではあるが知られていないことが多く、調査の必要性を感じていた。それ

ぞれ感じ方は違っているようであったが、最初から最後まで集中力を切らせ
ることなく食い入るように話を聞いている姿は、非常に印象的であった。

　第１５・１６回 「化石のレプリカ」「化石のクリーニング」
　平成１７年１２月１０日（土） ９：３０～１２：００
　平成１７年１２月２３日（金） ９：３０～１２：００
●ねらい　・地球の歴史を知る方法のひとつとして地層に埋没した生き物
の痕跡（化石）を調べることができる。
・化石となった生き物を学習することで、生命誕生からの歳月を感じ取る。 
●主な内容　１２／１０は、凝固性海藻「れぷりっこ」を利用して、石膏を流
し込み化石からレプリカを作った。レプリカ制作の前に化石（三葉虫・アンモ
ナイト）の生息していた時代・背景を確認、レプリカという物が単に化石の偽
物ではなくそのものをモデルに作られていること学習した。
　１２／２３は、塩原の化石の原石から化石を取り出す作業を行った。昆虫
や、木の葉の一部が出たところで、クリーニング作業を行った。
●参加者の様子　１２／１０は、本物の化石からレプリカをつくる作業自身
が粘土をこねたりするのと異なり、未体験の世界だったためか非常に興味・
関心を持って行っているようであった。石膏を流し込み固まるのを待ってい
る時間で、あらかじめかたどってあったアンモナイトまたは三葉虫の着色を
行った。それぞれが思い思いの色を付けた。そのほとんどが現存する化石
の色に近い色だったが数名が３原色に近い色を付けたのは印象的であっ
た。
　１２／２３は、最初は、原石をたたくのにも慎重すぎてなかなか割れず、堆
積した土の目も分からない様子であったが、そのうち目を読みドライバーを上
手くあてて層が綺麗に剥がれるようにとることができる受講生がでてきた。
周囲の受講生も上手くできた様子を見て、みるみるうちにみんな同じような
方法で作業をし出した。周囲の様子もしっかり観察していることを改めて感
じさせる場面であった。化石を取り出すことに集中（固執）しすぎたため、時
間のたつのを忘れて没頭していた。途中で止めることもできたが、学習に対
してどん欲で、このひとつの機会も絶対逃さないんだという気迫のような物を
感じた。

学習内容：小学校６年理科（大地のつくりと変化）、中学校理科２分野（地
層と岩石）、高校地学

　第１７回 「プラネタリウム視聴と天体観測」
　平成１８年１月７日（土） １５：３０～２１：３０
　　　　　　　　　　（会場：科学館・広島大学）
●ねらい　・宇宙についての興味・関心を、天体について学習を行うことで
充足し、宇宙についての知識、理解を深める。
・プラネタリウムを利用することで、天候や、時間に左右されることなく天体の
様子を学習する機会を得られることを知る。 
・実際に天体望遠鏡を利用して太陽や月、惑星、星雲・星団などを観測する
ことで、研究、探求心を身につける。
●主な内容　広島市こども文化科学館プラネタリウム投影設備見学（バッ
クヤード、投影操作盤、投影装置）プラネタリウム視聴（冬の番組：星はすば

　第７回 化学とエネルギー（１）
　「チームグルービーによるサイエンスショー」
　平成１７年８月７日（日） ９：３０～１２：００
●ねらい　・身の回りの物質には気体・液体・固体の３つの状態があり圧力
と温度によってその状態が決まっていることを知り、真空中ではどの様な状
態になるかを考える。
・物質の状態が変わるときに熱の出入りがあることを知る。
・物質の状態が変わるときに体積の変化があることを知る。
●主な内容　液体窒素を使った超低温実験。（バラの花の凍結・ゴムボー
ルの凍結・バナナの凍結など）
●参加者の様子　キャラクターによる説明のためか、「楽しんで科学を学
んでいる」雰囲気が伝わってきた。質問にも競って手を挙げて答えている様
子は、学習内容が充分理解できていることを教えてくれた。

学習内容：小学校４年理科（水の３つのすがた）６年理科（ものの燃え方と
空気）、中学校１分野（物質の変化）

　第８・９回 「毛利さんと南極とのテレビ会議」
　平成１７年８月２０日（土）  ９：３０～１２：００
　　　　　　　　　　　（準備、リハーサル）
　平成１７年８月２５日（木）１０：３０～１２：００
　　　　　　　　　　　科学館アポロホール
●ねらい　・日本人で初めてスペースシャトルに搭乗して、宇宙空間でさま
ざまな理科実験を実施した毛利さんと南極昭和基地で地球の観測を行っ
ている広島大学の佐藤先生と環境をテーマに科学的な現象について直
接質疑応答をすることで、科学・環境に対する興味・関心を高め、地球での
生活について認識を得る。
・インターネットを利用したテレビ会議システムについて実際に経験し、その
実態を理解する。
●主な内容　ＳＳＭとして３年目のテレビ会議を迎え、同時多地域の会議
に参加児童のフリートークを基本に実施した。最初に南極から極地での実
験（シャボン玉、太陽高度など）、南極での環境について紹介していただい
た。その後、毛利さん、日本科学未来館インタプリタの松岡さんと４局で環境
についての討議をおこなった。
●事前学習として　毛利さんが、最初にスペースシャトルに搭乗した'９２の
シャトル内での生活の様子、無重力空間での現象についての学習ビデオ
を視聴し予備的に知識を得ておいた。その上で、さらに疑問に思ったことを
質問として用意した。南極についても、様々な写真集や著書を調べ、予備
知識を身につけてからこのテレビ会議に臨んだ。
●参加者の様子　南極での科学実験を映像で紹介されると、その不思
議さ（日本ではなかなか見られない現象）にさらに多くの疑問を抱いたようで
あった。特にシャボン玉が氷る様子、太陽の高度の低さには驚いていた。ま
た、環境については日本・南極・宇宙で共通の問題としてゴミの処理につい
て考える用意をしていたが、話題の中心がオゾンホールのことに変わってし
まったものの、事前学習で予備知識を得ていたためかそれぞれ対応した考
えを発表できていた。

　第１０回 「無重力の世界」
　平成１７年９月１０日（土） ９：３０～１２：００（科学館会議室）
●ねらい　地球の重力は、生まれたときからあるのが当たり前の中で生活
しているので、改めてどの様なものであるかを考える。また、私たちの生活の
中にどの様に影響を与えているのかを考える。
●主な内容　産業技術総合研究所から牧原正記工学博士をお招きし
て、「無重力の世界」という出張教室を行った。ペットボトルにビー玉、スー
パーボール、金魚をいれて自由落下させることで無重力空間をつくりだし、
その様子を観察した。また、無重力に関するクイズを出題され、皆で考えた。
●参加者の様子　牧原先生のテンポのよい進行に最後まで集中力を切
らせることなく学習することができた。内容的にも無重力という空間がどの様
なものであるか分かりやすく充分理解できているようであった。

学習内容：小学校６年理科（おもりのはたらき）、中学校１分野（物体の運
動）、高校物理

　第１１回 「動物園で体験学習」
　平成１７年１０月８日（土） ９：３０～１２：００
　　　　　　　　　　　（会場：広島市安佐動物公園）
●ねらい　・動物の体のつくりを学習することにより生活環境に適応しなが
ら形態が変化してきていることを知る。
・動物の進化の過程を体のつくりから推測することができることを知る。
・脊椎動物の体のつくりに共通点があることを知る。
●主な内容　飼育員による講話（クロサイの飼育担当者・調理場担当
者）。ほ乳類の身体測定。
　9：20現地集合し、入口で諸連絡をして入園した。園内では、クロサイ舎の
前で、動物の角のつくりの違い、体毛の様子を動物園の技師にレクチャー
していただき学習した。また、調理場で動物の食べものについて動物園で
どの様に管理しているかを獣医師からレクチャーを受け学習した。ぴーちく
パークで脊椎動物（オオサンショウウオ・ヘビ・ひよこ・テンジクネズミ・ヤギ）の
体のつくり（体重・体調・心音など）や、様子（歩き方など）を動物にふれなが
ら観察した。
●参加者の様子　天候にも恵まれ誰一人遅れることなく集合できた。  クロ
サイ舎前では、動物の種類によって角のつくりが異なることを学んだ。また、
安佐動物公園が日本のクロサイ飼育における草分け的存在であること（全
国のクロサイの飼育記録を持っている）を学び、動物飼育も研究の一環と
して重要であることを再認識していた。調理場では、それぞれの動物の餌
を見せていただいた。また、動物園ではそれぞれの動物の健康管理に注
意して外部からの菌やウイルスの侵入を防ぐ対策がとられていることを知
り、細かいところに様 な々配慮がなされていると感心していた。脊椎動物の
身体測定では、ヒヨコの心音の早さ、テンジクネズミの性質、蛇の体表のよう
すなど一つ一つに関心と興味を持ち動物に対する見方、接し方を再確認
しているようであった。

学習内容：小学校６年理科（動物の体のつくりとはたらき）、中学校２分野
（動物の生活）、高校生物

る）。記入のできる星座早見盤の制作と使い方の説明。 
　プラネタリウム投影設備の見学では、科学館職員村上学芸員の解説を
受け、機器の操作を見た。
　星座早見盤は、厚紙を利用したもので、観測記録が記入できるように窓
の部分があいたものを自作し、その使い方について学習した。ビデオ視聴、
２０ｃｍ屈折望遠鏡による太陽の黒点の観測、５０ｃｍ反射望遠鏡による月と
木星の観測。
  途中約１時間の車中では来たる毛利衛氏とのテレビ会議のニュース番
組、来年度実施予定の喜和田鉱山、秋芳洞のビデオを視聴した。道路の
渋滞もほとんどなく予定通り着くことができた。あいにくの天候の中晴れ間を
つかむまでの間、林教授より天体に関するレクチャーを講義室で受けた。  
レクチャーが終わってから、屋上に常設されている５０ｃｍ反射望遠鏡と、２
０ｃｍ屈折望遠鏡で木星と月、土星等の観測をした。しかし、晴れ間もわず
かの状況で数人が望遠鏡で確認するのが精一杯の状態で雪もちらつき、
あきらめた。
●参加者の様子　投影前に設備の解説があったためかプラネタリウムの
番組を「設備の解説なし」で見るよりも興味を持って視聴しているように見え
た。いろいろと質問が出たり自分の考えを話したりしていた。その後も星の話
題で持ちきりで、中には天体望遠鏡を保護者にねだっている姿もあった。
　いつもと場所、時間が違うせいか雰囲気も何となくうきうきしたような感じ
で、始まった。広島大学の屋上では、順番（望遠鏡で太陽を見る）を待って
いるときに仲良くなった受講生同士でしっかり話し合うなど今までにない姿
を見せた受講生もいた。受講生それぞれの性格を知り以降の指導につな
げることのできるいい機会となった。

学習内容：小学校４年理科（星の観察、月の観察）３年理科（太陽の動き）、
中学校２分野（星の世界）、高校地学Ⅰ地学Ⅱ（宇宙の構成・宇宙の探求）

　第１８回 「化学実験講座」（香りの科学）
　平成１８年２月１１日（土） ９：３０～１１：００
●ねらい　目に見えないところや遠いところに目が向きがちであるが、私た
ちの身近かなところでもまだまだよく知られていないとことがあることを知り、
探求心をさらに幅広く持つ。
●主な内容　普段何気なく見ている身の回りの物質について、科学的な
見方で捉えると、どの様に考えることができるか。知っていそうで知らないこ
との多い細かいことを紹介する。
●参加者の様子　身近な物質でありながら知らないことが多くあり、目に見
えないことだけにその構造を紹介されると物質のでき方に法則性のあるこ
とを感じ取っているようであった。

学習内容：中学２年（原子・分子）３年（環境と化学）、高等学校化学（分子
モデル）

　修了証書授与式
　平成１８年２月２６日（日） １１：００～１２：３０（会議室）
●ねらい　・講座の最後を締めくくるにあたり、将来の夢をふくらませられるよ
うな気持ちを持たせる。
・受講生同士の親睦を深め、縦のつながりを強化することでOBが講座に関
わりやすくする。
●主な内容　厳粛な雰囲気の中で、修了証書を一人ひとりに授与された
ことで、１年間の活動をかみしめているようであった。また、懇親会では学年
を超えて親交が深まっていたようである。

　事業のまとめ
●総括　社会的に、理科教育の重要性を唱える声が高まってきており、学
校外でも様 な々取り組みが行われるようになってきた。しかし、当のこども達
の関心はまだまだ低いように感じる。充実した内容とクラブ的な継続した取
り組みをするなど、取り組みようによって興味・関心をもっと持たせることはで
きる。
　これからは地域のニーズに合わせた事業のあり方や、理科に対するこど
もやその家族のとらえ方を考察することで、事業をより充実したものとするこ
とができる。本事業ではすでに家族参加型の有効性は検証できている。こ
のような成果を広く伝えていくことによって今後の理科教育のあり方につい
て一石を投じることができると考える。
　本事業のような取り組みを今後とも継続して行うことで、学校教育では充
分に取り組めない部分を補充し、理科に対する興味・関心を含む意識向上
を促すこともできる。
　環境学習が進んでいるなか、考える手だてとなる理科の知識を少しでも
多様化させて、ものの原理や道理についても幅広く考えられるひとを育成し
ていきたい。
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　第１～３回 身近な細菌と遺伝子組み換え
　「身近な菌類・細菌類」 「遺伝子組み換え実験」
　平成１７年５月２８日（土） ９：３０～１２：００（開校行事を含む）
　平成１７年６月１１日（土） ９：３０～１２：００
　平成１７年６月１８日（土） ９：３０～１２：００
●ねらい　・世界の最先端科学の１つ、遺伝子工学の手法の一部を体験
する。
・「菌の培養」「遺伝子の組み換え」といった分野の実際の操作を行うこと
で、最先端科学の操作も、昔から行われている操作方法を元に引き継がれ
ていることを知る。
・身の回りの普段見えないところにもさまざまな菌が存在し、その中で生活し
ていることを理解し、私たちの生活環境において、菌類との共生についても
必要性を感じる。
・一般ではなかなか入手しにくい教材を利用することで、受講生や保護者
にスーパーサイエンスミュージアム（以下ＳＳＭとする）の講習に対する期待
感・充足感を持たせ、意識の高揚を計る。
●主な内容　５／２８は、身の回りの物に、どの様な菌がどのくらいいるの
かを確かめるため、培養液を調整し培地をつくった。また、実際にドアノブや
手すり、消しゴム、水道水などを培地に付けて菌のあるなし、種類を調べる
準備を行った。
　６／１１は、前回植え付けた菌の繁殖状況を確認するとともに、菌類の種
類やコロニーといわれる集団を取り上げて、染色後顕微鏡で観察した。ま
た、オワンクラゲの発光物質（緑色発光タンパク質）をつくる遺伝子を温度
管理（ヒートショック）のもとで大腸菌に取り込ませる遺伝子操作を行い培地
に植え付けた。
　６／１８は、前日に植え付けた菌が、実際に発光するかどうかを検証し、
遺伝子の組み換え実験を体験した。その後、広島大学自然科学研究支援
開発センター助教授の田中伸和先生に細胞の中にある遺伝子・遺伝子の
もとである染色体・染色体の正体である塩基配列について説明いただき、
現在の遺伝子解析の実際（電気泳動を使った）、今後の課題と問題点を
倫理面と経済面からレクチャーしていただいた。
●参加者の様子　培地の調整で、独特なにおいに鼻をつまんでたり、にお
いを楽しんでいるかのような受講生がおり、そのとらえ方の違いが様 な々様
子から同じことをするのにも感じ方の違いがあることを改めて感じさせられ
た。しかし、取り組む姿勢から一様に興味・関心の高さを示していた。培地を
作る実験中に三角フラスコから培地が吹き出したりするアクシデントがあっ
たが受講生が皆、冷静に対応している様子には驚かされた。このたびの一
連の実験は、組換えDNA実験指針（文部科学省告示第5号）に基づき実
験室の出入りの制限や、マスクの着用、氏名の登録など今までにない環境
の中で行ったためか、最初からかなり緊張した雰囲気で慎重に行ってい
た。生物のあらゆるつくりがわずか４つの塩基の組み合わせ情報からできて
いることに神秘的な物を感じていたようである。
●補足　この実験の実施にあたり、中国地区遺伝子実験施設コンソーシ
アム主催の「中学校・高校でできる遺伝子実習」講座に指導講師1名を派
遣し、認定証を取得して臨んだ。また、実験前後を含む安全を確保するた
め、実験中の教室の出入りの制限、入退室時の手の消毒・殺菌を実施、実
験参加者の名簿を作成、施設の管理責任者の承諾をいただいて臨んだ。

学習内容：中学校２分野（生物どうしのつながり）、高校生物

　第４回 「豚の眼球解剖」
　平成１７年７月９日（土） ９：３０～１２：００
●ねらい　・動物の体のつくりを学習することにより生活環境に適応しなが
ら形態が変化してきていることを知る。
・動物の進化の過程を体のつくりから推測することができることを知る。
●主な内容　レンズのはたらきの学習、豚の眼球解剖。レンズのはたらきの
学習では、凸レンズのはたらきを光学台を使って学んだ。焦点距離や像の
倒立、ピントのあわせかたについて実験した。レンズの厚みの違いで焦点距
離がどの様に変化するのかなどを調べた。豚の眼球解剖では、各自が解
剖ばさみとピンセットを使い、眼のつくりを確認しながら、レンズを取り出しその
様子と機能を学習した。
●参加者の様子　レンズの学習では、薄暗い中で電球の光がレンズを通
るとどの様になるか興味深そうに位置を変えて調べていた。豚の眼球解剖
では、まぶたやまつげの付いている状態のものもあり非常にグロテスクなもの
もあったが、この実験の趣旨と意義・動物の生体を使うことの重要性を説明
してはじめたため、豚に対する感謝の気持ちを持って真剣に取り組めた。
実際に作業が始ると集中した静けさの中、探求心からか構造をじっくり確
認しながら「これが○○だよね！」とか「へえーっ！こうなってるんだぁー。」と
いう声が聞こえてきた。また、プリントの上に置いたレンズが文字を大きく映し
出すと感動していた。

　第５・６回 「宿泊研修」 江田島青年自然の家
　平成１７年７月１７日（日）～１８日（月）
●ねらい　・机上の実験・観察だけでなくフィールドに出ての実際的な活動
を体験する。特に日頃の活動では、取り組みにくいこと（海洋実習・磯観測）
を中心に実体験する。
・寝食を共にすることで、なかまとの協力、協調、自主性を身につける。
・集団で行動することにより、日頃の生活からすれば困難な事柄も我慢した
り、努力して克服する力を身につける。
●主な内容　１日目。広島港に集合しフェリーで出発した。切串港からは
江田島青年自然の家からバスを出していただき、約２０分で江田島青年自
然の家に到着。そのまま宿泊棟に荷物を置いて、海洋学習室にて入所の
ためのオリエンテーション。昼食を摂ってから３班（①磯観察　②海洋実習
③シュノーケリング）に分かれて、実習を行った。①では岩場の水たまりに生
息している生物などの観察、②では、プランクトンネットを引いて海洋プランク
トンの採取と海の透明度の測定、③では、水中の生物の観察などを学習し
た。その後宿泊施設の海洋学習室を利用して、採取した動植物などを光
学顕微鏡や双眼実態顕微鏡で詳しく調べた。
　２日目。紙飛行機の製作から科学的な探求方法を学習する。最終的に
競技会を行い自分の作った紙飛行機が思う方向にきちんと飛んでくれるか
どうかの確認をした。昼食後は、テレビ会議に備えて、自分の考えや、思った
ことをすぐにことばで表現できるように感想の発表会を行った。
●参加者の様子　参加児童以上に同伴家族の方が興味関心を示し、
「普段体験できない貴重な経験をした」と口々に言われた。また、家族で共
通の体験をしたことで自然や科学に対する親子の会話が進んでいるようで
あった。

　第１２・１４回 「ロケットを飛ばそう」
　平成１７年１０月１６日（日） ９：３０～１２：００
　平成１７年１１月２７日（日） ９：３０～１２：００（会場：東雲中学校）
●ねらい　・ロケット工学の基礎を学習することを通じて科学することの筋
道を学ぶ。
・自分で製作したロケットを打ち上げる活動を通して成熟感を味わい、より高
く飛ばす工夫をする活動を通して科学的な思考を高める。
・ロケットの製作、打ち上げを行うことにより、小惑星イトカワに着陸する探査
船はやぶさなど宇宙への興味・関心を高める。
●主な内容　10/16　ロケットの仕組みの学習および製作。
11/27　ロケットの仕上げと打ち上げ、飛行時間の計測。
　このたび使用した教材のロケットは、火薬燃料を利用して打ち上げ、落
下傘を開かせて風の向き・風の強さを考慮して打ち上げた地点に落下させ
る競技用のもので、状態がよければ１００ｍ程度上空まで上がる。そのため、
東雲中学校の広い校庭をお借りして打ち上げテストを実施した。
（ロケット打ち上げ競技会は、日本モデルロケット協会の国内競技会規則
「パラシュート滞空競技」を基本とした。なお、エンジンはA8-3、機体は
Alpha III を協会から購入し使用した。）
●参加者の様子　１０／１６では、英語で書かれたインストラクションを頼り
に、保護者と共に考えながら製作している様子は生き生きとしており、さなが
ら未来の科学者のようであった。パーツを一つ一つ確認しながら製作順番
を考えて慎重に作っていた。できたロケットに油性ペンとシールで思い思い
の装飾をして打ち上げの日を楽しみにしているようであった。また、キットのロ
ケットとは別に自作方法の紹介をした。
　１１／２７は、４名ずつの４グループに分かれ、滞空時間の測定を一人３
回行ったが、各々の時間を少しでも長くできるように１回１回考えながら打ち
上げている姿は真剣そのものであった。自作ロケットの紹介をしたところ、５
名の受講生が様 な々材料を駆使して持ち込んでいた。環境的には、曇り空
のロケット打ち上げ日和であり参加者全員満足のいく内容となった。このた
びの講座での最高記録は３５秒であった。

学習内容：高校物理、中学１分野（作用・反作用）

●補足　この講座においては、日本ロケット協会の打ち上げ資格講習（日
本宇宙少年団主催）を事前に受け、指導者２名・修了生４名が資格取得
を行い実施した。

　第１３回 「講演会」広島大学
　寺田健太郎助教授「隕石からわかる太陽系の歴史」
　平成１７年１１月６日（日） ９：３０～１２：００
●ねらい　研究することでどの様なことが分かり、どの様に役に立つのか
を研究の一線で活躍している方から直接うかがうことで科学者をより身近
に感じる。
●主な内容　広島大学理学部地球惑星システム学科の助教授の先生
から太陽系の成り立ちと年代測定につてわかりやすくレクチャーしていただ
いた。隕石の実物を数種類見た。
●参加者の様子　難しい単語も多く、太陽系という比較的地球の近くのこ
とではあるが知られていないことが多く、調査の必要性を感じていた。それ

ぞれ感じ方は違っているようであったが、最初から最後まで集中力を切らせ
ることなく食い入るように話を聞いている姿は、非常に印象的であった。

　第１５・１６回 「化石のレプリカ」「化石のクリーニング」
　平成１７年１２月１０日（土） ９：３０～１２：００
　平成１７年１２月２３日（金） ９：３０～１２：００
●ねらい　・地球の歴史を知る方法のひとつとして地層に埋没した生き物
の痕跡（化石）を調べることができる。
・化石となった生き物を学習することで、生命誕生からの歳月を感じ取る。 
●主な内容　１２／１０は、凝固性海藻「れぷりっこ」を利用して、石膏を流
し込み化石からレプリカを作った。レプリカ制作の前に化石（三葉虫・アンモ
ナイト）の生息していた時代・背景を確認、レプリカという物が単に化石の偽
物ではなくそのものをモデルに作られていること学習した。
　１２／２３は、塩原の化石の原石から化石を取り出す作業を行った。昆虫
や、木の葉の一部が出たところで、クリーニング作業を行った。
●参加者の様子　１２／１０は、本物の化石からレプリカをつくる作業自身
が粘土をこねたりするのと異なり、未体験の世界だったためか非常に興味・
関心を持って行っているようであった。石膏を流し込み固まるのを待ってい
る時間で、あらかじめかたどってあったアンモナイトまたは三葉虫の着色を
行った。それぞれが思い思いの色を付けた。そのほとんどが現存する化石
の色に近い色だったが数名が３原色に近い色を付けたのは印象的であっ
た。
　１２／２３は、最初は、原石をたたくのにも慎重すぎてなかなか割れず、堆
積した土の目も分からない様子であったが、そのうち目を読みドライバーを上
手くあてて層が綺麗に剥がれるようにとることができる受講生がでてきた。
周囲の受講生も上手くできた様子を見て、みるみるうちにみんな同じような
方法で作業をし出した。周囲の様子もしっかり観察していることを改めて感
じさせる場面であった。化石を取り出すことに集中（固執）しすぎたため、時
間のたつのを忘れて没頭していた。途中で止めることもできたが、学習に対
してどん欲で、このひとつの機会も絶対逃さないんだという気迫のような物を
感じた。

学習内容：小学校６年理科（大地のつくりと変化）、中学校理科２分野（地
層と岩石）、高校地学

　第１７回 「プラネタリウム視聴と天体観測」
　平成１８年１月７日（土） １５：３０～２１：３０
　　　　　　　　　　（会場：科学館・広島大学）
●ねらい　・宇宙についての興味・関心を、天体について学習を行うことで
充足し、宇宙についての知識、理解を深める。
・プラネタリウムを利用することで、天候や、時間に左右されることなく天体の
様子を学習する機会を得られることを知る。 
・実際に天体望遠鏡を利用して太陽や月、惑星、星雲・星団などを観測する
ことで、研究、探求心を身につける。
●主な内容　広島市こども文化科学館プラネタリウム投影設備見学（バッ
クヤード、投影操作盤、投影装置）プラネタリウム視聴（冬の番組：星はすば

　第７回 化学とエネルギー（１）
　「チームグルービーによるサイエンスショー」
　平成１７年８月７日（日） ９：３０～１２：００
●ねらい　・身の回りの物質には気体・液体・固体の３つの状態があり圧力
と温度によってその状態が決まっていることを知り、真空中ではどの様な状
態になるかを考える。
・物質の状態が変わるときに熱の出入りがあることを知る。
・物質の状態が変わるときに体積の変化があることを知る。
●主な内容　液体窒素を使った超低温実験。（バラの花の凍結・ゴムボー
ルの凍結・バナナの凍結など）
●参加者の様子　キャラクターによる説明のためか、「楽しんで科学を学
んでいる」雰囲気が伝わってきた。質問にも競って手を挙げて答えている様
子は、学習内容が充分理解できていることを教えてくれた。

学習内容：小学校４年理科（水の３つのすがた）６年理科（ものの燃え方と
空気）、中学校１分野（物質の変化）

　第８・９回 「毛利さんと南極とのテレビ会議」
　平成１７年８月２０日（土）  ９：３０～１２：００
　　　　　　　　　　　（準備、リハーサル）
　平成１７年８月２５日（木）１０：３０～１２：００
　　　　　　　　　　　科学館アポロホール
●ねらい　・日本人で初めてスペースシャトルに搭乗して、宇宙空間でさま
ざまな理科実験を実施した毛利さんと南極昭和基地で地球の観測を行っ
ている広島大学の佐藤先生と環境をテーマに科学的な現象について直
接質疑応答をすることで、科学・環境に対する興味・関心を高め、地球での
生活について認識を得る。
・インターネットを利用したテレビ会議システムについて実際に経験し、その
実態を理解する。
●主な内容　ＳＳＭとして３年目のテレビ会議を迎え、同時多地域の会議
に参加児童のフリートークを基本に実施した。最初に南極から極地での実
験（シャボン玉、太陽高度など）、南極での環境について紹介していただい
た。その後、毛利さん、日本科学未来館インタプリタの松岡さんと４局で環境
についての討議をおこなった。
●事前学習として　毛利さんが、最初にスペースシャトルに搭乗した'９２の
シャトル内での生活の様子、無重力空間での現象についての学習ビデオ
を視聴し予備的に知識を得ておいた。その上で、さらに疑問に思ったことを
質問として用意した。南極についても、様々な写真集や著書を調べ、予備
知識を身につけてからこのテレビ会議に臨んだ。
●参加者の様子　南極での科学実験を映像で紹介されると、その不思
議さ（日本ではなかなか見られない現象）にさらに多くの疑問を抱いたようで
あった。特にシャボン玉が氷る様子、太陽の高度の低さには驚いていた。ま
た、環境については日本・南極・宇宙で共通の問題としてゴミの処理につい
て考える用意をしていたが、話題の中心がオゾンホールのことに変わってし
まったものの、事前学習で予備知識を得ていたためかそれぞれ対応した考
えを発表できていた。

　第１０回 「無重力の世界」
　平成１７年９月１０日（土） ９：３０～１２：００（科学館会議室）
●ねらい　地球の重力は、生まれたときからあるのが当たり前の中で生活
しているので、改めてどの様なものであるかを考える。また、私たちの生活の
中にどの様に影響を与えているのかを考える。
●主な内容　産業技術総合研究所から牧原正記工学博士をお招きし
て、「無重力の世界」という出張教室を行った。ペットボトルにビー玉、スー
パーボール、金魚をいれて自由落下させることで無重力空間をつくりだし、
その様子を観察した。また、無重力に関するクイズを出題され、皆で考えた。
●参加者の様子　牧原先生のテンポのよい進行に最後まで集中力を切
らせることなく学習することができた。内容的にも無重力という空間がどの様
なものであるか分かりやすく充分理解できているようであった。

学習内容：小学校６年理科（おもりのはたらき）、中学校１分野（物体の運
動）、高校物理

　第１１回 「動物園で体験学習」
　平成１７年１０月８日（土） ９：３０～１２：００
　　　　　　　　　　　（会場：広島市安佐動物公園）
●ねらい　・動物の体のつくりを学習することにより生活環境に適応しなが
ら形態が変化してきていることを知る。
・動物の進化の過程を体のつくりから推測することができることを知る。
・脊椎動物の体のつくりに共通点があることを知る。
●主な内容　飼育員による講話（クロサイの飼育担当者・調理場担当
者）。ほ乳類の身体測定。
　9：20現地集合し、入口で諸連絡をして入園した。園内では、クロサイ舎の
前で、動物の角のつくりの違い、体毛の様子を動物園の技師にレクチャー
していただき学習した。また、調理場で動物の食べものについて動物園で
どの様に管理しているかを獣医師からレクチャーを受け学習した。ぴーちく
パークで脊椎動物（オオサンショウウオ・ヘビ・ひよこ・テンジクネズミ・ヤギ）の
体のつくり（体重・体調・心音など）や、様子（歩き方など）を動物にふれなが
ら観察した。
●参加者の様子　天候にも恵まれ誰一人遅れることなく集合できた。  クロ
サイ舎前では、動物の種類によって角のつくりが異なることを学んだ。また、
安佐動物公園が日本のクロサイ飼育における草分け的存在であること（全
国のクロサイの飼育記録を持っている）を学び、動物飼育も研究の一環と
して重要であることを再認識していた。調理場では、それぞれの動物の餌
を見せていただいた。また、動物園ではそれぞれの動物の健康管理に注
意して外部からの菌やウイルスの侵入を防ぐ対策がとられていることを知
り、細かいところに様 な々配慮がなされていると感心していた。脊椎動物の
身体測定では、ヒヨコの心音の早さ、テンジクネズミの性質、蛇の体表のよう
すなど一つ一つに関心と興味を持ち動物に対する見方、接し方を再確認
しているようであった。

学習内容：小学校６年理科（動物の体のつくりとはたらき）、中学校２分野
（動物の生活）、高校生物

る）。記入のできる星座早見盤の制作と使い方の説明。 
　プラネタリウム投影設備の見学では、科学館職員村上学芸員の解説を
受け、機器の操作を見た。
　星座早見盤は、厚紙を利用したもので、観測記録が記入できるように窓
の部分があいたものを自作し、その使い方について学習した。ビデオ視聴、
２０ｃｍ屈折望遠鏡による太陽の黒点の観測、５０ｃｍ反射望遠鏡による月と
木星の観測。
  途中約１時間の車中では来たる毛利衛氏とのテレビ会議のニュース番
組、来年度実施予定の喜和田鉱山、秋芳洞のビデオを視聴した。道路の
渋滞もほとんどなく予定通り着くことができた。あいにくの天候の中晴れ間を
つかむまでの間、林教授より天体に関するレクチャーを講義室で受けた。  
レクチャーが終わってから、屋上に常設されている５０ｃｍ反射望遠鏡と、２
０ｃｍ屈折望遠鏡で木星と月、土星等の観測をした。しかし、晴れ間もわず
かの状況で数人が望遠鏡で確認するのが精一杯の状態で雪もちらつき、
あきらめた。
●参加者の様子　投影前に設備の解説があったためかプラネタリウムの
番組を「設備の解説なし」で見るよりも興味を持って視聴しているように見え
た。いろいろと質問が出たり自分の考えを話したりしていた。その後も星の話
題で持ちきりで、中には天体望遠鏡を保護者にねだっている姿もあった。
　いつもと場所、時間が違うせいか雰囲気も何となくうきうきしたような感じ
で、始まった。広島大学の屋上では、順番（望遠鏡で太陽を見る）を待って
いるときに仲良くなった受講生同士でしっかり話し合うなど今までにない姿
を見せた受講生もいた。受講生それぞれの性格を知り以降の指導につな
げることのできるいい機会となった。

学習内容：小学校４年理科（星の観察、月の観察）３年理科（太陽の動き）、
中学校２分野（星の世界）、高校地学Ⅰ地学Ⅱ（宇宙の構成・宇宙の探求）

　第１８回 「化学実験講座」（香りの科学）
　平成１８年２月１１日（土） ９：３０～１１：００
●ねらい　目に見えないところや遠いところに目が向きがちであるが、私た
ちの身近かなところでもまだまだよく知られていないとことがあることを知り、
探求心をさらに幅広く持つ。
●主な内容　普段何気なく見ている身の回りの物質について、科学的な
見方で捉えると、どの様に考えることができるか。知っていそうで知らないこ
との多い細かいことを紹介する。
●参加者の様子　身近な物質でありながら知らないことが多くあり、目に見
えないことだけにその構造を紹介されると物質のでき方に法則性のあるこ
とを感じ取っているようであった。

学習内容：中学２年（原子・分子）３年（環境と化学）、高等学校化学（分子
モデル）

　修了証書授与式
　平成１８年２月２６日（日） １１：００～１２：３０（会議室）
●ねらい　・講座の最後を締めくくるにあたり、将来の夢をふくらませられるよ
うな気持ちを持たせる。
・受講生同士の親睦を深め、縦のつながりを強化することでOBが講座に関
わりやすくする。
●主な内容　厳粛な雰囲気の中で、修了証書を一人ひとりに授与された
ことで、１年間の活動をかみしめているようであった。また、懇親会では学年
を超えて親交が深まっていたようである。

　事業のまとめ
●総括　社会的に、理科教育の重要性を唱える声が高まってきており、学
校外でも様 な々取り組みが行われるようになってきた。しかし、当のこども達
の関心はまだまだ低いように感じる。充実した内容とクラブ的な継続した取
り組みをするなど、取り組みようによって興味・関心をもっと持たせることはで
きる。
　これからは地域のニーズに合わせた事業のあり方や、理科に対するこど
もやその家族のとらえ方を考察することで、事業をより充実したものとするこ
とができる。本事業ではすでに家族参加型の有効性は検証できている。こ
のような成果を広く伝えていくことによって今後の理科教育のあり方につい
て一石を投じることができると考える。
　本事業のような取り組みを今後とも継続して行うことで、学校教育では充
分に取り組めない部分を補充し、理科に対する興味・関心を含む意識向上
を促すこともできる。
　環境学習が進んでいるなか、考える手だてとなる理科の知識を少しでも
多様化させて、ものの原理や道理についても幅広く考えられるひとを育成し
ていきたい。
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　第１～３回 身近な細菌と遺伝子組み換え
　「身近な菌類・細菌類」 「遺伝子組み換え実験」
　平成１７年５月２８日（土） ９：３０～１２：００（開校行事を含む）
　平成１７年６月１１日（土） ９：３０～１２：００
　平成１７年６月１８日（土） ９：３０～１２：００
●ねらい　・世界の最先端科学の１つ、遺伝子工学の手法の一部を体験
する。
・「菌の培養」「遺伝子の組み換え」といった分野の実際の操作を行うこと
で、最先端科学の操作も、昔から行われている操作方法を元に引き継がれ
ていることを知る。
・身の回りの普段見えないところにもさまざまな菌が存在し、その中で生活し
ていることを理解し、私たちの生活環境において、菌類との共生についても
必要性を感じる。
・一般ではなかなか入手しにくい教材を利用することで、受講生や保護者
にスーパーサイエンスミュージアム（以下ＳＳＭとする）の講習に対する期待
感・充足感を持たせ、意識の高揚を計る。
●主な内容　５／２８は、身の回りの物に、どの様な菌がどのくらいいるの
かを確かめるため、培養液を調整し培地をつくった。また、実際にドアノブや
手すり、消しゴム、水道水などを培地に付けて菌のあるなし、種類を調べる
準備を行った。
　６／１１は、前回植え付けた菌の繁殖状況を確認するとともに、菌類の種
類やコロニーといわれる集団を取り上げて、染色後顕微鏡で観察した。ま
た、オワンクラゲの発光物質（緑色発光タンパク質）をつくる遺伝子を温度
管理（ヒートショック）のもとで大腸菌に取り込ませる遺伝子操作を行い培地
に植え付けた。
　６／１８は、前日に植え付けた菌が、実際に発光するかどうかを検証し、
遺伝子の組み換え実験を体験した。その後、広島大学自然科学研究支援
開発センター助教授の田中伸和先生に細胞の中にある遺伝子・遺伝子の
もとである染色体・染色体の正体である塩基配列について説明いただき、
現在の遺伝子解析の実際（電気泳動を使った）、今後の課題と問題点を
倫理面と経済面からレクチャーしていただいた。
●参加者の様子　培地の調整で、独特なにおいに鼻をつまんでたり、にお
いを楽しんでいるかのような受講生がおり、そのとらえ方の違いが様 な々様
子から同じことをするのにも感じ方の違いがあることを改めて感じさせられ
た。しかし、取り組む姿勢から一様に興味・関心の高さを示していた。培地を
作る実験中に三角フラスコから培地が吹き出したりするアクシデントがあっ
たが受講生が皆、冷静に対応している様子には驚かされた。このたびの一
連の実験は、組換えDNA実験指針（文部科学省告示第5号）に基づき実
験室の出入りの制限や、マスクの着用、氏名の登録など今までにない環境
の中で行ったためか、最初からかなり緊張した雰囲気で慎重に行ってい
た。生物のあらゆるつくりがわずか４つの塩基の組み合わせ情報からできて
いることに神秘的な物を感じていたようである。
●補足　この実験の実施にあたり、中国地区遺伝子実験施設コンソーシ
アム主催の「中学校・高校でできる遺伝子実習」講座に指導講師1名を派
遣し、認定証を取得して臨んだ。また、実験前後を含む安全を確保するた
め、実験中の教室の出入りの制限、入退室時の手の消毒・殺菌を実施、実
験参加者の名簿を作成、施設の管理責任者の承諾をいただいて臨んだ。

学習内容：中学校２分野（生物どうしのつながり）、高校生物

　第４回 「豚の眼球解剖」
　平成１７年７月９日（土） ９：３０～１２：００
●ねらい　・動物の体のつくりを学習することにより生活環境に適応しなが
ら形態が変化してきていることを知る。
・動物の進化の過程を体のつくりから推測することができることを知る。
●主な内容　レンズのはたらきの学習、豚の眼球解剖。レンズのはたらきの
学習では、凸レンズのはたらきを光学台を使って学んだ。焦点距離や像の
倒立、ピントのあわせかたについて実験した。レンズの厚みの違いで焦点距
離がどの様に変化するのかなどを調べた。豚の眼球解剖では、各自が解
剖ばさみとピンセットを使い、眼のつくりを確認しながら、レンズを取り出しその
様子と機能を学習した。
●参加者の様子　レンズの学習では、薄暗い中で電球の光がレンズを通
るとどの様になるか興味深そうに位置を変えて調べていた。豚の眼球解剖
では、まぶたやまつげの付いている状態のものもあり非常にグロテスクなもの
もあったが、この実験の趣旨と意義・動物の生体を使うことの重要性を説明
してはじめたため、豚に対する感謝の気持ちを持って真剣に取り組めた。
実際に作業が始ると集中した静けさの中、探求心からか構造をじっくり確
認しながら「これが○○だよね！」とか「へえーっ！こうなってるんだぁー。」と
いう声が聞こえてきた。また、プリントの上に置いたレンズが文字を大きく映し
出すと感動していた。

　第５・６回 「宿泊研修」 江田島青年自然の家
　平成１７年７月１７日（日）～１８日（月）
●ねらい　・机上の実験・観察だけでなくフィールドに出ての実際的な活動
を体験する。特に日頃の活動では、取り組みにくいこと（海洋実習・磯観測）
を中心に実体験する。
・寝食を共にすることで、なかまとの協力、協調、自主性を身につける。
・集団で行動することにより、日頃の生活からすれば困難な事柄も我慢した
り、努力して克服する力を身につける。
●主な内容　１日目。広島港に集合しフェリーで出発した。切串港からは
江田島青年自然の家からバスを出していただき、約２０分で江田島青年自
然の家に到着。そのまま宿泊棟に荷物を置いて、海洋学習室にて入所の
ためのオリエンテーション。昼食を摂ってから３班（①磯観察　②海洋実習
③シュノーケリング）に分かれて、実習を行った。①では岩場の水たまりに生
息している生物などの観察、②では、プランクトンネットを引いて海洋プランク
トンの採取と海の透明度の測定、③では、水中の生物の観察などを学習し
た。その後宿泊施設の海洋学習室を利用して、採取した動植物などを光
学顕微鏡や双眼実態顕微鏡で詳しく調べた。
　２日目。紙飛行機の製作から科学的な探求方法を学習する。最終的に
競技会を行い自分の作った紙飛行機が思う方向にきちんと飛んでくれるか
どうかの確認をした。昼食後は、テレビ会議に備えて、自分の考えや、思った
ことをすぐにことばで表現できるように感想の発表会を行った。
●参加者の様子　参加児童以上に同伴家族の方が興味関心を示し、
「普段体験できない貴重な経験をした」と口々に言われた。また、家族で共
通の体験をしたことで自然や科学に対する親子の会話が進んでいるようで
あった。

　第１２・１４回 「ロケットを飛ばそう」
　平成１７年１０月１６日（日） ９：３０～１２：００
　平成１７年１１月２７日（日） ９：３０～１２：００（会場：東雲中学校）
●ねらい　・ロケット工学の基礎を学習することを通じて科学することの筋
道を学ぶ。
・自分で製作したロケットを打ち上げる活動を通して成熟感を味わい、より高
く飛ばす工夫をする活動を通して科学的な思考を高める。
・ロケットの製作、打ち上げを行うことにより、小惑星イトカワに着陸する探査
船はやぶさなど宇宙への興味・関心を高める。
●主な内容　10/16　ロケットの仕組みの学習および製作。
11/27　ロケットの仕上げと打ち上げ、飛行時間の計測。
　このたび使用した教材のロケットは、火薬燃料を利用して打ち上げ、落
下傘を開かせて風の向き・風の強さを考慮して打ち上げた地点に落下させ
る競技用のもので、状態がよければ１００ｍ程度上空まで上がる。そのため、
東雲中学校の広い校庭をお借りして打ち上げテストを実施した。
（ロケット打ち上げ競技会は、日本モデルロケット協会の国内競技会規則
「パラシュート滞空競技」を基本とした。なお、エンジンはA8-3、機体は
Alpha III を協会から購入し使用した。）
●参加者の様子　１０／１６では、英語で書かれたインストラクションを頼り
に、保護者と共に考えながら製作している様子は生き生きとしており、さなが
ら未来の科学者のようであった。パーツを一つ一つ確認しながら製作順番
を考えて慎重に作っていた。できたロケットに油性ペンとシールで思い思い
の装飾をして打ち上げの日を楽しみにしているようであった。また、キットのロ
ケットとは別に自作方法の紹介をした。
　１１／２７は、４名ずつの４グループに分かれ、滞空時間の測定を一人３
回行ったが、各々の時間を少しでも長くできるように１回１回考えながら打ち
上げている姿は真剣そのものであった。自作ロケットの紹介をしたところ、５
名の受講生が様 な々材料を駆使して持ち込んでいた。環境的には、曇り空
のロケット打ち上げ日和であり参加者全員満足のいく内容となった。このた
びの講座での最高記録は３５秒であった。

学習内容：高校物理、中学１分野（作用・反作用）

●補足　この講座においては、日本ロケット協会の打ち上げ資格講習（日
本宇宙少年団主催）を事前に受け、指導者２名・修了生４名が資格取得
を行い実施した。

　第１３回 「講演会」広島大学
　寺田健太郎助教授「隕石からわかる太陽系の歴史」
　平成１７年１１月６日（日） ９：３０～１２：００
●ねらい　研究することでどの様なことが分かり、どの様に役に立つのか
を研究の一線で活躍している方から直接うかがうことで科学者をより身近
に感じる。
●主な内容　広島大学理学部地球惑星システム学科の助教授の先生
から太陽系の成り立ちと年代測定につてわかりやすくレクチャーしていただ
いた。隕石の実物を数種類見た。
●参加者の様子　難しい単語も多く、太陽系という比較的地球の近くのこ
とではあるが知られていないことが多く、調査の必要性を感じていた。それ

ぞれ感じ方は違っているようであったが、最初から最後まで集中力を切らせ
ることなく食い入るように話を聞いている姿は、非常に印象的であった。

　第１５・１６回 「化石のレプリカ」「化石のクリーニング」
　平成１７年１２月１０日（土） ９：３０～１２：００
　平成１７年１２月２３日（金） ９：３０～１２：００
●ねらい　・地球の歴史を知る方法のひとつとして地層に埋没した生き物
の痕跡（化石）を調べることができる。
・化石となった生き物を学習することで、生命誕生からの歳月を感じ取る。 
●主な内容　１２／１０は、凝固性海藻「れぷりっこ」を利用して、石膏を流
し込み化石からレプリカを作った。レプリカ制作の前に化石（三葉虫・アンモ
ナイト）の生息していた時代・背景を確認、レプリカという物が単に化石の偽
物ではなくそのものをモデルに作られていること学習した。
　１２／２３は、塩原の化石の原石から化石を取り出す作業を行った。昆虫
や、木の葉の一部が出たところで、クリーニング作業を行った。
●参加者の様子　１２／１０は、本物の化石からレプリカをつくる作業自身
が粘土をこねたりするのと異なり、未体験の世界だったためか非常に興味・
関心を持って行っているようであった。石膏を流し込み固まるのを待ってい
る時間で、あらかじめかたどってあったアンモナイトまたは三葉虫の着色を
行った。それぞれが思い思いの色を付けた。そのほとんどが現存する化石
の色に近い色だったが数名が３原色に近い色を付けたのは印象的であっ
た。
　１２／２３は、最初は、原石をたたくのにも慎重すぎてなかなか割れず、堆
積した土の目も分からない様子であったが、そのうち目を読みドライバーを上
手くあてて層が綺麗に剥がれるようにとることができる受講生がでてきた。
周囲の受講生も上手くできた様子を見て、みるみるうちにみんな同じような
方法で作業をし出した。周囲の様子もしっかり観察していることを改めて感
じさせる場面であった。化石を取り出すことに集中（固執）しすぎたため、時
間のたつのを忘れて没頭していた。途中で止めることもできたが、学習に対
してどん欲で、このひとつの機会も絶対逃さないんだという気迫のような物を
感じた。

学習内容：小学校６年理科（大地のつくりと変化）、中学校理科２分野（地
層と岩石）、高校地学

　第１７回 「プラネタリウム視聴と天体観測」
　平成１８年１月７日（土） １５：３０～２１：３０
　　　　　　　　　　（会場：科学館・広島大学）
●ねらい　・宇宙についての興味・関心を、天体について学習を行うことで
充足し、宇宙についての知識、理解を深める。
・プラネタリウムを利用することで、天候や、時間に左右されることなく天体の
様子を学習する機会を得られることを知る。 
・実際に天体望遠鏡を利用して太陽や月、惑星、星雲・星団などを観測する
ことで、研究、探求心を身につける。
●主な内容　広島市こども文化科学館プラネタリウム投影設備見学（バッ
クヤード、投影操作盤、投影装置）プラネタリウム視聴（冬の番組：星はすば

　第７回 化学とエネルギー（１）
　「チームグルービーによるサイエンスショー」
　平成１７年８月７日（日） ９：３０～１２：００
●ねらい　・身の回りの物質には気体・液体・固体の３つの状態があり圧力
と温度によってその状態が決まっていることを知り、真空中ではどの様な状
態になるかを考える。
・物質の状態が変わるときに熱の出入りがあることを知る。
・物質の状態が変わるときに体積の変化があることを知る。
●主な内容　液体窒素を使った超低温実験。（バラの花の凍結・ゴムボー
ルの凍結・バナナの凍結など）
●参加者の様子　キャラクターによる説明のためか、「楽しんで科学を学
んでいる」雰囲気が伝わってきた。質問にも競って手を挙げて答えている様
子は、学習内容が充分理解できていることを教えてくれた。

学習内容：小学校４年理科（水の３つのすがた）６年理科（ものの燃え方と
空気）、中学校１分野（物質の変化）

　第８・９回 「毛利さんと南極とのテレビ会議」
　平成１７年８月２０日（土）  ９：３０～１２：００
　　　　　　　　　　　（準備、リハーサル）
　平成１７年８月２５日（木）１０：３０～１２：００
　　　　　　　　　　　科学館アポロホール
●ねらい　・日本人で初めてスペースシャトルに搭乗して、宇宙空間でさま
ざまな理科実験を実施した毛利さんと南極昭和基地で地球の観測を行っ
ている広島大学の佐藤先生と環境をテーマに科学的な現象について直
接質疑応答をすることで、科学・環境に対する興味・関心を高め、地球での
生活について認識を得る。
・インターネットを利用したテレビ会議システムについて実際に経験し、その
実態を理解する。
●主な内容　ＳＳＭとして３年目のテレビ会議を迎え、同時多地域の会議
に参加児童のフリートークを基本に実施した。最初に南極から極地での実
験（シャボン玉、太陽高度など）、南極での環境について紹介していただい
た。その後、毛利さん、日本科学未来館インタプリタの松岡さんと４局で環境
についての討議をおこなった。
●事前学習として　毛利さんが、最初にスペースシャトルに搭乗した'９２の
シャトル内での生活の様子、無重力空間での現象についての学習ビデオ
を視聴し予備的に知識を得ておいた。その上で、さらに疑問に思ったことを
質問として用意した。南極についても、様々な写真集や著書を調べ、予備
知識を身につけてからこのテレビ会議に臨んだ。
●参加者の様子　南極での科学実験を映像で紹介されると、その不思
議さ（日本ではなかなか見られない現象）にさらに多くの疑問を抱いたようで
あった。特にシャボン玉が氷る様子、太陽の高度の低さには驚いていた。ま
た、環境については日本・南極・宇宙で共通の問題としてゴミの処理につい
て考える用意をしていたが、話題の中心がオゾンホールのことに変わってし
まったものの、事前学習で予備知識を得ていたためかそれぞれ対応した考
えを発表できていた。

　第１０回 「無重力の世界」
　平成１７年９月１０日（土） ９：３０～１２：００（科学館会議室）
●ねらい　地球の重力は、生まれたときからあるのが当たり前の中で生活
しているので、改めてどの様なものであるかを考える。また、私たちの生活の
中にどの様に影響を与えているのかを考える。
●主な内容　産業技術総合研究所から牧原正記工学博士をお招きし
て、「無重力の世界」という出張教室を行った。ペットボトルにビー玉、スー
パーボール、金魚をいれて自由落下させることで無重力空間をつくりだし、
その様子を観察した。また、無重力に関するクイズを出題され、皆で考えた。
●参加者の様子　牧原先生のテンポのよい進行に最後まで集中力を切
らせることなく学習することができた。内容的にも無重力という空間がどの様
なものであるか分かりやすく充分理解できているようであった。

学習内容：小学校６年理科（おもりのはたらき）、中学校１分野（物体の運
動）、高校物理

　第１１回 「動物園で体験学習」
　平成１７年１０月８日（土） ９：３０～１２：００
　　　　　　　　　　　（会場：広島市安佐動物公園）
●ねらい　・動物の体のつくりを学習することにより生活環境に適応しなが
ら形態が変化してきていることを知る。
・動物の進化の過程を体のつくりから推測することができることを知る。
・脊椎動物の体のつくりに共通点があることを知る。
●主な内容　飼育員による講話（クロサイの飼育担当者・調理場担当
者）。ほ乳類の身体測定。
　9：20現地集合し、入口で諸連絡をして入園した。園内では、クロサイ舎の
前で、動物の角のつくりの違い、体毛の様子を動物園の技師にレクチャー
していただき学習した。また、調理場で動物の食べものについて動物園で
どの様に管理しているかを獣医師からレクチャーを受け学習した。ぴーちく
パークで脊椎動物（オオサンショウウオ・ヘビ・ひよこ・テンジクネズミ・ヤギ）の
体のつくり（体重・体調・心音など）や、様子（歩き方など）を動物にふれなが
ら観察した。
●参加者の様子　天候にも恵まれ誰一人遅れることなく集合できた。  クロ
サイ舎前では、動物の種類によって角のつくりが異なることを学んだ。また、
安佐動物公園が日本のクロサイ飼育における草分け的存在であること（全
国のクロサイの飼育記録を持っている）を学び、動物飼育も研究の一環と
して重要であることを再認識していた。調理場では、それぞれの動物の餌
を見せていただいた。また、動物園ではそれぞれの動物の健康管理に注
意して外部からの菌やウイルスの侵入を防ぐ対策がとられていることを知
り、細かいところに様 な々配慮がなされていると感心していた。脊椎動物の
身体測定では、ヒヨコの心音の早さ、テンジクネズミの性質、蛇の体表のよう
すなど一つ一つに関心と興味を持ち動物に対する見方、接し方を再確認
しているようであった。

学習内容：小学校６年理科（動物の体のつくりとはたらき）、中学校２分野
（動物の生活）、高校生物

る）。記入のできる星座早見盤の制作と使い方の説明。 
　プラネタリウム投影設備の見学では、科学館職員村上学芸員の解説を
受け、機器の操作を見た。
　星座早見盤は、厚紙を利用したもので、観測記録が記入できるように窓
の部分があいたものを自作し、その使い方について学習した。ビデオ視聴、
２０ｃｍ屈折望遠鏡による太陽の黒点の観測、５０ｃｍ反射望遠鏡による月と
木星の観測。
  途中約１時間の車中では来たる毛利衛氏とのテレビ会議のニュース番
組、来年度実施予定の喜和田鉱山、秋芳洞のビデオを視聴した。道路の
渋滞もほとんどなく予定通り着くことができた。あいにくの天候の中晴れ間を
つかむまでの間、林教授より天体に関するレクチャーを講義室で受けた。  
レクチャーが終わってから、屋上に常設されている５０ｃｍ反射望遠鏡と、２
０ｃｍ屈折望遠鏡で木星と月、土星等の観測をした。しかし、晴れ間もわず
かの状況で数人が望遠鏡で確認するのが精一杯の状態で雪もちらつき、
あきらめた。
●参加者の様子　投影前に設備の解説があったためかプラネタリウムの
番組を「設備の解説なし」で見るよりも興味を持って視聴しているように見え
た。いろいろと質問が出たり自分の考えを話したりしていた。その後も星の話
題で持ちきりで、中には天体望遠鏡を保護者にねだっている姿もあった。
　いつもと場所、時間が違うせいか雰囲気も何となくうきうきしたような感じ
で、始まった。広島大学の屋上では、順番（望遠鏡で太陽を見る）を待って
いるときに仲良くなった受講生同士でしっかり話し合うなど今までにない姿
を見せた受講生もいた。受講生それぞれの性格を知り以降の指導につな
げることのできるいい機会となった。

学習内容：小学校４年理科（星の観察、月の観察）３年理科（太陽の動き）、
中学校２分野（星の世界）、高校地学Ⅰ地学Ⅱ（宇宙の構成・宇宙の探求）

　第１８回 「化学実験講座」（香りの科学）
　平成１８年２月１１日（土） ９：３０～１１：００
●ねらい　目に見えないところや遠いところに目が向きがちであるが、私た
ちの身近かなところでもまだまだよく知られていないとことがあることを知り、
探求心をさらに幅広く持つ。
●主な内容　普段何気なく見ている身の回りの物質について、科学的な
見方で捉えると、どの様に考えることができるか。知っていそうで知らないこ
との多い細かいことを紹介する。
●参加者の様子　身近な物質でありながら知らないことが多くあり、目に見
えないことだけにその構造を紹介されると物質のでき方に法則性のあるこ
とを感じ取っているようであった。

学習内容：中学２年（原子・分子）３年（環境と化学）、高等学校化学（分子
モデル）

　修了証書授与式
　平成１８年２月２６日（日） １１：００～１２：３０（会議室）
●ねらい　・講座の最後を締めくくるにあたり、将来の夢をふくらませられるよ
うな気持ちを持たせる。
・受講生同士の親睦を深め、縦のつながりを強化することでOBが講座に関
わりやすくする。
●主な内容　厳粛な雰囲気の中で、修了証書を一人ひとりに授与された
ことで、１年間の活動をかみしめているようであった。また、懇親会では学年
を超えて親交が深まっていたようである。

　事業のまとめ
●総括　社会的に、理科教育の重要性を唱える声が高まってきており、学
校外でも様 な々取り組みが行われるようになってきた。しかし、当のこども達
の関心はまだまだ低いように感じる。充実した内容とクラブ的な継続した取
り組みをするなど、取り組みようによって興味・関心をもっと持たせることはで
きる。
　これからは地域のニーズに合わせた事業のあり方や、理科に対するこど
もやその家族のとらえ方を考察することで、事業をより充実したものとするこ
とができる。本事業ではすでに家族参加型の有効性は検証できている。こ
のような成果を広く伝えていくことによって今後の理科教育のあり方につい
て一石を投じることができると考える。
　本事業のような取り組みを今後とも継続して行うことで、学校教育では充
分に取り組めない部分を補充し、理科に対する興味・関心を含む意識向上
を促すこともできる。
　環境学習が進んでいるなか、考える手だてとなる理科の知識を少しでも
多様化させて、ものの原理や道理についても幅広く考えられるひとを育成し
ていきたい。
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本年度参加者概要
小学5年生   10名
小学6年生　　6名
（応募総数29名）

事 業 日 程

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

回 実施日 内容 実施場所 講師

6月10日（土）
9：00～12：00

こども文化科学館

こども文化科学館

こども文化科学館

こども文化科学館

山口県
美祢市、秋芳町

広島大学
東広島キャンパス

こども文化科学館

こども文化科学館

広島市植物公園

こども文化科学館

こども文化科学館

広島ガス廿日市工場

こども文化科学館

こども文化科学館

広島大学
霞キャンパス

こども文化科学館

こども文化科学館

こども文化科学館

広島大学附属東雲中学校
教論　鹿江宏明　他

広島大学附属東雲中学校
教論　鹿江宏明　他

広島大学附属東雲中学校
教論　鹿江宏明　他

広島大学附属東雲中学校
教論　鹿江宏明　他

広島市立基町高等学校
教論　池本博司　他

広島大学附属東雲中学校
教論　鹿江宏明　他

広島大学大学院教育学研究科
助教授　山崎博史

広島市立基町高等学校
教論　池本博司

広島市植物公園
世羅徹哉

広島大学附属東雲中学校
教論　鹿江宏明　他

アラスカ大学国際北極圏研修センター
所長　赤祖父俊一

広島ガス総務部広報室主任
永田征人

広島市立二葉中学校
教論　菅野浩司

広島大学大学院先端物質科学研究科
田中伸和

広島大学大学院医歯学総合研究科
教授　片岡勝子

広島大学附属東雲中学校
教論　土井　徹

広島大学附属東雲中学校
教論　土井　徹

6月17日（土）
9：30～12：00

6月24日（土）
9：30～12：00

7月8日（土）
9：30～12：00

7月16日（日）
7月17日（月）

8月5日（土）
9：30～12：00

9月16日（土）
9：30～12：00

9月2日（土）
9：30～12：00

10月21日（土）
9：30～12：00

10月28日（土）
9：30～12：00

11月3日（金）
14：00～15：30

11月18日（土）
9：30～12：00

12月2日（土）
9：30～12：00

12月23日（土）
9：30～12：00

1月27日（土）
10：00～12：00

2月10日（土）
9：30～12：00

2月17日（土）
9：30～12：00

3月4日（日）
9：30～12：00

開校式
蒸気機関車の製作

蒸気機関車の製作
内燃機関の学習

蒸気機関車の製作

蒸気機関車の製作
運転

宿泊実習（化石発掘体験、
天体観測、秋芳洞地質視察）

蒸気機関車の記録会

ボーリング調査

地層のつくり

植物の世界

生物どうしのつながり

講演会
「オーロラの話」

広島ガス
廿日市工場見学

カエルの解剖

タンパク質の電気泳動

身体のつくり

エネルギーの利用

環境と化学

修了式
（修了証書授与）
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　第１回 「蒸気機関車の製作（１）」
　平成18年6月10日（土） 9:30～12:00 開講行事を含む
●主な内容　開校式を行った後、蒸気機関車の製作の概要説明と実際
の製作を行った。開校式では、受講生全員に広島ガスの岡本部長より受
講生バッジが一人ずつに手渡され、受講生は緊張の面持ちでバッジを受
け取っていた。一人ひとりの自己紹介のあと、鹿江先生より蒸気機関車の
キットが手渡され、説明書を見ながら製作の概要が説明された。この教材
は工業高校での実習に使われるための教材ということで、これから親子で
協力してこのキットを製作していくことになる。
●参加者の様子　子どもたちは、保護者とともに製作に前向きも取り組み、
蒸気機関車のボイラー部分などの形を早くも作り上げていた。また、次の講
座が待ち遠しい様子が見られた。

　第２回 「蒸気機関車の製作（２）内燃機関の学習」
　平成18年6月17日（土） 9:30～12:00
●主な内容　蒸気機関車の心臓部ともいえるボイラーとピストン部分の製
作を行った。鹿江先生が、蒸気機関車がうまく動かない場合に考えられる
原因について説明し、ボイラーの機密性とピストンがなめらかに動くように紙
ヤスリでしっかり研磨することを指示して作業が始まった。
●参加者の様子　受講生は保護者と相談しながら真剣に作業に取り組
み、ボイラーとピストンを組み立てていった。この作業を通して、内燃機関の
しくみの概要を理解することができたと思う。

　第３回 「蒸気機関車の製作（３）」
　平成18年6月24日（土） 9:30～12:00
●主な内容　前回に引き続き、蒸気機関車の心臓部ともいえるボイラーと
ピストン部分の製作を中心に行った。ボイラーとピストンを組み立てて、空気
ポンプで空気を送り込み、ピストンがうまく動作するかを確かめた。うまく動作
しない場合は、指導講師が適切なアドバイスを行っていた。次回は、蒸気機
関車を試運転することになる。
●参加者の様子　ボイラーの機密性を確認するために、水槽を用い空気
漏れがないかどうかを真剣に確認していた。作業が進み、蒸気機関車の
形がだんだん姿を現すと、受講生もうれしさを隠せない様子であった。蒸気
機関車がうまく動くことを目標に、それぞれが真剣にがんばっていた。

　第４回 「蒸気機関車の製作（４）」
　平成18年7月8日（土） 9:30～12:00
●主な内容　それぞれの受講生が、完成させた蒸気機関車の試運転を
行った。空気ポンプで空気を送り込み、ピストンがうまく動作するかを確かめ
た。うまく動かない場合は、ボイラーの機密性が悪いか、ピストンの先端部分
の研磨が十分でないために、摩擦が大きいかのどちらかの原因が考えられ
ることを説明し、うまく動作しない場合は、適切なアドバイスを行った。空気ポ
ンプで空気を送り込んだときは勢いよく回っても、実際に固形アルコール燃

料を燃やして、動かそうとするとうまく動かないものが多かった。原因として、
車輪がなめらかに回転しないことが考えられることを説明して、受講生がう
まく動くように工夫するように促した。
●参加者の様子　蒸気機関車が動くと、非常に嬉しそうな顔をして喜んで
いた。また、うまく動かないときは、「どこが原因なのか」と困ったような顔をし
ていた。それぞれの受講生が、親子で真剣に取り組み、うまく動いたものに
ついては、自分のことのように喜んでいる姿が非常にほほえましかった。数
回の講座を経て、受講生同士の間も仲良くなっている様子だった。講座後
に蒸気機関車を自宅に持ち帰り、うまく動くように工夫するよう指示した。

　第５回 「宿泊研修（１）」
　平成18年7月16日（日） 9:00～22:00
　（場所：山口県美祢市化石博物館・独立行政法人
　　　　　　　　　　国立山口徳地青少年自然の家）
●主な内容　山口県美祢市の化石博物館の見学と化石の発掘ができる
場所での発掘体験、および国立山口徳地青少年自然の家での天体観測
を行った。化石博物館は、新館と旧館に別れており、旧館の方に実際に美
祢市で出土した化石のコレクションがあるが、今回は新館で生物の進化が
感じられ展示を見学した。受講生は恐竜の大きな頭骨のレプリカや様 な々
生物の化石を興味深く観察していた。昼食後に化石を実際に発掘できる
場所に移動し、発掘体験を行った。日陰の場所がほとんどないことから、熱
中症対策には細心の注意を払って行った。また、池本先生から、ハンマー
の扱い方や、岩石の破片が飛んできて怪我をすることがあるので、各自が
離れて活動するなどの注意を受けた。宿舎に入り、明日の日程などの説明
を行ったあと、天体観測の説明を鹿江先生が行った。天候が悪く、雲が低く
たれ込み、雷もなっていたが、実際に外に出て観察をしているうちに、雲の
切れ間から星が見え始めた。また、この日は流れ星が２つ観察できた。
●参加者の様子　化石の発掘体験では受講生は２時間の間、積極的に
発掘体験に取り組み、化石と思われるものが見つかると、学芸員や指導講
師に見せていた。非常に暑い中、疲れも見せずに一生懸命活動していた。
天体観測では、望遠鏡で木星のガリレオ四大衛星や夏の大三角形その
他の星を観察することができ、参加者は大喜びであった。

　第６回 「宿泊研修（２）」
　平成18年7月17日（月） 7:00～18:00
　（場所：独立行政法人 国立山口徳地青少年然の家・秋芳洞）
●主な内容　一昨年度に訪れた洞窟に入ることができなくなり、活動内容
が心配されたが、下見の際の交渉により、ふだん公開されていない秋芳洞
の支洞（およそ800ｍ）の観察をすることができた。途中はしごを使う場面な
ど、危険な箇所もあったが、保護者とスタッフの協力により全員が怪我もせ
ずに観察することができた。支洞の中は照明が全くなく、参加者の持つ懐
中電灯などの明かりだけが頼りだったが、鍾乳石や洞窟を流れる川などを
観察することができた。ガイドの女性も非常に親切に説明してくれ、受講生
も親しみを感じたようであった。最後にお礼を言うときに、涙ぐんでおられたの
が印象的だった。

　第１２回 講演会「オーロラの話」
　講師：アラスカ大学国際北極圏研究センター所長　
　赤祖父　俊一
　平成18年11月3日（土） 14:00～15:30
●主な内容　一般公開講座であったので、ポスターや「市民と市政」など
の広報活動を行った。予想以上に多くの人が来館し、非常に中身の濃い
講演会になったと感じた。受講生に対しては、事前にオーロラについての知
識を与えることなく講演会を迎えたため、せっかくの講演も消化不良に終
わったところがあったように感じた。
●参加者の様子　講演後の質問の中には、オーロラについて踏み込んだ
ものもあったが、全体的にはあまり理解できていないようであった。このような
講演を講座として行う場合は、事前学習を行う必要があると反省した。

　第１３回 「広島ガス工場見学」
　平成18年11月18日（土） 9:30～12:00
　　　　　　　　　　（場所：広島ガス廿日市工場）
●主な内容　広島ガス工場で行っている事業について、職員から説明を
受けた。説明の内容は、以下の通りであった。
1　輸入した液化天然ガスをガスタンク内に貯蔵している。
2　液化天然ガスを、パイプの中を通しながら温めて気化させ、においを付
けるなど加工して家庭などに送っている。
3 広島ガスでは、工場内で発生した熱も無駄にせず利用するなど環境に
配慮している。
4　ガスコージェネレーションシステムを利用した燃料電池などの研究も行っ
ている。
　その後、天然ガスを貯蔵しているプラントの見学を行った。タンクの中に低
温の液化天然ガスがあるため、まわりに氷が張り付いている様子を見学し
た。次に、サイエンスショー「液体窒素の実験」で、空気の体積の変化やバ
ナナが凍る様子などを体験したりした。また、超低温でおこる超伝導物質に
よるマイスナー効果（電気抵抗がゼロになる現象）について実験を行った。
　最後に事務局から、物質の状態変化についての説明とマイスナー効果
についての簡単な説明を行った。
●参加者の様子　参加者は非常に寒い中、熱心に工場を見学したり、サ
イエンスショーを興味深く見入ったりしていた。状態変化については、原子・
分子の運動についてもふれたが、感想文の中には、「ものはみんな原子・分
子でできていることがわかった。」と書いている受講生もあり、きちんと理解し
ていることがうかがえた。

　第１４回 「カエルの解剖」
　平成18年12月2日（土） 9:30～12:00
●主な内容　アフリカツメガエルを解剖し、セキツイ動物の身体のつくりを
調べるとともに、次回の講座「タンパク質の電気泳動」で使用する肝臓と大
腿筋を採取・保存した。今回は、修了生3名に事前の指導を行い、修了生
が受講生の指導と補助にあたる形で講座を進めた。この進め方は、保護
者にも大変好評で「このような形で修了生が講座に関わる機会を増やして

ほしい」という声が複数あった。
　実習に入る前に、菅野講師より命の大切さについてと途中で投げ出さず
に最後までやり遂げるようにとの注意があった。
　実習を進めるにあたり、修了生3名が進め方をていねいに説明し、実際に
受講生の補助にあたった。とくに麻酔に使用するエチルエーテルは、劇物
であり、吸入すると気分が悪くなることも予想されたため、換気に注意した。
　最後に、次回の講座で使用する肝臓と大腿筋の組織を採取し、フィルム
ケースに入れて冷凍保存した。
●参加者の様子　事前に連絡を受けた受講生以外にも解剖の様子に
ショックを受ける者があり、気にしないように声をかけるなどの配慮をした。中
には、「解剖はやりたくない」といっていた受講生も、事務局が補助をし、声
をかけることで最後まで観察することができた者もあった。
　それぞれの器官・組織名だけでなく、構造と機能のかかわりについて説
明すると、受講生も保護者も興味深く聞き入っていた。

　第１５回 「タンパク質の電気泳動」
　平成18年12月23日（土） 9:30～12:00
●主な内容　前回の講座で保存したアフリカツメガエルの肝臓と大腿筋
について電気泳動用サンプルを作成し、事務局で用意したウシとニワトリの
肝臓とともに電気泳動にかけ、タンパク質の違いを比較した。
　はじめに、事務局からタンパク質についての説明と電気泳動の概要を説
明した。その後、実験サンプル作成を行った。
　サンプルをコウム溝に注入する体験を行った後、電気泳動を行っている
間に広島大学の田中先生より、電気泳動の原理などについて詳しい説明
を受けた。
　説明の内容はタンパク質の構造や遺伝子とのかかわりなど、小学生には
大変高度な内容であったが、受講生は熱心に聞き入っていた。
　その後、電気泳動をかけたゲルをタンパク質染色液で染色し、タンパク
質が存在しない部分の脱色を行った。この間も、田中先生より、細胞が目的
に合ったタンパク質を合成する過程についての説明があった。
●参加者の様子　全体的に実験も難しく、内容も非常に高度であったが、
受講生はそれぞれの受け止め方で内容を理解し、先端科学をかいま見た
ようであった。

　第１６回 「神経の学習・身体のつくり」
　平成19年1月27日（土） 10:00～12:00
　　　　　　　　　　（場所：広島大学病院）
●主な内容　広島大学病院において、CTの画像をコンピュータ解析し、
体内の様子を調べる技術についての講義と施設見学を行った。CTを用い
て撮影したX線画像は、通常体内を輪切りのように撮影するものであるが、
これをコンピュータを用いて画像処理することにより、器官・組織を立体的に
表示することができるようになった。これは、輪切りの状態のデータを重ね合
わせることにより、精密な立体画像を表示することができるようになったという
ことであった。これにより、患者に負担をかけずに体内の様子を調べること
ができるようになった。また、江戸時代に広島で製作された、日本最古の人
骨模型「星野木骨（身幹儀）」についての講義では、木骨が製作されたい

●参加者の様子　2日目で体調を崩す参加者が心配されたが、全員が元
気に活動を始めることができた。この２日間、受講生は積極的に活動に取り
組み、礼儀正しく振る舞うことができた。この宿泊研修が思い出深いものに
なったと感じた。

　第７回 「蒸気機関車の記録会」
　平成18年8月5日（土） 9:30～12:00
●主な内容　自宅に持ち帰って調整した蒸気機関車を実際に走らせて、
何ｍ進むかの記録を取った。実際の記録を取ってみると、まったく動かない
ものや20ｍ近くも進むものがあり、この蒸気機関車の製作の難しさを改めて
認識させられた。うまく進まないものが多かったため、今後も蒸気機関車の
指導を続けることにし、講座の修了後に相談を受け付けることにした。
●参加者の様子　実際には、まだうまく動かないものが多く、受講生は空
気ポンプで空気を送ってピストンがうまく動くかどうかを調べたり、悪戦苦闘
していた。

　第８回 「ボーリング調査」
　平成18年9月2日（土） 9:30～12:00
　　　　　　　　　（場所：広島大学東広島キャンパス）
●主な内容　広島大学本部キャンパス（東広島市）内のぶどう池におけ
る、堆積物のボーリング調査の説明と実際の見学を行った。ぶどう池は40
年前にはぶどう畑であったところに、広島大学の施設建設によって池が形
成され、それ以来40年間にわたって堆積物が堆積している。今回は、池の
底の堆積物をボーリングによってサンプリングし、堆積物中のケイソウを観察
する目的で行われた。まず、広島大学の佐藤先生よりボーリング調査の目的
と方法について説明があり、実際に堆積物を採取するところを４班に分か
れて、ゴムボート上で見学した。古い層は褐色をしており、新しい層になるに
つれて灰色の層になっていた。これは、池ができた当初は土砂が直接池に
流れ込んでおり、新しい層は、微生物のはたらきで有機物が腐敗したものと
考えられるとの説明であった。
●参加者の様子　採取したサンプルをパイプから取り出すと、灰色や褐色
の縞模様ができており、受講生は興味深く観察していた。暑い中であった
が、熱心に説明を聞き、次の観察を楽しみにしているようであった。

　第９回 「地層のつくり」
　平成18年9月16日（土） 9:30～12:00
●主な内容　前回の広島大学本部キャンパス（東広島市）内のぶどう池
における、堆積物のボーリング調査で採取したサンプルの中に含まれるケイ
ソウを顕微鏡で観察した。池本先生より、堆積物の中からケイソウを取り出
す手順について説明があり、手順に従って、堆積物の有機物をパイプ洗浄
剤で取り除き、遠心分離器にかけた後、沈殿物をプレパラートにして観察し
た。思ったよりケイソウは少なくて、実際にケイソウが見られた班は少なかっ
た。ケイソウとその他の堆積物の区別も非常に難しかったため、指導講師

および事務局で補助を行った。後半は、土井先生が手作りで製作された地
層のモデルを使って、ボーリング調査のモデル実験を行った。中の層がどの
ような広がりを持っているかをストローで吸い取りながら調べていった。土井
先生からは、地層が水平に堆積していない場合があることや場所によって
厚みがちがうことがあること、地層の広がりを把握するためには、多くの箇所
でこのようなボーリングを行う必要があることの説明があった。
●参加者の様子　自分のプレパラートの中にケイソウが見つかると、受講
生も保護者も非常に喜び、興味津々で観察していた。また、他の友達のもの
をお互いに観察し、全員が堆積物中のケイソウを観察することができた。
ボーリング調査のモデル実験では、推理ゲームのような感覚で受講生たち
も楽しそうに活動し、非常に喜んでいた。受講生はモデル実験を通じてボー
リング調査の概要を理解したようであった。

　第１０回 「植物の世界」
　平成18年10月21日（土） 9:30～12:00
　　　　　　　　　　（場所：広島市植物公園）
 
●主な内容　広島市植物公園にて、展示されている植物の珍しい生態と
植物が仲間を増やすためにさまざまな工夫をしていることについて解説を
交えながら見学をした。
　その後、展示資料２階研修室で植物の染色体の顕微鏡観察を顕微鏡
投影装置と液晶プロジェクターを用いて行った。植物の遺伝子（ＤＮＡ）が
どのようにまとまって染色体になっていくかの詳しい説明や、植物が厳しい
環境に適応するために遺伝子を重複させ、染色体数が変化することで種
の変化が起こる（倍数化による進化）の説明を聞いた。当初は染色体の観
察をメインに考えていたが、植物公園内のいろいろな植物を解説してもらい
ながら見学する時間をたっぷり取ったことで、受講生が植物に興味を持っ
たのではないかと思われた。なお、この日はテレビ新広島の取材があった
が、子どもたちは取材に元気よく答え、トラブルもなかった。
●参加者の様子　大温室内のふだん見ることのできない植物の解説で
は、受講生は植物公園職員の説明を熱心に聞いていた。特に、大温室内
で実ったバナナの試食や高さが６ｍ以上にもなるタビビトノキの葉を切り落と
して観察するときには、ルーペを使って熱心に観察していた。

　第１１回 「生物どうしのつながり」
　平成18年10月28日（土） 9:30～12:00
●主な内容　フクロウがどのような動物を食べているかを、実際にフクロウ
のペレットに含まれる動物の骨を取り出して、骨格を組み立て、動物の種類
を同定するという作業を通して学習した。フクロウのペレットは、アメリカの動
物園で飼われているフクロウがはき出したペレットを用いた。この授業はアメ
リカのhighschoolで行われているプログラムで、実際の野生動物同士の食
物連鎖が体験的に理解できる優れた教材である。完成させた骨格標本
は、木工用ボンドで固定した。
●参加者の様子　ペレットから骨格を取り出す作業は非常に細かくて根
気のいる作業であったが、受講生および修了生が根気強く熱心に取り組
み、それぞれ骨格標本を完成させることができた。それぞれフクロウがどん
な動物を食べたのかを同定することもできた。

きさつやその後多くの医師がこの木骨を使って医術を学んだこと、鋭い観
察眼で神経や血管が通る穴まで精密に再現されていること、そして後世の
人々がこの木骨を評価し、大切に保存してきたことについて説明があった。
　当時の医師や技術者たちが、人 を々救うために情熱を傾けてできあがっ
た木骨を後世の人々が、その業績を評価し、この木骨を大切に保存してき
たことがよくわかった。
　今回は私立中学の入学試験と重なったため、参加者が16名中10名と
欠席が多く非常に残念であった。
●参加者の様子　受講生および保護者は、医療技術の発展が患者に負
担をかけずに診断・治療を行うことを可能にしていることを理解し、興味深く
見学していた。

　第１７回 「エネルギーの利用」
　平成19年2月10日（土） 9:30～12:00
●主な内容　ジェットコースターモデルによる力学的エネルギーの変換の
実験と、エコカイロを製作し、状態変化による熱の出入りの実験を行った。
ジェットコースターモデルでは、各班でループを作ったり、傾斜を変えたりして
金属球の運動を観察した。
　その後、土井先生から位置エネルギーと運動エネルギーの変換につい
ての説明があった。
　次に、鹿江先生よりエコカイロの紹介があり、各自でエコカイロを製作し
た。酢酸ナトリウム飽和水溶液をつくり、髪留めでショックを与えると、凝固し
て熱を発生した。その後過冷却と凝固熱の説明があった。
●参加者の様子　受講生はどちらの実験も興味深く、楽しそうに行ってい
た。

　第１8回 「環境と化学」
　平成19年2月17日（土） 9:30～12:00
●主な内容　11月に行われたオーロラ先生講演会の内容について、理解
が不十分だと考えられたので、補足の説明を行った。炎色反応の演示実
験を観察し、原子はエネルギーを得る固有の色(波長)の光を出すことにつ
いて説明があった。
　オーロラは、太陽からの荷電粒子(太陽風)が上層大気中の原子にあ
たって原子が光を発するために起こることについて説明があった。
●参加者の様子　電子の軌道についての説明があったが、受講生は難
しい話も熱心に聞き入っていた。

　事業のまとめ
●総括　本事業も来期で5期目を迎え、新しい視点が必要であることを確
認した。そのひとつが自分たちが学習した成果を発表する機会の提供であ
る。そのため、中間発表会と総合発表会を講座日程の中に組み入れた。
　これによって、子どもたちが相互に刺激し合い、また自分が伝えたいことを
相手にうまく伝えるための工夫を行うことを期待している。
　科学を学ぶということは、個人のみならず人とのかかわりの中で学んでい
るということを子どもたちにこの事業を通して伝えていきたい。
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　第１回 「蒸気機関車の製作（１）」
　平成18年6月10日（土） 9:30～12:00 開講行事を含む
●主な内容　開校式を行った後、蒸気機関車の製作の概要説明と実際
の製作を行った。開校式では、受講生全員に広島ガスの岡本部長より受
講生バッジが一人ずつに手渡され、受講生は緊張の面持ちでバッジを受
け取っていた。一人ひとりの自己紹介のあと、鹿江先生より蒸気機関車の
キットが手渡され、説明書を見ながら製作の概要が説明された。この教材
は工業高校での実習に使われるための教材ということで、これから親子で
協力してこのキットを製作していくことになる。
●参加者の様子　子どもたちは、保護者とともに製作に前向きも取り組み、
蒸気機関車のボイラー部分などの形を早くも作り上げていた。また、次の講
座が待ち遠しい様子が見られた。

　第２回 「蒸気機関車の製作（２）内燃機関の学習」
　平成18年6月17日（土） 9:30～12:00
●主な内容　蒸気機関車の心臓部ともいえるボイラーとピストン部分の製
作を行った。鹿江先生が、蒸気機関車がうまく動かない場合に考えられる
原因について説明し、ボイラーの機密性とピストンがなめらかに動くように紙
ヤスリでしっかり研磨することを指示して作業が始まった。
●参加者の様子　受講生は保護者と相談しながら真剣に作業に取り組
み、ボイラーとピストンを組み立てていった。この作業を通して、内燃機関の
しくみの概要を理解することができたと思う。

　第３回 「蒸気機関車の製作（３）」
　平成18年6月24日（土） 9:30～12:00
●主な内容　前回に引き続き、蒸気機関車の心臓部ともいえるボイラーと
ピストン部分の製作を中心に行った。ボイラーとピストンを組み立てて、空気
ポンプで空気を送り込み、ピストンがうまく動作するかを確かめた。うまく動作
しない場合は、指導講師が適切なアドバイスを行っていた。次回は、蒸気機
関車を試運転することになる。
●参加者の様子　ボイラーの機密性を確認するために、水槽を用い空気
漏れがないかどうかを真剣に確認していた。作業が進み、蒸気機関車の
形がだんだん姿を現すと、受講生もうれしさを隠せない様子であった。蒸気
機関車がうまく動くことを目標に、それぞれが真剣にがんばっていた。

　第４回 「蒸気機関車の製作（４）」
　平成18年7月8日（土） 9:30～12:00
●主な内容　それぞれの受講生が、完成させた蒸気機関車の試運転を
行った。空気ポンプで空気を送り込み、ピストンがうまく動作するかを確かめ
た。うまく動かない場合は、ボイラーの機密性が悪いか、ピストンの先端部分
の研磨が十分でないために、摩擦が大きいかのどちらかの原因が考えられ
ることを説明し、うまく動作しない場合は、適切なアドバイスを行った。空気ポ
ンプで空気を送り込んだときは勢いよく回っても、実際に固形アルコール燃

料を燃やして、動かそうとするとうまく動かないものが多かった。原因として、
車輪がなめらかに回転しないことが考えられることを説明して、受講生がう
まく動くように工夫するように促した。
●参加者の様子　蒸気機関車が動くと、非常に嬉しそうな顔をして喜んで
いた。また、うまく動かないときは、「どこが原因なのか」と困ったような顔をし
ていた。それぞれの受講生が、親子で真剣に取り組み、うまく動いたものに
ついては、自分のことのように喜んでいる姿が非常にほほえましかった。数
回の講座を経て、受講生同士の間も仲良くなっている様子だった。講座後
に蒸気機関車を自宅に持ち帰り、うまく動くように工夫するよう指示した。

　第５回 「宿泊研修（１）」
　平成18年7月16日（日） 9:00～22:00
　（場所：山口県美祢市化石博物館・独立行政法人
　　　　　　　　　　国立山口徳地青少年自然の家）
●主な内容　山口県美祢市の化石博物館の見学と化石の発掘ができる
場所での発掘体験、および国立山口徳地青少年自然の家での天体観測
を行った。化石博物館は、新館と旧館に別れており、旧館の方に実際に美
祢市で出土した化石のコレクションがあるが、今回は新館で生物の進化が
感じられ展示を見学した。受講生は恐竜の大きな頭骨のレプリカや様 な々
生物の化石を興味深く観察していた。昼食後に化石を実際に発掘できる
場所に移動し、発掘体験を行った。日陰の場所がほとんどないことから、熱
中症対策には細心の注意を払って行った。また、池本先生から、ハンマー
の扱い方や、岩石の破片が飛んできて怪我をすることがあるので、各自が
離れて活動するなどの注意を受けた。宿舎に入り、明日の日程などの説明
を行ったあと、天体観測の説明を鹿江先生が行った。天候が悪く、雲が低く
たれ込み、雷もなっていたが、実際に外に出て観察をしているうちに、雲の
切れ間から星が見え始めた。また、この日は流れ星が２つ観察できた。
●参加者の様子　化石の発掘体験では受講生は２時間の間、積極的に
発掘体験に取り組み、化石と思われるものが見つかると、学芸員や指導講
師に見せていた。非常に暑い中、疲れも見せずに一生懸命活動していた。
天体観測では、望遠鏡で木星のガリレオ四大衛星や夏の大三角形その
他の星を観察することができ、参加者は大喜びであった。

　第６回 「宿泊研修（２）」
　平成18年7月17日（月） 7:00～18:00
　（場所：独立行政法人 国立山口徳地青少年然の家・秋芳洞）
●主な内容　一昨年度に訪れた洞窟に入ることができなくなり、活動内容
が心配されたが、下見の際の交渉により、ふだん公開されていない秋芳洞
の支洞（およそ800ｍ）の観察をすることができた。途中はしごを使う場面な
ど、危険な箇所もあったが、保護者とスタッフの協力により全員が怪我もせ
ずに観察することができた。支洞の中は照明が全くなく、参加者の持つ懐
中電灯などの明かりだけが頼りだったが、鍾乳石や洞窟を流れる川などを
観察することができた。ガイドの女性も非常に親切に説明してくれ、受講生
も親しみを感じたようであった。最後にお礼を言うときに、涙ぐんでおられたの
が印象的だった。

　第１２回 講演会「オーロラの話」
　講師：アラスカ大学国際北極圏研究センター所長　
　赤祖父　俊一
　平成18年11月3日（土） 14:00～15:30
●主な内容　一般公開講座であったので、ポスターや「市民と市政」など
の広報活動を行った。予想以上に多くの人が来館し、非常に中身の濃い
講演会になったと感じた。受講生に対しては、事前にオーロラについての知
識を与えることなく講演会を迎えたため、せっかくの講演も消化不良に終
わったところがあったように感じた。
●参加者の様子　講演後の質問の中には、オーロラについて踏み込んだ
ものもあったが、全体的にはあまり理解できていないようであった。このような
講演を講座として行う場合は、事前学習を行う必要があると反省した。

　第１３回 「広島ガス工場見学」
　平成18年11月18日（土） 9:30～12:00
　　　　　　　　　　（場所：広島ガス廿日市工場）
●主な内容　広島ガス工場で行っている事業について、職員から説明を
受けた。説明の内容は、以下の通りであった。
1　輸入した液化天然ガスをガスタンク内に貯蔵している。
2　液化天然ガスを、パイプの中を通しながら温めて気化させ、においを付
けるなど加工して家庭などに送っている。
3 広島ガスでは、工場内で発生した熱も無駄にせず利用するなど環境に
配慮している。
4　ガスコージェネレーションシステムを利用した燃料電池などの研究も行っ
ている。
　その後、天然ガスを貯蔵しているプラントの見学を行った。タンクの中に低
温の液化天然ガスがあるため、まわりに氷が張り付いている様子を見学し
た。次に、サイエンスショー「液体窒素の実験」で、空気の体積の変化やバ
ナナが凍る様子などを体験したりした。また、超低温でおこる超伝導物質に
よるマイスナー効果（電気抵抗がゼロになる現象）について実験を行った。
　最後に事務局から、物質の状態変化についての説明とマイスナー効果
についての簡単な説明を行った。
●参加者の様子　参加者は非常に寒い中、熱心に工場を見学したり、サ
イエンスショーを興味深く見入ったりしていた。状態変化については、原子・
分子の運動についてもふれたが、感想文の中には、「ものはみんな原子・分
子でできていることがわかった。」と書いている受講生もあり、きちんと理解し
ていることがうかがえた。

　第１４回 「カエルの解剖」
　平成18年12月2日（土） 9:30～12:00
●主な内容　アフリカツメガエルを解剖し、セキツイ動物の身体のつくりを
調べるとともに、次回の講座「タンパク質の電気泳動」で使用する肝臓と大
腿筋を採取・保存した。今回は、修了生3名に事前の指導を行い、修了生
が受講生の指導と補助にあたる形で講座を進めた。この進め方は、保護
者にも大変好評で「このような形で修了生が講座に関わる機会を増やして

ほしい」という声が複数あった。
　実習に入る前に、菅野講師より命の大切さについてと途中で投げ出さず
に最後までやり遂げるようにとの注意があった。
　実習を進めるにあたり、修了生3名が進め方をていねいに説明し、実際に
受講生の補助にあたった。とくに麻酔に使用するエチルエーテルは、劇物
であり、吸入すると気分が悪くなることも予想されたため、換気に注意した。
　最後に、次回の講座で使用する肝臓と大腿筋の組織を採取し、フィルム
ケースに入れて冷凍保存した。
●参加者の様子　事前に連絡を受けた受講生以外にも解剖の様子に
ショックを受ける者があり、気にしないように声をかけるなどの配慮をした。中
には、「解剖はやりたくない」といっていた受講生も、事務局が補助をし、声
をかけることで最後まで観察することができた者もあった。
　それぞれの器官・組織名だけでなく、構造と機能のかかわりについて説
明すると、受講生も保護者も興味深く聞き入っていた。

　第１５回 「タンパク質の電気泳動」
　平成18年12月23日（土） 9:30～12:00
●主な内容　前回の講座で保存したアフリカツメガエルの肝臓と大腿筋
について電気泳動用サンプルを作成し、事務局で用意したウシとニワトリの
肝臓とともに電気泳動にかけ、タンパク質の違いを比較した。
　はじめに、事務局からタンパク質についての説明と電気泳動の概要を説
明した。その後、実験サンプル作成を行った。
　サンプルをコウム溝に注入する体験を行った後、電気泳動を行っている
間に広島大学の田中先生より、電気泳動の原理などについて詳しい説明
を受けた。
　説明の内容はタンパク質の構造や遺伝子とのかかわりなど、小学生には
大変高度な内容であったが、受講生は熱心に聞き入っていた。
　その後、電気泳動をかけたゲルをタンパク質染色液で染色し、タンパク
質が存在しない部分の脱色を行った。この間も、田中先生より、細胞が目的
に合ったタンパク質を合成する過程についての説明があった。
●参加者の様子　全体的に実験も難しく、内容も非常に高度であったが、
受講生はそれぞれの受け止め方で内容を理解し、先端科学をかいま見た
ようであった。

　第１６回 「神経の学習・身体のつくり」
　平成19年1月27日（土） 10:00～12:00
　　　　　　　　　　（場所：広島大学病院）
●主な内容　広島大学病院において、CTの画像をコンピュータ解析し、
体内の様子を調べる技術についての講義と施設見学を行った。CTを用い
て撮影したX線画像は、通常体内を輪切りのように撮影するものであるが、
これをコンピュータを用いて画像処理することにより、器官・組織を立体的に
表示することができるようになった。これは、輪切りの状態のデータを重ね合
わせることにより、精密な立体画像を表示することができるようになったという
ことであった。これにより、患者に負担をかけずに体内の様子を調べること
ができるようになった。また、江戸時代に広島で製作された、日本最古の人
骨模型「星野木骨（身幹儀）」についての講義では、木骨が製作されたい

●参加者の様子　2日目で体調を崩す参加者が心配されたが、全員が元
気に活動を始めることができた。この２日間、受講生は積極的に活動に取り
組み、礼儀正しく振る舞うことができた。この宿泊研修が思い出深いものに
なったと感じた。

　第７回 「蒸気機関車の記録会」
　平成18年8月5日（土） 9:30～12:00
●主な内容　自宅に持ち帰って調整した蒸気機関車を実際に走らせて、
何ｍ進むかの記録を取った。実際の記録を取ってみると、まったく動かない
ものや20ｍ近くも進むものがあり、この蒸気機関車の製作の難しさを改めて
認識させられた。うまく進まないものが多かったため、今後も蒸気機関車の
指導を続けることにし、講座の修了後に相談を受け付けることにした。
●参加者の様子　実際には、まだうまく動かないものが多く、受講生は空
気ポンプで空気を送ってピストンがうまく動くかどうかを調べたり、悪戦苦闘
していた。

　第８回 「ボーリング調査」
　平成18年9月2日（土） 9:30～12:00
　　　　　　　　　（場所：広島大学東広島キャンパス）
●主な内容　広島大学本部キャンパス（東広島市）内のぶどう池におけ
る、堆積物のボーリング調査の説明と実際の見学を行った。ぶどう池は40
年前にはぶどう畑であったところに、広島大学の施設建設によって池が形
成され、それ以来40年間にわたって堆積物が堆積している。今回は、池の
底の堆積物をボーリングによってサンプリングし、堆積物中のケイソウを観察
する目的で行われた。まず、広島大学の佐藤先生よりボーリング調査の目的
と方法について説明があり、実際に堆積物を採取するところを４班に分か
れて、ゴムボート上で見学した。古い層は褐色をしており、新しい層になるに
つれて灰色の層になっていた。これは、池ができた当初は土砂が直接池に
流れ込んでおり、新しい層は、微生物のはたらきで有機物が腐敗したものと
考えられるとの説明であった。
●参加者の様子　採取したサンプルをパイプから取り出すと、灰色や褐色
の縞模様ができており、受講生は興味深く観察していた。暑い中であった
が、熱心に説明を聞き、次の観察を楽しみにしているようであった。

　第９回 「地層のつくり」
　平成18年9月16日（土） 9:30～12:00
●主な内容　前回の広島大学本部キャンパス（東広島市）内のぶどう池
における、堆積物のボーリング調査で採取したサンプルの中に含まれるケイ
ソウを顕微鏡で観察した。池本先生より、堆積物の中からケイソウを取り出
す手順について説明があり、手順に従って、堆積物の有機物をパイプ洗浄
剤で取り除き、遠心分離器にかけた後、沈殿物をプレパラートにして観察し
た。思ったよりケイソウは少なくて、実際にケイソウが見られた班は少なかっ
た。ケイソウとその他の堆積物の区別も非常に難しかったため、指導講師

および事務局で補助を行った。後半は、土井先生が手作りで製作された地
層のモデルを使って、ボーリング調査のモデル実験を行った。中の層がどの
ような広がりを持っているかをストローで吸い取りながら調べていった。土井
先生からは、地層が水平に堆積していない場合があることや場所によって
厚みがちがうことがあること、地層の広がりを把握するためには、多くの箇所
でこのようなボーリングを行う必要があることの説明があった。
●参加者の様子　自分のプレパラートの中にケイソウが見つかると、受講
生も保護者も非常に喜び、興味津々で観察していた。また、他の友達のもの
をお互いに観察し、全員が堆積物中のケイソウを観察することができた。
ボーリング調査のモデル実験では、推理ゲームのような感覚で受講生たち
も楽しそうに活動し、非常に喜んでいた。受講生はモデル実験を通じてボー
リング調査の概要を理解したようであった。

　第１０回 「植物の世界」
　平成18年10月21日（土） 9:30～12:00
　　　　　　　　　　（場所：広島市植物公園）
 
●主な内容　広島市植物公園にて、展示されている植物の珍しい生態と
植物が仲間を増やすためにさまざまな工夫をしていることについて解説を
交えながら見学をした。
　その後、展示資料２階研修室で植物の染色体の顕微鏡観察を顕微鏡
投影装置と液晶プロジェクターを用いて行った。植物の遺伝子（ＤＮＡ）が
どのようにまとまって染色体になっていくかの詳しい説明や、植物が厳しい
環境に適応するために遺伝子を重複させ、染色体数が変化することで種
の変化が起こる（倍数化による進化）の説明を聞いた。当初は染色体の観
察をメインに考えていたが、植物公園内のいろいろな植物を解説してもらい
ながら見学する時間をたっぷり取ったことで、受講生が植物に興味を持っ
たのではないかと思われた。なお、この日はテレビ新広島の取材があった
が、子どもたちは取材に元気よく答え、トラブルもなかった。
●参加者の様子　大温室内のふだん見ることのできない植物の解説で
は、受講生は植物公園職員の説明を熱心に聞いていた。特に、大温室内
で実ったバナナの試食や高さが６ｍ以上にもなるタビビトノキの葉を切り落と
して観察するときには、ルーペを使って熱心に観察していた。

　第１１回 「生物どうしのつながり」
　平成18年10月28日（土） 9:30～12:00
●主な内容　フクロウがどのような動物を食べているかを、実際にフクロウ
のペレットに含まれる動物の骨を取り出して、骨格を組み立て、動物の種類
を同定するという作業を通して学習した。フクロウのペレットは、アメリカの動
物園で飼われているフクロウがはき出したペレットを用いた。この授業はアメ
リカのhighschoolで行われているプログラムで、実際の野生動物同士の食
物連鎖が体験的に理解できる優れた教材である。完成させた骨格標本
は、木工用ボンドで固定した。
●参加者の様子　ペレットから骨格を取り出す作業は非常に細かくて根
気のいる作業であったが、受講生および修了生が根気強く熱心に取り組
み、それぞれ骨格標本を完成させることができた。それぞれフクロウがどん
な動物を食べたのかを同定することもできた。

きさつやその後多くの医師がこの木骨を使って医術を学んだこと、鋭い観
察眼で神経や血管が通る穴まで精密に再現されていること、そして後世の
人々がこの木骨を評価し、大切に保存してきたことについて説明があった。
　当時の医師や技術者たちが、人 を々救うために情熱を傾けてできあがっ
た木骨を後世の人々が、その業績を評価し、この木骨を大切に保存してき
たことがよくわかった。
　今回は私立中学の入学試験と重なったため、参加者が16名中10名と
欠席が多く非常に残念であった。
●参加者の様子　受講生および保護者は、医療技術の発展が患者に負
担をかけずに診断・治療を行うことを可能にしていることを理解し、興味深く
見学していた。

　第１７回 「エネルギーの利用」
　平成19年2月10日（土） 9:30～12:00
●主な内容　ジェットコースターモデルによる力学的エネルギーの変換の
実験と、エコカイロを製作し、状態変化による熱の出入りの実験を行った。
ジェットコースターモデルでは、各班でループを作ったり、傾斜を変えたりして
金属球の運動を観察した。
　その後、土井先生から位置エネルギーと運動エネルギーの変換につい
ての説明があった。
　次に、鹿江先生よりエコカイロの紹介があり、各自でエコカイロを製作し
た。酢酸ナトリウム飽和水溶液をつくり、髪留めでショックを与えると、凝固し
て熱を発生した。その後過冷却と凝固熱の説明があった。
●参加者の様子　受講生はどちらの実験も興味深く、楽しそうに行ってい
た。

　第１8回 「環境と化学」
　平成19年2月17日（土） 9:30～12:00
●主な内容　11月に行われたオーロラ先生講演会の内容について、理解
が不十分だと考えられたので、補足の説明を行った。炎色反応の演示実
験を観察し、原子はエネルギーを得る固有の色(波長)の光を出すことにつ
いて説明があった。
　オーロラは、太陽からの荷電粒子(太陽風)が上層大気中の原子にあ
たって原子が光を発するために起こることについて説明があった。
●参加者の様子　電子の軌道についての説明があったが、受講生は難
しい話も熱心に聞き入っていた。

　事業のまとめ
●総括　本事業も来期で5期目を迎え、新しい視点が必要であることを確
認した。そのひとつが自分たちが学習した成果を発表する機会の提供であ
る。そのため、中間発表会と総合発表会を講座日程の中に組み入れた。
　これによって、子どもたちが相互に刺激し合い、また自分が伝えたいことを
相手にうまく伝えるための工夫を行うことを期待している。
　科学を学ぶということは、個人のみならず人とのかかわりの中で学んでい
るということを子どもたちにこの事業を通して伝えていきたい。
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本年度参加者概要
小学5年生     7名
小学6年生　　9名
（応募総数16名）

事 業 日 程 　第１回 「身近な菌類・細菌類」
　平成19年6月2日（土） 9:30～12:00 （開講行事を含む）
●主な内容　開校式を行った後、菌類・細菌類について鹿江講師より説
明を受け、実際に菌類・細菌類を培養する寒天培地を作成した。
　作成した培地に消しゴムやドアノブ、手すり、水道水などをつけて、菌を
培養することにした。
●参加者の様子　子どもたちは、ふだん目に見ることのできない菌類・細菌
類の存在に興味を持って実習に取り組んでいた。培養の結果が楽しみな
様子であったが、実際に自分たちの身のまわりにこのような生物が存在して
いることを意識すると複雑な思いを持ったようであった。

　第２・３回 「遺伝子組み換え」
　平成19年6月 9日（土） 9:30～12:00
　平成19年6月16日（土） 9:30～12:00
●主な内容　6/10①培養した菌の確認②遺伝子組み換え実験
　6/16①前回の遺伝子組み換え実験の結果確認②ブロッコリーのDNA
抽出実験③DNA断片の電気泳動（実習・確認）
　6/10　前回菌を植え付けた培地について菌類・細菌類の存在を確認し
た。種類によってコロニーの色や形状がちがうことを確認し、染色して顕微
鏡観察を行った。
　前回の培養実験を受けて、今回は大腸菌にオワンクラゲの発光物質を
作る遺伝子を組み込む実験を行った。遺伝子を組み込むことにより抗生物
質に対する耐性を獲得したり、もともと分解できなかった糖を分解して発光
物質を作る形質を獲得したりすることを遺伝子組み換えを行わなかった大
腸菌との対照実験によって確認することの説明を受け、実習を行った。
　6/16　まず、前回の遺伝子組み換え実験の結果を確認した。遺伝子を
組み換えた大腸菌が抗生物質に対する耐性とアラビノース（糖）を分解し、
蛍光物質を作る形質を獲得し、組み換えなかった大腸菌との違いを確認
した。次に、広島大学の田中准教授より、遺伝子（DNA）についての説明を
受け、ＤＮＡ抽出実験を行った。その後ＤＮＡの分析方法についての説明
を受け、抽出したＤＮＡを電気泳動にかける実習を行った。マイクロピペット
を使った細かい操作のため、失敗するところもあったが、おおむねよい結果
を出すことができた。
●参加者の様子　この実習を通して子どもたちは目に見えない生物の存
在を意識するようになった。また、本当に形質が変化するのか次回の結果
を楽しみにしているようであった。ＤＮＡ抽出実験では、細かい操作が何段
階もあり、子どもたちには難解な実験であったが、実際に糸状のＤＮＡが析
出すると感動した様子であった。ＤＮＡ、遺伝子という言葉はよく聞くがこの
ようにまとまった説明を受けるのは初めてなので、少しとまどっている様子で
あった。

　第４回 「豚の眼球解剖」
　平成19年7月7日（土） 9:30～12:00
●主な内容　鹿江先生より、光の進み方について（レンズによる屈折・焦点
など）および目の構造について説明があり、盲斑の実習を行った。次に菅野

先生から眼球解剖について説明があり、修了生の指示で解剖実習を進め
ていった。眼球のまわりから脂肪や結合組織を取り除いて観察した後、水
晶体（レンズ）を取り出し、網膜の様子も観察した。
●参加者の様子　盲点の実習では片目を隠して印刷物を少しずつ離し
ていくと、急に見えなくなることから子どもたちからは驚きの声が上がった。ま
た、豚の眼球の解剖実習では、水晶体が無色透明で、新聞紙の上に置く
と実際に字が拡大されて見えることに、子どもたちは改めて驚いていた様
子であった。

　第５回・６回 「宿泊研修」
　平成19年7月15日（日） 9:30～21:00
　平成19年7月16日（月） 6:30～15:00
　　　　　　　　（場所：国立江田島青少年交流の家）
●主な内容　7/15①磯の生物の観察②アサリの生態の観察・解剖
　7/16海洋プランクトンの採集と観察
●参加者の様子　7/15　前日に台風が通過し、実施が危ぶまれたが当
日は好天に恵まれて実施することができた。江田島青少年交流の家に到
着し、昼食を取った後、２グループに分かれて海岸で生物の採集・観察と
シュノーケリングを行った。子どもたちは興味津々で様 な々生物を採集し、観
察していた。夕食後に鹿江先生からアサリの体のつくりについて説明を受
け、アサリの運動の様子を観察し、アサリの解剖を行った。アサリが海水を
吸い込み呼吸をする様子や砂に潜る様子を興味深く観察していた。
　7/16　小雨が時々降る中で３グループに分かれてプランクトンの採集を
行い、顕微鏡観察を行った。子どもたちはプランクトンがどのような場所にい
るかの説明を受けた後、青少年交流の家の船に乗り、プランクトンの採集を
行った。その後採集したプランクトンを顕微鏡観察した。珪藻類などの植物
プランクトンの他、ケンミジンコなどの動物プランクトンも観察でき、子どもたち
はとても喜んでいた。

　第７回 企業連携プログラム
　サタケ「お米とごはんの秘密」
　平成19年8月4日（土）9:30～12:00
　　　　　　　　（場所：株式会社サタケ 東広島工場）
●主な内容　籾から白米までの精米の過程の施設見学および実習
●参加者の様子　こども文化科学館以外の場所で実施するにあたって、
現地集合としたことから事前に会場周辺地図を配布し、使用する交通機
関を調査するなど参加者が迷うことなく来場できるように配慮した。ほとんど
の参加者が開始時間までに来場することができた。　
　広報室長の宗貞さんより、精米の原理・過程の概要の説明を受け、実際
の設備を見学するとともに、簡易実験装置を用いてそれぞれの過程でどの
ように変化するかを確かめていった。参加者はふだん食べている米がこの
ような過程で生産されていることを改めて知り、非常に関心を持った様子で
あった。また、米の表面を電子顕微鏡で観察し、表面の構造がモニターに
映し出されると、興味深く観察していた。
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回 実施日 内容 実施場所 講師

6月2日（土）

6月9日（土）

6月16日（土）

7月7日（土）

7月15日（日）

7月16日（月）

8月4日（土）

8月18日（土）

8月25日（土）

9月8日（土）

9月22日（土）

10月13日（土）

10月22日（月）

11月10日（土）

11月24日（土）

12月8日（土）

12月22日（土）

2月9日（土）

2月23日（土）

3月2日（土）

科学館 3階実習室

広島大学附属東雲中学校
理科室

広島大学附属東雲中学校
理科室

広島大学附属東雲中学校
理科室

広島大学附属東雲中学校
理科室

広島大学附属東雲中学校
理科室

広島市立基町高等学校
地学教室

マツダ技術研究所（宇品）

広島大学 教育学部

科学館 3階実習室

科学館 3階実習室

科学館 3階実習室

科学館 3階実習室

科学館 3階実習室

科学館 1階アポロホール

科学館 2階会議室

科学館 1階アポロホール

国立江田島青少年交流の家

国立江田島青少年交流の家

サタケ（東広島市）

広島大学附属東雲中学校
教論　鹿江宏明　他

広島大学附属東雲中学校
教論　鹿江宏明　他

広島大学大学院先端物質科学研究科
准教授　田中伸和　他

広島市立大洲中学校
教論　菅野浩司

広島大学附属東雲中学校
教論　鹿江宏明　他

広島大学附属東雲中学校
教論　鹿江宏明　他

株式会社サタケ経営本部
広報室長　宗貞　健　他

広島大学附属東雲中学校
教論　鹿江宏明　他

広島大学附属東雲中学校
教論　鹿江宏明　他

広島大学附属東雲中学校
教論　鹿江宏明　他

広島大学附属東雲中学校
教論　鹿江宏明　他

広島大学附属東雲中学校
教論　鹿江宏明　他

広島大学附属東雲中学校
教論　鹿江宏明　他

広島大学附属東雲中学校
教論　鹿江宏明　他

広島大学大学院教育学研究科
准教授　磯崎哲夫

東京大学名誉教授　養老孟司

広島ガス株式会社経営統括本部
広報環境室主任　永田征人

広島市立基町高等学校
教論　池本博司

株式会社マツダ技術研究所
主幹研究員　三角正法　他

広島大学大学院教育学研究科
教授　林　武広

開校式
身近な菌類・細菌類

遺伝子組み換え1

遺伝子組み換え2

豚の眼球解剖

宿泊研修
プランクトンの観察
・海辺の生物観察など

宿泊研修
プランクトンの観察
・海辺の生物観察など

企業連携プログラム
（サタケ）
「お米とご飯の秘密」

ロケットを飛ばそう1

ロケットを飛ばそう2

ロケットを飛ばそう3

中間発表

身近な放射線

養老先生講演会

企業連携プログラム
（広島ガス）
「環境と天然ガス」

企業連携プログラム
（マツダ）
「環境と水素自動車」

化石のクリーニング

プラネタリウム・天体観測
広島大学教育学部天文台

災害から身を守る

総合発表準備

総合発表・修了式

使った講義で、広島ガスが各家庭などに天然ガスを供給する取り組みや、
環境に優しい新エネルギーについての取り組みについて、サイエンスショー
で学んだことや子どもたちがすでに学んでいる科学の原理を交えて分かり
やすく説明された。最後に鹿江先生から、総合発表に向けて永田さんの発
表から学んでほしいことについて説明があった。
●参加者の様子　サイエンスショーでは、「物質が燃焼するための条件」、
「物質の状態変化による体積の変化」、「液体窒素による超低温での様々
な現象」についてわかりやすい説明と体験を交えた実験ショーで楽しく学
ぶことができた。

　第１５回 「化石のクリーニング」
　平成19年11月24日（土） 9:30～12:00
　　　　　　（場所：広島市立基町高等学校 地学教室）
●主な内容　地理的・生態的な環境のとらえ方について、化石のクリーニ
ング（実習）
　栃木県那須塩原市の木の葉化石園から化石の原石を購入し、原石か
ら化石を取り出す実習を行った。講師の池本先生から、「化石は過去の地
球からのメッセージであり、化石から過去の環境を始めいろいろなことがわ
かる」という説明があり、さらに「環境と一口に言ってもいろいろな面がある」
ということで、まず基町高校の屋上からまわりを眺めながら地理的な環境に
ついての説明を受けた。その後、広島城のまわりで植物の観察を行い、い
ろいろな生物どうしがつながって生きていること、いろいろな生物がいっしょ
に住んでいる環境が、豊かな環境であるとの説明を受けた。化石を調べる
ときに必要な２つの視点を学ぶことができた。
●参加者の様子　化石の原石から化石を取り出す実習では、親子で真
剣に実習に取り組む姿が見られた。出てきた化石を池本先生にみてもらい、
何の仲間かを同定してもらっていた。

　第１６回 企業連携プログラム
　マツダ「環境と水素自動車」
　平成19年12月8日（土） 9:30～12:00
　　　　　　　　　　（場所：マツダ技術研究所）
●主な内容　地球温暖化のしくみと、マツダにおける環境保護の取り組み
として、水素ハイブリッドロータリーエンジンの開発についての話を聞いた。
●参加者の様子　地球温暖化の原因などについては、第１４回講座です
でに学んでおり、スムーズに理解することができたようであった。また、水素ハ
イブリッドエンジンを搭載した自動車の排気ガスを実際に調べたところ、水
素を燃やしたときとガソリンを燃やしたときでまったく違うことに驚いている様
子であった。また、水素とガソリンではエンジン音もまったく異なることがよくわ
かった。参加者は実際に水素ハイブリッド車に乗ってみて、その違いを実感
したようであった。

　第１７回 「プラネタリウム・天体観測」
　平成19年12月22日（土）9:30～12:00
　（場所：広島市こども文化科学館
　　　　４階プラネタリウム・広島大学　教育学部）
●主な内容　①プラネタリウム番組視聴と投影のしくみについて②宇宙の
広がりについて（太陽系・銀河系・宇宙の大規模構造）③分光器の製作と
光と色の実験（白色光・単色光・吸収光について）④天体望遠鏡の見学
プラネタリウムの番組視聴の後、プラネタリウム担当者から投影のしくみにつ
いて説明を受けた。その後広島大学にバスで移動し、広島大学の林先生
から、宇宙の広がりについて実際に立体映像を見ながら説明を受けた後、
分光器の製作を行った。
●参加者の様子　プラネタリウムを何度もみている参加者は、投影に使う
機器を興味深げに観察していた。分光器の製作では光の成分を見分ける
ことができる方向にフィルムを貼り付けるのに苦労していた。実際に様 な々
光源について分光器で観察して、その違いを熱心にメモしていた。同じよう
に見える光でも、白熱灯とナトリウムランプで違うこと、同じＬＥＤの光でも色に
よってその成分が違うことなどを観察していた。雨天のため、実際に天体観
測はできず、望遠鏡の見学だけに終わったが、子どもたちは光と色の秘密
を知ることができて貴重な体験ができたように思う。

　第１８回 「災害から身を守る」
　平成20年2月9日（土） 9:30～12:00
　　　　　　（場所：広島大学付属東雲中学校 理科室）
●主な内容　①広島で発生すると考えられる災害について②建物の耐
震構造に関する実験・実習③煙の中での避難実習④土壌の液状化の実
験⑤広島ガスの地震・防災対策
　「災害から身を守る」という本年度新しく取り入れたテーマで、講義と実
習を実施した。広島で起こりうる災害の中で台風などによる土砂災害、地
震、火災について、災害に対する心構えや防災対策、被害を拡大させない
ための方法などについて、実験や実習を交えながら学習した。それぞれの
災害の原因や予想される被害について学習した後、被害を拡大させない
ための対処法について実習を行った。
●参加者の様子　建物の構造については、名古屋大学で開発された紙
製建築模型「紙ぶるる」を用い、屋根や筋交いを入れると建物の揺れ方が
どのように変わるかを自分の目で確かめていた。また、煙を充満させた部屋
から避難する実習においては、視界がほとんどない状態では、行動がかな
り制限されること、恐怖心を伴うことを身をもって体験した。このような実生活
に密着したテーマに、参加者は関心を持って取り組んでいた。

　第１９回 「総合発表準備」
　平成20年2月23日（土） 9:30～12:00
●主な内容　①総合発表の発表形式の確認②総合発表のための準備
（資料作成・発表原稿作成・発表リハーサル）③総合発表当日出席できな
い受講生の発表
　これまで科学を学んできた成果を発表する「総合発表」のための、発表

　第８・９・１０回 「ロケットを飛ばそう」
　平成19年8月18日（土） 9:30～12:00
　平成19年8月25日（土） 9:30～12:00
　平成19年9月 8日（土） 9:30～12:00
　　　　　　（場所：広島大学付属東雲小学校 理科室）
●主な内容　8/18①ロケットが飛ぶ原理の学習②ロケット本体・ノーズコー
ンの製作③ロケットエンジン部分の製作　8/25①ロケットの製作②パラ
シュートの製作③ロケットの試験発射　9/8①ロケットの本発射（2回）②中
間発表の準備
　8/18　鹿江先生より、ロケットづくりのガイダンスを受け、土井先生の指導
によりロケットの本体の製作に取り組んだ。ロケットの製作に入る前に、ロケッ
トが燃料を燃焼させることによって、作用・反作用の原理をつかって飛ぶこと
を学習した。持参したカレンダーを硬く丸めて筒をつくり、本体を作ったり、工
作用紙でフィンを作ったりする作業では、はさみやカッターを使う場面があ
り、基本的な工作用具の使い方についても指導した。
　8/25　前回のロケット製作の続きの作業を行った。ロケットがうまく飛ぶた
めには、重すぎないこと、重心ができるだけ下にあることなどの指導を受け、
それぞれが工夫しながら作業を進めていった。また、滞空時間を延ばすた
めの注意として、パラシュートの大きさやフィンのとりつけ方についての指導
が行われた。実際にロケットを試験発射してみて、それぞれの課題を考え、
次回の本発射に向けて修正をしていた。今回の滞空時間は、最長で19秒
であった。ほとんどの参加者がコースをそれることなくまっすぐにロケットが上
がっており、丁寧に製作していることが窺えた。
　9/8　前回の試験発射を元にロケットを修正し、本発射を２回行った。滞
空時間を延ばすために、パラシュートを大きくしたり、パラシュートを2段にした
りするなどの工夫を凝らしていた。残り30分で次回の中間発表への取り組
みを行った。講師からは資料のまとめ方や発表のしかたについての注意が
あり、発表のテーマについて考えていた。
●参加者の様子　8/18　参加者は親子で協力して意欲的に取り組み、
当初の予定よりも早く本体やエンジン部分を完成させ、パラシュートの作成
に入る家族もあった。子どもたちは、次回のロケット発射を楽しみにしている
ようであった。
　8/25　ほとんどの参加者がコースをそれることなくまっすぐにロケットが上
がっており、丁寧に製作していることが伺えた。
　9/8　実際に発射してみると、ロケットが重くなりすぎたりして思ったような
記録が残せなかった子どももいたが、楽しく活動できた。中間発表のまとめ
では、ほとんどの子どもたちが、もうすでに発表のテーマを決めており、参加
者の意識の高さに感心した。

　第１１回 「中間発表」
　平成19年9月22日 9:30～12:00
●主な内容　中間発表の準備・中間発表
●参加者の様子　これまでに子どもたちに対して中間発表の準備をきち
んとしておくように呼びかけてきたためか、どの子どもも発表のための資料を
準備し、発表の手順を考えるなど、じっくり考えてきたことがうかがえる発表
をしていた。質疑応答では、どの発表においても質問が２、３あり、発表者が
的確に答えており、発表する態度も発表を聞く態度もすばらしかった。
講師はそれぞれの発表者に対して内容に踏み込んだ指導はしていなかっ

たが、子どもたちは自由な発想で自分の興味・関心に沿って研究を進め、発
表することができたと思う。

　第１２回 「身近な放射線」
　平成19年10月13日（土） 9:30～12:00
●ねらい　子どもたちは学校での平和学習などを通じて放射能・放射線に
ついてある程度学習してきているが、放射能・放射線についての科学的な
理解は不十分である。今回の講座を通して、放射線が身近な物質（岩石
など）から出ていること、宇宙線や太陽光線の一部が地表に届いているこ
とを学習した。
●主な内容　①放射線・放射能についての学習②放射線測定装置（は
かるくん）を用いた放射線量の測定③簡易霧箱を用いたα線、β線の軌跡
の観察④大型霧箱を用いたα線、β線の軌跡の観察
●参加者の様子　放射線自体はくわしく学習すると、小学生には理解でき
ない部分が多いが、放射線測定装置による測定や、霧箱による軌跡の観
察を通してある程度は理解することができたのではないかと思う。α線、β線
の軌跡の観察では、軌跡の美しさに親子でしばし見とれている場面が見
受けられた。

　第１３回 養老孟司先生特別講演会「脳から見たヒト」 
　平成19年10月22日（月） 17:30～20:00
●ねらい　子どもたちに優れた業績を上げている科学者の話を直接聞くこ
とのできる機会を設けるために、養老孟司氏に講演を依頼した。
●主な内容　受講生・修了生と養老先生との交流会、養老孟司先生特
別講演会
●参加者の様子　講演前に子どもたちと養老先生が身近に接することが
できる場を設定した。鹿江先生の司会によってなごやかに今までの活動で
興味を持ったことなどを発表し、それに対して養老先生からコメントをもらっ
て子どもたちはとてもうれしそうであった。最後に養老先生と記念写真を撮
ることができた。
　養老先生の講演は、子どもたちにも分かりやすく、大変興味深い講演で
あり、子どもたちの質問にも分かりやすく答えていただいた。一般の方の質
問にも丁寧に答えていただいた。

　第１４回 企業連携プログラム
　広島ガス「環境と天然ガス」
　平成19年11月10日（土） 9:30～12:00
●主な内容　チームグルービーのサイエンスショー観覧、「環境と天然ガ
ス」講義
　サイエンスショー観覧の前に、講師の永田さんよりサイエンスショーの概
略の説明があり、「どんな点に注意して観てほしいか」という話があった。た
だサイエンスショーを観るのではなく、観る視点を与えるという意味で非常に
重要なことだと感じた。サイエンスショーの後、永田さんのパワーポイントを

用資料・発表原稿の作成を行った。すでに前回の講座で発表のおよその
内容について決めていたが、講師のアドバイスで聞き手に分かりやすい表
現に修正した受講生もいた。講師から、発表時間（5分）以内に発表ができ
るように、時間配分を考えておくことと、自分の問題意識をはっきり分かるよう
に説明することなどのアドバイスがあった。
●参加者の様子　受講生は自分で用意した資料を調べてまとめたり、親
子でその内容を確認したりしながら熱心に発表準備に取り組んでいた。総
合発表当日出席できない受講生1名がこの日に発表を行った。5分間できち
んと発表を行った。聞き手の受講生・保護者から発表内容についての質問
があり、きちんと資料を示しながら答えていた。

　第２０回 「総合発表・終了式」
　平成20年3月2日（土） 9:30～12:00
●主な内容　ＳＳＭ１年間の活動の総まとめとして総合発表を行った。
●参加者の様子　子どもたちは自分が調べたことをきちんとまとめ、それぞ
れ工夫して発表していた。また、発表後の質疑応答では、発表者の発表に
対して的確な質問をしていた。自分の発表だけでなく、他の発表者の発表
についても興味を持ち、きちんとした態度で聞くことができたことは、この1年
間の活動でお互いに信頼し合い、尊重し合う態度が養われたためであると
思う。1年間の講座の中で、お互いに協力し合い、意見を出しあいながら科
学を学ぶことにより、相手を尊重することが身についたことが参加者にとっ
て一番の成果であったのではないかと思った。

　事業のまとめ
●総括　本事業も5期目を迎え、新しい視点が必要であることを確認した。
そのひとつが自分たちが学習した成果を発表する機会の提供である。その
ため、中間発表会と総合発表会を講座日程の中に組み入れた。
　これによって、子どもたちが相互に刺激し合い、また自分が伝えたいことを
相手にうまく伝えるための工夫を行うことを期待している。
　科学を学ぶということは、個人のみならず人とのかかわりの中で学んでい
るということを子どもたちにこの事業を通して伝えていきたい。
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　第１回 「身近な菌類・細菌類」
　平成19年6月2日（土） 9:30～12:00 （開講行事を含む）
●主な内容　開校式を行った後、菌類・細菌類について鹿江講師より説
明を受け、実際に菌類・細菌類を培養する寒天培地を作成した。
　作成した培地に消しゴムやドアノブ、手すり、水道水などをつけて、菌を
培養することにした。
●参加者の様子　子どもたちは、ふだん目に見ることのできない菌類・細菌
類の存在に興味を持って実習に取り組んでいた。培養の結果が楽しみな
様子であったが、実際に自分たちの身のまわりにこのような生物が存在して
いることを意識すると複雑な思いを持ったようであった。

　第２・３回 「遺伝子組み換え」
　平成19年6月 9日（土） 9:30～12:00
　平成19年6月16日（土） 9:30～12:00
●主な内容　6/10①培養した菌の確認②遺伝子組み換え実験
　6/16①前回の遺伝子組み換え実験の結果確認②ブロッコリーのDNA
抽出実験③DNA断片の電気泳動（実習・確認）
　6/10　前回菌を植え付けた培地について菌類・細菌類の存在を確認し
た。種類によってコロニーの色や形状がちがうことを確認し、染色して顕微
鏡観察を行った。
　前回の培養実験を受けて、今回は大腸菌にオワンクラゲの発光物質を
作る遺伝子を組み込む実験を行った。遺伝子を組み込むことにより抗生物
質に対する耐性を獲得したり、もともと分解できなかった糖を分解して発光
物質を作る形質を獲得したりすることを遺伝子組み換えを行わなかった大
腸菌との対照実験によって確認することの説明を受け、実習を行った。
　6/16　まず、前回の遺伝子組み換え実験の結果を確認した。遺伝子を
組み換えた大腸菌が抗生物質に対する耐性とアラビノース（糖）を分解し、
蛍光物質を作る形質を獲得し、組み換えなかった大腸菌との違いを確認
した。次に、広島大学の田中准教授より、遺伝子（DNA）についての説明を
受け、ＤＮＡ抽出実験を行った。その後ＤＮＡの分析方法についての説明
を受け、抽出したＤＮＡを電気泳動にかける実習を行った。マイクロピペット
を使った細かい操作のため、失敗するところもあったが、おおむねよい結果
を出すことができた。
●参加者の様子　この実習を通して子どもたちは目に見えない生物の存
在を意識するようになった。また、本当に形質が変化するのか次回の結果
を楽しみにしているようであった。ＤＮＡ抽出実験では、細かい操作が何段
階もあり、子どもたちには難解な実験であったが、実際に糸状のＤＮＡが析
出すると感動した様子であった。ＤＮＡ、遺伝子という言葉はよく聞くがこの
ようにまとまった説明を受けるのは初めてなので、少しとまどっている様子で
あった。

　第４回 「豚の眼球解剖」
　平成19年7月7日（土） 9:30～12:00
●主な内容　鹿江先生より、光の進み方について（レンズによる屈折・焦点
など）および目の構造について説明があり、盲斑の実習を行った。次に菅野

先生から眼球解剖について説明があり、修了生の指示で解剖実習を進め
ていった。眼球のまわりから脂肪や結合組織を取り除いて観察した後、水
晶体（レンズ）を取り出し、網膜の様子も観察した。
●参加者の様子　盲点の実習では片目を隠して印刷物を少しずつ離し
ていくと、急に見えなくなることから子どもたちからは驚きの声が上がった。ま
た、豚の眼球の解剖実習では、水晶体が無色透明で、新聞紙の上に置く
と実際に字が拡大されて見えることに、子どもたちは改めて驚いていた様
子であった。

　第５回・６回 「宿泊研修」
　平成19年7月15日（日） 9:30～21:00
　平成19年7月16日（月） 6:30～15:00
　　　　　　　　（場所：国立江田島青少年交流の家）
●主な内容　7/15①磯の生物の観察②アサリの生態の観察・解剖
　7/16海洋プランクトンの採集と観察
●参加者の様子　7/15　前日に台風が通過し、実施が危ぶまれたが当
日は好天に恵まれて実施することができた。江田島青少年交流の家に到
着し、昼食を取った後、２グループに分かれて海岸で生物の採集・観察と
シュノーケリングを行った。子どもたちは興味津々で様 な々生物を採集し、観
察していた。夕食後に鹿江先生からアサリの体のつくりについて説明を受
け、アサリの運動の様子を観察し、アサリの解剖を行った。アサリが海水を
吸い込み呼吸をする様子や砂に潜る様子を興味深く観察していた。
　7/16　小雨が時々降る中で３グループに分かれてプランクトンの採集を
行い、顕微鏡観察を行った。子どもたちはプランクトンがどのような場所にい
るかの説明を受けた後、青少年交流の家の船に乗り、プランクトンの採集を
行った。その後採集したプランクトンを顕微鏡観察した。珪藻類などの植物
プランクトンの他、ケンミジンコなどの動物プランクトンも観察でき、子どもたち
はとても喜んでいた。

　第７回 企業連携プログラム
　サタケ「お米とごはんの秘密」
　平成19年8月4日（土）9:30～12:00
　　　　　　　　（場所：株式会社サタケ 東広島工場）
●主な内容　籾から白米までの精米の過程の施設見学および実習
●参加者の様子　こども文化科学館以外の場所で実施するにあたって、
現地集合としたことから事前に会場周辺地図を配布し、使用する交通機
関を調査するなど参加者が迷うことなく来場できるように配慮した。ほとんど
の参加者が開始時間までに来場することができた。　
　広報室長の宗貞さんより、精米の原理・過程の概要の説明を受け、実際
の設備を見学するとともに、簡易実験装置を用いてそれぞれの過程でどの
ように変化するかを確かめていった。参加者はふだん食べている米がこの
ような過程で生産されていることを改めて知り、非常に関心を持った様子で
あった。また、米の表面を電子顕微鏡で観察し、表面の構造がモニターに
映し出されると、興味深く観察していた。

使った講義で、広島ガスが各家庭などに天然ガスを供給する取り組みや、
環境に優しい新エネルギーについての取り組みについて、サイエンスショー
で学んだことや子どもたちがすでに学んでいる科学の原理を交えて分かり
やすく説明された。最後に鹿江先生から、総合発表に向けて永田さんの発
表から学んでほしいことについて説明があった。
●参加者の様子　サイエンスショーでは、「物質が燃焼するための条件」、
「物質の状態変化による体積の変化」、「液体窒素による超低温での様々
な現象」についてわかりやすい説明と体験を交えた実験ショーで楽しく学
ぶことができた。

　第１５回 「化石のクリーニング」
　平成19年11月24日（土） 9:30～12:00
　　　　　　（場所：広島市立基町高等学校 地学教室）
●主な内容　地理的・生態的な環境のとらえ方について、化石のクリーニ
ング（実習）
　栃木県那須塩原市の木の葉化石園から化石の原石を購入し、原石か
ら化石を取り出す実習を行った。講師の池本先生から、「化石は過去の地
球からのメッセージであり、化石から過去の環境を始めいろいろなことがわ
かる」という説明があり、さらに「環境と一口に言ってもいろいろな面がある」
ということで、まず基町高校の屋上からまわりを眺めながら地理的な環境に
ついての説明を受けた。その後、広島城のまわりで植物の観察を行い、い
ろいろな生物どうしがつながって生きていること、いろいろな生物がいっしょ
に住んでいる環境が、豊かな環境であるとの説明を受けた。化石を調べる
ときに必要な２つの視点を学ぶことができた。
●参加者の様子　化石の原石から化石を取り出す実習では、親子で真
剣に実習に取り組む姿が見られた。出てきた化石を池本先生にみてもらい、
何の仲間かを同定してもらっていた。

　第１６回 企業連携プログラム
　マツダ「環境と水素自動車」
　平成19年12月8日（土） 9:30～12:00
　　　　　　　　　　（場所：マツダ技術研究所）
●主な内容　地球温暖化のしくみと、マツダにおける環境保護の取り組み
として、水素ハイブリッドロータリーエンジンの開発についての話を聞いた。
●参加者の様子　地球温暖化の原因などについては、第１４回講座です
でに学んでおり、スムーズに理解することができたようであった。また、水素ハ
イブリッドエンジンを搭載した自動車の排気ガスを実際に調べたところ、水
素を燃やしたときとガソリンを燃やしたときでまったく違うことに驚いている様
子であった。また、水素とガソリンではエンジン音もまったく異なることがよくわ
かった。参加者は実際に水素ハイブリッド車に乗ってみて、その違いを実感
したようであった。

　第１７回 「プラネタリウム・天体観測」
　平成19年12月22日（土）9:30～12:00
　（場所：広島市こども文化科学館
　　　　４階プラネタリウム・広島大学　教育学部）
●主な内容　①プラネタリウム番組視聴と投影のしくみについて②宇宙の
広がりについて（太陽系・銀河系・宇宙の大規模構造）③分光器の製作と
光と色の実験（白色光・単色光・吸収光について）④天体望遠鏡の見学
プラネタリウムの番組視聴の後、プラネタリウム担当者から投影のしくみにつ
いて説明を受けた。その後広島大学にバスで移動し、広島大学の林先生
から、宇宙の広がりについて実際に立体映像を見ながら説明を受けた後、
分光器の製作を行った。
●参加者の様子　プラネタリウムを何度もみている参加者は、投影に使う
機器を興味深げに観察していた。分光器の製作では光の成分を見分ける
ことができる方向にフィルムを貼り付けるのに苦労していた。実際に様 な々
光源について分光器で観察して、その違いを熱心にメモしていた。同じよう
に見える光でも、白熱灯とナトリウムランプで違うこと、同じＬＥＤの光でも色に
よってその成分が違うことなどを観察していた。雨天のため、実際に天体観
測はできず、望遠鏡の見学だけに終わったが、子どもたちは光と色の秘密
を知ることができて貴重な体験ができたように思う。

　第１８回 「災害から身を守る」
　平成20年2月9日（土） 9:30～12:00
　　　　　　（場所：広島大学付属東雲中学校 理科室）
●主な内容　①広島で発生すると考えられる災害について②建物の耐
震構造に関する実験・実習③煙の中での避難実習④土壌の液状化の実
験⑤広島ガスの地震・防災対策
　「災害から身を守る」という本年度新しく取り入れたテーマで、講義と実
習を実施した。広島で起こりうる災害の中で台風などによる土砂災害、地
震、火災について、災害に対する心構えや防災対策、被害を拡大させない
ための方法などについて、実験や実習を交えながら学習した。それぞれの
災害の原因や予想される被害について学習した後、被害を拡大させない
ための対処法について実習を行った。
●参加者の様子　建物の構造については、名古屋大学で開発された紙
製建築模型「紙ぶるる」を用い、屋根や筋交いを入れると建物の揺れ方が
どのように変わるかを自分の目で確かめていた。また、煙を充満させた部屋
から避難する実習においては、視界がほとんどない状態では、行動がかな
り制限されること、恐怖心を伴うことを身をもって体験した。このような実生活
に密着したテーマに、参加者は関心を持って取り組んでいた。

　第１９回 「総合発表準備」
　平成20年2月23日（土） 9:30～12:00
●主な内容　①総合発表の発表形式の確認②総合発表のための準備
（資料作成・発表原稿作成・発表リハーサル）③総合発表当日出席できな
い受講生の発表
　これまで科学を学んできた成果を発表する「総合発表」のための、発表

　第８・９・１０回 「ロケットを飛ばそう」
　平成19年8月18日（土） 9:30～12:00
　平成19年8月25日（土） 9:30～12:00
　平成19年9月 8日（土） 9:30～12:00
　　　　　　（場所：広島大学付属東雲小学校 理科室）
●主な内容　8/18①ロケットが飛ぶ原理の学習②ロケット本体・ノーズコー
ンの製作③ロケットエンジン部分の製作　8/25①ロケットの製作②パラ
シュートの製作③ロケットの試験発射　9/8①ロケットの本発射（2回）②中
間発表の準備
　8/18　鹿江先生より、ロケットづくりのガイダンスを受け、土井先生の指導
によりロケットの本体の製作に取り組んだ。ロケットの製作に入る前に、ロケッ
トが燃料を燃焼させることによって、作用・反作用の原理をつかって飛ぶこと
を学習した。持参したカレンダーを硬く丸めて筒をつくり、本体を作ったり、工
作用紙でフィンを作ったりする作業では、はさみやカッターを使う場面があ
り、基本的な工作用具の使い方についても指導した。
　8/25　前回のロケット製作の続きの作業を行った。ロケットがうまく飛ぶた
めには、重すぎないこと、重心ができるだけ下にあることなどの指導を受け、
それぞれが工夫しながら作業を進めていった。また、滞空時間を延ばすた
めの注意として、パラシュートの大きさやフィンのとりつけ方についての指導
が行われた。実際にロケットを試験発射してみて、それぞれの課題を考え、
次回の本発射に向けて修正をしていた。今回の滞空時間は、最長で19秒
であった。ほとんどの参加者がコースをそれることなくまっすぐにロケットが上
がっており、丁寧に製作していることが窺えた。
　9/8　前回の試験発射を元にロケットを修正し、本発射を２回行った。滞
空時間を延ばすために、パラシュートを大きくしたり、パラシュートを2段にした
りするなどの工夫を凝らしていた。残り30分で次回の中間発表への取り組
みを行った。講師からは資料のまとめ方や発表のしかたについての注意が
あり、発表のテーマについて考えていた。
●参加者の様子　8/18　参加者は親子で協力して意欲的に取り組み、
当初の予定よりも早く本体やエンジン部分を完成させ、パラシュートの作成
に入る家族もあった。子どもたちは、次回のロケット発射を楽しみにしている
ようであった。
　8/25　ほとんどの参加者がコースをそれることなくまっすぐにロケットが上
がっており、丁寧に製作していることが伺えた。
　9/8　実際に発射してみると、ロケットが重くなりすぎたりして思ったような
記録が残せなかった子どももいたが、楽しく活動できた。中間発表のまとめ
では、ほとんどの子どもたちが、もうすでに発表のテーマを決めており、参加
者の意識の高さに感心した。

　第１１回 「中間発表」
　平成19年9月22日 9:30～12:00
●主な内容　中間発表の準備・中間発表
●参加者の様子　これまでに子どもたちに対して中間発表の準備をきち
んとしておくように呼びかけてきたためか、どの子どもも発表のための資料を
準備し、発表の手順を考えるなど、じっくり考えてきたことがうかがえる発表
をしていた。質疑応答では、どの発表においても質問が２、３あり、発表者が
的確に答えており、発表する態度も発表を聞く態度もすばらしかった。
講師はそれぞれの発表者に対して内容に踏み込んだ指導はしていなかっ

たが、子どもたちは自由な発想で自分の興味・関心に沿って研究を進め、発
表することができたと思う。

　第１２回 「身近な放射線」
　平成19年10月13日（土） 9:30～12:00
●ねらい　子どもたちは学校での平和学習などを通じて放射能・放射線に
ついてある程度学習してきているが、放射能・放射線についての科学的な
理解は不十分である。今回の講座を通して、放射線が身近な物質（岩石
など）から出ていること、宇宙線や太陽光線の一部が地表に届いているこ
とを学習した。
●主な内容　①放射線・放射能についての学習②放射線測定装置（は
かるくん）を用いた放射線量の測定③簡易霧箱を用いたα線、β線の軌跡
の観察④大型霧箱を用いたα線、β線の軌跡の観察
●参加者の様子　放射線自体はくわしく学習すると、小学生には理解でき
ない部分が多いが、放射線測定装置による測定や、霧箱による軌跡の観
察を通してある程度は理解することができたのではないかと思う。α線、β線
の軌跡の観察では、軌跡の美しさに親子でしばし見とれている場面が見
受けられた。

　第１３回 養老孟司先生特別講演会「脳から見たヒト」 
　平成19年10月22日（月） 17:30～20:00
●ねらい　子どもたちに優れた業績を上げている科学者の話を直接聞くこ
とのできる機会を設けるために、養老孟司氏に講演を依頼した。
●主な内容　受講生・修了生と養老先生との交流会、養老孟司先生特
別講演会
●参加者の様子　講演前に子どもたちと養老先生が身近に接することが
できる場を設定した。鹿江先生の司会によってなごやかに今までの活動で
興味を持ったことなどを発表し、それに対して養老先生からコメントをもらっ
て子どもたちはとてもうれしそうであった。最後に養老先生と記念写真を撮
ることができた。
　養老先生の講演は、子どもたちにも分かりやすく、大変興味深い講演で
あり、子どもたちの質問にも分かりやすく答えていただいた。一般の方の質
問にも丁寧に答えていただいた。

　第１４回 企業連携プログラム
　広島ガス「環境と天然ガス」
　平成19年11月10日（土） 9:30～12:00
●主な内容　チームグルービーのサイエンスショー観覧、「環境と天然ガ
ス」講義
　サイエンスショー観覧の前に、講師の永田さんよりサイエンスショーの概
略の説明があり、「どんな点に注意して観てほしいか」という話があった。た
だサイエンスショーを観るのではなく、観る視点を与えるという意味で非常に
重要なことだと感じた。サイエンスショーの後、永田さんのパワーポイントを

用資料・発表原稿の作成を行った。すでに前回の講座で発表のおよその
内容について決めていたが、講師のアドバイスで聞き手に分かりやすい表
現に修正した受講生もいた。講師から、発表時間（5分）以内に発表ができ
るように、時間配分を考えておくことと、自分の問題意識をはっきり分かるよう
に説明することなどのアドバイスがあった。
●参加者の様子　受講生は自分で用意した資料を調べてまとめたり、親
子でその内容を確認したりしながら熱心に発表準備に取り組んでいた。総
合発表当日出席できない受講生1名がこの日に発表を行った。5分間できち
んと発表を行った。聞き手の受講生・保護者から発表内容についての質問
があり、きちんと資料を示しながら答えていた。

　第２０回 「総合発表・終了式」
　平成20年3月2日（土） 9:30～12:00
●主な内容　ＳＳＭ１年間の活動の総まとめとして総合発表を行った。
●参加者の様子　子どもたちは自分が調べたことをきちんとまとめ、それぞ
れ工夫して発表していた。また、発表後の質疑応答では、発表者の発表に
対して的確な質問をしていた。自分の発表だけでなく、他の発表者の発表
についても興味を持ち、きちんとした態度で聞くことができたことは、この1年
間の活動でお互いに信頼し合い、尊重し合う態度が養われたためであると
思う。1年間の講座の中で、お互いに協力し合い、意見を出しあいながら科
学を学ぶことにより、相手を尊重することが身についたことが参加者にとっ
て一番の成果であったのではないかと思った。

　事業のまとめ
●総括　本事業も5期目を迎え、新しい視点が必要であることを確認した。
そのひとつが自分たちが学習した成果を発表する機会の提供である。その
ため、中間発表会と総合発表会を講座日程の中に組み入れた。
　これによって、子どもたちが相互に刺激し合い、また自分が伝えたいことを
相手にうまく伝えるための工夫を行うことを期待している。
　科学を学ぶということは、個人のみならず人とのかかわりの中で学んでい
るということを子どもたちにこの事業を通して伝えていきたい。
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　第１回 「身近な菌類・細菌類」
　平成19年6月2日（土） 9:30～12:00 （開講行事を含む）
●主な内容　開校式を行った後、菌類・細菌類について鹿江講師より説
明を受け、実際に菌類・細菌類を培養する寒天培地を作成した。
　作成した培地に消しゴムやドアノブ、手すり、水道水などをつけて、菌を
培養することにした。
●参加者の様子　子どもたちは、ふだん目に見ることのできない菌類・細菌
類の存在に興味を持って実習に取り組んでいた。培養の結果が楽しみな
様子であったが、実際に自分たちの身のまわりにこのような生物が存在して
いることを意識すると複雑な思いを持ったようであった。

　第２・３回 「遺伝子組み換え」
　平成19年6月 9日（土） 9:30～12:00
　平成19年6月16日（土） 9:30～12:00
●主な内容　6/10①培養した菌の確認②遺伝子組み換え実験
　6/16①前回の遺伝子組み換え実験の結果確認②ブロッコリーのDNA
抽出実験③DNA断片の電気泳動（実習・確認）
　6/10　前回菌を植え付けた培地について菌類・細菌類の存在を確認し
た。種類によってコロニーの色や形状がちがうことを確認し、染色して顕微
鏡観察を行った。
　前回の培養実験を受けて、今回は大腸菌にオワンクラゲの発光物質を
作る遺伝子を組み込む実験を行った。遺伝子を組み込むことにより抗生物
質に対する耐性を獲得したり、もともと分解できなかった糖を分解して発光
物質を作る形質を獲得したりすることを遺伝子組み換えを行わなかった大
腸菌との対照実験によって確認することの説明を受け、実習を行った。
　6/16　まず、前回の遺伝子組み換え実験の結果を確認した。遺伝子を
組み換えた大腸菌が抗生物質に対する耐性とアラビノース（糖）を分解し、
蛍光物質を作る形質を獲得し、組み換えなかった大腸菌との違いを確認
した。次に、広島大学の田中准教授より、遺伝子（DNA）についての説明を
受け、ＤＮＡ抽出実験を行った。その後ＤＮＡの分析方法についての説明
を受け、抽出したＤＮＡを電気泳動にかける実習を行った。マイクロピペット
を使った細かい操作のため、失敗するところもあったが、おおむねよい結果
を出すことができた。
●参加者の様子　この実習を通して子どもたちは目に見えない生物の存
在を意識するようになった。また、本当に形質が変化するのか次回の結果
を楽しみにしているようであった。ＤＮＡ抽出実験では、細かい操作が何段
階もあり、子どもたちには難解な実験であったが、実際に糸状のＤＮＡが析
出すると感動した様子であった。ＤＮＡ、遺伝子という言葉はよく聞くがこの
ようにまとまった説明を受けるのは初めてなので、少しとまどっている様子で
あった。

　第４回 「豚の眼球解剖」
　平成19年7月7日（土） 9:30～12:00
●主な内容　鹿江先生より、光の進み方について（レンズによる屈折・焦点
など）および目の構造について説明があり、盲斑の実習を行った。次に菅野

先生から眼球解剖について説明があり、修了生の指示で解剖実習を進め
ていった。眼球のまわりから脂肪や結合組織を取り除いて観察した後、水
晶体（レンズ）を取り出し、網膜の様子も観察した。
●参加者の様子　盲点の実習では片目を隠して印刷物を少しずつ離し
ていくと、急に見えなくなることから子どもたちからは驚きの声が上がった。ま
た、豚の眼球の解剖実習では、水晶体が無色透明で、新聞紙の上に置く
と実際に字が拡大されて見えることに、子どもたちは改めて驚いていた様
子であった。

　第５回・６回 「宿泊研修」
　平成19年7月15日（日） 9:30～21:00
　平成19年7月16日（月） 6:30～15:00
　　　　　　　　（場所：国立江田島青少年交流の家）
●主な内容　7/15①磯の生物の観察②アサリの生態の観察・解剖
　7/16海洋プランクトンの採集と観察
●参加者の様子　7/15　前日に台風が通過し、実施が危ぶまれたが当
日は好天に恵まれて実施することができた。江田島青少年交流の家に到
着し、昼食を取った後、２グループに分かれて海岸で生物の採集・観察と
シュノーケリングを行った。子どもたちは興味津々で様 な々生物を採集し、観
察していた。夕食後に鹿江先生からアサリの体のつくりについて説明を受
け、アサリの運動の様子を観察し、アサリの解剖を行った。アサリが海水を
吸い込み呼吸をする様子や砂に潜る様子を興味深く観察していた。
　7/16　小雨が時々降る中で３グループに分かれてプランクトンの採集を
行い、顕微鏡観察を行った。子どもたちはプランクトンがどのような場所にい
るかの説明を受けた後、青少年交流の家の船に乗り、プランクトンの採集を
行った。その後採集したプランクトンを顕微鏡観察した。珪藻類などの植物
プランクトンの他、ケンミジンコなどの動物プランクトンも観察でき、子どもたち
はとても喜んでいた。

　第７回 企業連携プログラム
　サタケ「お米とごはんの秘密」
　平成19年8月4日（土）9:30～12:00
　　　　　　　　（場所：株式会社サタケ 東広島工場）
●主な内容　籾から白米までの精米の過程の施設見学および実習
●参加者の様子　こども文化科学館以外の場所で実施するにあたって、
現地集合としたことから事前に会場周辺地図を配布し、使用する交通機
関を調査するなど参加者が迷うことなく来場できるように配慮した。ほとんど
の参加者が開始時間までに来場することができた。　
　広報室長の宗貞さんより、精米の原理・過程の概要の説明を受け、実際
の設備を見学するとともに、簡易実験装置を用いてそれぞれの過程でどの
ように変化するかを確かめていった。参加者はふだん食べている米がこの
ような過程で生産されていることを改めて知り、非常に関心を持った様子で
あった。また、米の表面を電子顕微鏡で観察し、表面の構造がモニターに
映し出されると、興味深く観察していた。

使った講義で、広島ガスが各家庭などに天然ガスを供給する取り組みや、
環境に優しい新エネルギーについての取り組みについて、サイエンスショー
で学んだことや子どもたちがすでに学んでいる科学の原理を交えて分かり
やすく説明された。最後に鹿江先生から、総合発表に向けて永田さんの発
表から学んでほしいことについて説明があった。
●参加者の様子　サイエンスショーでは、「物質が燃焼するための条件」、
「物質の状態変化による体積の変化」、「液体窒素による超低温での様々
な現象」についてわかりやすい説明と体験を交えた実験ショーで楽しく学
ぶことができた。

　第１５回 「化石のクリーニング」
　平成19年11月24日（土） 9:30～12:00
　　　　　　（場所：広島市立基町高等学校 地学教室）
●主な内容　地理的・生態的な環境のとらえ方について、化石のクリーニ
ング（実習）
　栃木県那須塩原市の木の葉化石園から化石の原石を購入し、原石か
ら化石を取り出す実習を行った。講師の池本先生から、「化石は過去の地
球からのメッセージであり、化石から過去の環境を始めいろいろなことがわ
かる」という説明があり、さらに「環境と一口に言ってもいろいろな面がある」
ということで、まず基町高校の屋上からまわりを眺めながら地理的な環境に
ついての説明を受けた。その後、広島城のまわりで植物の観察を行い、い
ろいろな生物どうしがつながって生きていること、いろいろな生物がいっしょ
に住んでいる環境が、豊かな環境であるとの説明を受けた。化石を調べる
ときに必要な２つの視点を学ぶことができた。
●参加者の様子　化石の原石から化石を取り出す実習では、親子で真
剣に実習に取り組む姿が見られた。出てきた化石を池本先生にみてもらい、
何の仲間かを同定してもらっていた。

　第１６回 企業連携プログラム
　マツダ「環境と水素自動車」
　平成19年12月8日（土） 9:30～12:00
　　　　　　　　　　（場所：マツダ技術研究所）
●主な内容　地球温暖化のしくみと、マツダにおける環境保護の取り組み
として、水素ハイブリッドロータリーエンジンの開発についての話を聞いた。
●参加者の様子　地球温暖化の原因などについては、第１４回講座です
でに学んでおり、スムーズに理解することができたようであった。また、水素ハ
イブリッドエンジンを搭載した自動車の排気ガスを実際に調べたところ、水
素を燃やしたときとガソリンを燃やしたときでまったく違うことに驚いている様
子であった。また、水素とガソリンではエンジン音もまったく異なることがよくわ
かった。参加者は実際に水素ハイブリッド車に乗ってみて、その違いを実感
したようであった。

　第１７回 「プラネタリウム・天体観測」
　平成19年12月22日（土）9:30～12:00
　（場所：広島市こども文化科学館
　　　　４階プラネタリウム・広島大学　教育学部）
●主な内容　①プラネタリウム番組視聴と投影のしくみについて②宇宙の
広がりについて（太陽系・銀河系・宇宙の大規模構造）③分光器の製作と
光と色の実験（白色光・単色光・吸収光について）④天体望遠鏡の見学
プラネタリウムの番組視聴の後、プラネタリウム担当者から投影のしくみにつ
いて説明を受けた。その後広島大学にバスで移動し、広島大学の林先生
から、宇宙の広がりについて実際に立体映像を見ながら説明を受けた後、
分光器の製作を行った。
●参加者の様子　プラネタリウムを何度もみている参加者は、投影に使う
機器を興味深げに観察していた。分光器の製作では光の成分を見分ける
ことができる方向にフィルムを貼り付けるのに苦労していた。実際に様 な々
光源について分光器で観察して、その違いを熱心にメモしていた。同じよう
に見える光でも、白熱灯とナトリウムランプで違うこと、同じＬＥＤの光でも色に
よってその成分が違うことなどを観察していた。雨天のため、実際に天体観
測はできず、望遠鏡の見学だけに終わったが、子どもたちは光と色の秘密
を知ることができて貴重な体験ができたように思う。

　第１８回 「災害から身を守る」
　平成20年2月9日（土） 9:30～12:00
　　　　　　（場所：広島大学付属東雲中学校 理科室）
●主な内容　①広島で発生すると考えられる災害について②建物の耐
震構造に関する実験・実習③煙の中での避難実習④土壌の液状化の実
験⑤広島ガスの地震・防災対策
　「災害から身を守る」という本年度新しく取り入れたテーマで、講義と実
習を実施した。広島で起こりうる災害の中で台風などによる土砂災害、地
震、火災について、災害に対する心構えや防災対策、被害を拡大させない
ための方法などについて、実験や実習を交えながら学習した。それぞれの
災害の原因や予想される被害について学習した後、被害を拡大させない
ための対処法について実習を行った。
●参加者の様子　建物の構造については、名古屋大学で開発された紙
製建築模型「紙ぶるる」を用い、屋根や筋交いを入れると建物の揺れ方が
どのように変わるかを自分の目で確かめていた。また、煙を充満させた部屋
から避難する実習においては、視界がほとんどない状態では、行動がかな
り制限されること、恐怖心を伴うことを身をもって体験した。このような実生活
に密着したテーマに、参加者は関心を持って取り組んでいた。

　第１９回 「総合発表準備」
　平成20年2月23日（土） 9:30～12:00
●主な内容　①総合発表の発表形式の確認②総合発表のための準備
（資料作成・発表原稿作成・発表リハーサル）③総合発表当日出席できな
い受講生の発表
　これまで科学を学んできた成果を発表する「総合発表」のための、発表

　第８・９・１０回 「ロケットを飛ばそう」
　平成19年8月18日（土） 9:30～12:00
　平成19年8月25日（土） 9:30～12:00
　平成19年9月 8日（土） 9:30～12:00
　　　　　　（場所：広島大学付属東雲小学校 理科室）
●主な内容　8/18①ロケットが飛ぶ原理の学習②ロケット本体・ノーズコー
ンの製作③ロケットエンジン部分の製作　8/25①ロケットの製作②パラ
シュートの製作③ロケットの試験発射　9/8①ロケットの本発射（2回）②中
間発表の準備
　8/18　鹿江先生より、ロケットづくりのガイダンスを受け、土井先生の指導
によりロケットの本体の製作に取り組んだ。ロケットの製作に入る前に、ロケッ
トが燃料を燃焼させることによって、作用・反作用の原理をつかって飛ぶこと
を学習した。持参したカレンダーを硬く丸めて筒をつくり、本体を作ったり、工
作用紙でフィンを作ったりする作業では、はさみやカッターを使う場面があ
り、基本的な工作用具の使い方についても指導した。
　8/25　前回のロケット製作の続きの作業を行った。ロケットがうまく飛ぶた
めには、重すぎないこと、重心ができるだけ下にあることなどの指導を受け、
それぞれが工夫しながら作業を進めていった。また、滞空時間を延ばすた
めの注意として、パラシュートの大きさやフィンのとりつけ方についての指導
が行われた。実際にロケットを試験発射してみて、それぞれの課題を考え、
次回の本発射に向けて修正をしていた。今回の滞空時間は、最長で19秒
であった。ほとんどの参加者がコースをそれることなくまっすぐにロケットが上
がっており、丁寧に製作していることが窺えた。
　9/8　前回の試験発射を元にロケットを修正し、本発射を２回行った。滞
空時間を延ばすために、パラシュートを大きくしたり、パラシュートを2段にした
りするなどの工夫を凝らしていた。残り30分で次回の中間発表への取り組
みを行った。講師からは資料のまとめ方や発表のしかたについての注意が
あり、発表のテーマについて考えていた。
●参加者の様子　8/18　参加者は親子で協力して意欲的に取り組み、
当初の予定よりも早く本体やエンジン部分を完成させ、パラシュートの作成
に入る家族もあった。子どもたちは、次回のロケット発射を楽しみにしている
ようであった。
　8/25　ほとんどの参加者がコースをそれることなくまっすぐにロケットが上
がっており、丁寧に製作していることが伺えた。
　9/8　実際に発射してみると、ロケットが重くなりすぎたりして思ったような
記録が残せなかった子どももいたが、楽しく活動できた。中間発表のまとめ
では、ほとんどの子どもたちが、もうすでに発表のテーマを決めており、参加
者の意識の高さに感心した。

　第１１回 「中間発表」
　平成19年9月22日 9:30～12:00
●主な内容　中間発表の準備・中間発表
●参加者の様子　これまでに子どもたちに対して中間発表の準備をきち
んとしておくように呼びかけてきたためか、どの子どもも発表のための資料を
準備し、発表の手順を考えるなど、じっくり考えてきたことがうかがえる発表
をしていた。質疑応答では、どの発表においても質問が２、３あり、発表者が
的確に答えており、発表する態度も発表を聞く態度もすばらしかった。
講師はそれぞれの発表者に対して内容に踏み込んだ指導はしていなかっ

たが、子どもたちは自由な発想で自分の興味・関心に沿って研究を進め、発
表することができたと思う。

　第１２回 「身近な放射線」
　平成19年10月13日（土） 9:30～12:00
●ねらい　子どもたちは学校での平和学習などを通じて放射能・放射線に
ついてある程度学習してきているが、放射能・放射線についての科学的な
理解は不十分である。今回の講座を通して、放射線が身近な物質（岩石
など）から出ていること、宇宙線や太陽光線の一部が地表に届いているこ
とを学習した。
●主な内容　①放射線・放射能についての学習②放射線測定装置（は
かるくん）を用いた放射線量の測定③簡易霧箱を用いたα線、β線の軌跡
の観察④大型霧箱を用いたα線、β線の軌跡の観察
●参加者の様子　放射線自体はくわしく学習すると、小学生には理解でき
ない部分が多いが、放射線測定装置による測定や、霧箱による軌跡の観
察を通してある程度は理解することができたのではないかと思う。α線、β線
の軌跡の観察では、軌跡の美しさに親子でしばし見とれている場面が見
受けられた。

　第１３回 養老孟司先生特別講演会「脳から見たヒト」 
　平成19年10月22日（月） 17:30～20:00
●ねらい　子どもたちに優れた業績を上げている科学者の話を直接聞くこ
とのできる機会を設けるために、養老孟司氏に講演を依頼した。
●主な内容　受講生・修了生と養老先生との交流会、養老孟司先生特
別講演会
●参加者の様子　講演前に子どもたちと養老先生が身近に接することが
できる場を設定した。鹿江先生の司会によってなごやかに今までの活動で
興味を持ったことなどを発表し、それに対して養老先生からコメントをもらっ
て子どもたちはとてもうれしそうであった。最後に養老先生と記念写真を撮
ることができた。
　養老先生の講演は、子どもたちにも分かりやすく、大変興味深い講演で
あり、子どもたちの質問にも分かりやすく答えていただいた。一般の方の質
問にも丁寧に答えていただいた。

　第１４回 企業連携プログラム
　広島ガス「環境と天然ガス」
　平成19年11月10日（土） 9:30～12:00
●主な内容　チームグルービーのサイエンスショー観覧、「環境と天然ガ
ス」講義
　サイエンスショー観覧の前に、講師の永田さんよりサイエンスショーの概
略の説明があり、「どんな点に注意して観てほしいか」という話があった。た
だサイエンスショーを観るのではなく、観る視点を与えるという意味で非常に
重要なことだと感じた。サイエンスショーの後、永田さんのパワーポイントを

用資料・発表原稿の作成を行った。すでに前回の講座で発表のおよその
内容について決めていたが、講師のアドバイスで聞き手に分かりやすい表
現に修正した受講生もいた。講師から、発表時間（5分）以内に発表ができ
るように、時間配分を考えておくことと、自分の問題意識をはっきり分かるよう
に説明することなどのアドバイスがあった。
●参加者の様子　受講生は自分で用意した資料を調べてまとめたり、親
子でその内容を確認したりしながら熱心に発表準備に取り組んでいた。総
合発表当日出席できない受講生1名がこの日に発表を行った。5分間できち
んと発表を行った。聞き手の受講生・保護者から発表内容についての質問
があり、きちんと資料を示しながら答えていた。

　第２０回 「総合発表・終了式」
　平成20年3月2日（土） 9:30～12:00
●主な内容　ＳＳＭ１年間の活動の総まとめとして総合発表を行った。
●参加者の様子　子どもたちは自分が調べたことをきちんとまとめ、それぞ
れ工夫して発表していた。また、発表後の質疑応答では、発表者の発表に
対して的確な質問をしていた。自分の発表だけでなく、他の発表者の発表
についても興味を持ち、きちんとした態度で聞くことができたことは、この1年
間の活動でお互いに信頼し合い、尊重し合う態度が養われたためであると
思う。1年間の講座の中で、お互いに協力し合い、意見を出しあいながら科
学を学ぶことにより、相手を尊重することが身についたことが参加者にとっ
て一番の成果であったのではないかと思った。

　事業のまとめ
●総括　本事業も5期目を迎え、新しい視点が必要であることを確認した。
そのひとつが自分たちが学習した成果を発表する機会の提供である。その
ため、中間発表会と総合発表会を講座日程の中に組み入れた。
　これによって、子どもたちが相互に刺激し合い、また自分が伝えたいことを
相手にうまく伝えるための工夫を行うことを期待している。
　科学を学ぶということは、個人のみならず人とのかかわりの中で学んでい
るということを子どもたちにこの事業を通して伝えていきたい。
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本年度参加者概要
小学5年生     8名
小学6年生　　8名
（応募総数29名）

事 業 日 程

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

回 実施日 内容 実施場所 講師

6月7日（土）

6月14日（土）

6月28日（土）

7月5日（土）

7月12日（土）

7月13日（日）

8月2日（土）

8月9日（土）

9月6日（土）

9月20日（土）

10月11日（土）

10月25日（土）

11月8日（土）

11月29日（土）

12月6日（土）

12月13日（土）

1月31日（土）

2月14日（土）

2月21日（土）

3月1日（日）

科学館

科学館

科学館

東雲中

広島大学

科学館

科学館

基町高校

科学館

こんちゅう館

科学館

科学館

マツダ

科学館

科学館

科学館

科学館

三瓶

三瓶

東雲中

広島大学附属東雲中学校
教論　土井　徹　他

広島市立大洲中学校
教論　菅野浩司　他

広島大学大学院先端物質科学研究科
教授　田中伸和　他

広島市昆虫館　学芸員　他

東京大学名誉教授　養老孟司

東京大学名誉教授　養老孟司

広島大学附属東雲中学校
教論　鹿江宏明　他

広島大学附属東雲中学校
教論　鹿江宏明　他

広島大学
教授　山崎博史　他

広島市立白島小学校
教論　玉井基宏　他

広島大学附属東雲中学校
教論　鹿江宏明　他

広島市立大洲中学校
教論　菅野浩司　他

株式会社マツダ技術研究所
主幹研究員　山本博之　他

広島市立白島小学校
教論　玉井基宏　他

広島大学大学院教育学研究科
准教授　磯崎哲夫

広島市立白島小学校
教論　玉井基宏　他

広島市立白島小学校
教論　玉井基宏　他

林原自然科学博物館
研究員　鍔本武久　

広島市立舟入高等学校
教論　池本博司　他

広島県立広島皆実高等学校
教論　土本民子　他

開校式
・生物どうしのつながり
～小動物の骨格標本を作ろう

動物の体のつくり
～カエルの解剖にチャレンジ

タンパク質の電気泳動
～身体を作る分子を調べてみる

昆虫の世界

宿泊研修
昆虫採集・天体観測など
～養老先生と山へ入ろう！

宿泊研修
昆虫採集・天体観測など
～養老先生の昆虫教室

化学変化とエネルギー（1）
～化学変化で熱を動かす

化学変化とエネルギー（2）
～化学変化で光をつくる

ボーリング調査
～大地の歴史を探る

中間発表

蒸気機関車の製作（1）

蒸気機関車の製作（2）

蒸気機関車の製作（3）

蒸気機関車の製作（4）

化石から探る地球の歴史

博物館連携プログラム
チャレンジ！恐竜研究

化学物質からにおいをつくる

企業連携プログラム

総合発表準備

総合発表・修了式
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　(1) 生物同士のつながり ～小動物の骨格標本～
　フクロウがはき出したペリットを洗浄し、ネズミなどの小動物の骨格を見つ
け出して台紙に貼り付けていった。
　受講生は、草食動物を肉食動物
が食べる、いわゆる『食物連鎖』と
いう言葉は知っているものの、その
実体験を持つ者は少なく、大変興
味を持って観察に取り組んでいた。
　また、講師からネズミの骨格の資
料が用意され、それを見ながら受講
生は各部位の骨を並べていった。

　(2) 動物の体のつくり ～カエルの解剖にチャレンジ～
　アフリカツメガエルの解剖を行った。
　最初、生物の生命を扱う上での注
意や、もし気分がわるくなったときの
対応など、講師が十分注意してか
ら、解剖に入った。
　生理的にどうしてもできない者は
やらなくても良いという指示だったが、
全受講生が解剖を行った。
　生物の体のしくみに大変興味を持った受講生が多かった。
　解剖時に取り出した各臓器の組織は、次回の講座のために、冷凍保存
した。

　(3) タンパク質の電気泳動 ～体を作る分子を調べる～
　動物の組織から取り出したタンパク質に電圧をかけ、その成分を探った。
最初に講師から動物のからだは、
様 な々タンパク質でできていること、タ
ンパク質はそれぞれ分子の大きさが
異なり、電圧をかけて極に引っぱられ
るときに、分子の小さな物ほど泳動ゲ
ル中を早く移動し、大きなものほどゆっ
くり移動することなど、電気泳動の基
本的な説明があった。『分子』や『電気泳動』など、受講生にとって学習し
ていない事項が多く、理解が困難な受講生もいたが、泳動装置やマイクロ
ピペットなど、最新の機器を使っての実験には大変興味を持って望んでい
た。

　(4) 昆虫の世界
　広島市昆虫館を訪れ、学芸員の方より、昆虫の生態や体のしくみについ
て説明をうけた、観察をした。実体顕微鏡で、チョウの羽の鱗粉を観察し、
その撥水性に驚きの声が上がっていた。
　その後、展示室の裏側を見学し、飼育や展示に関しての苦労などを聞

いた。
　最後に昆虫館そばの池で生物採
集の時は、どの受講生も夢中になっ
て捕虫網を振っていた。なお、本講
座は、次回の宿泊研修での昆虫採
集に向けての準備として行った。

　(5) (6) 宿泊研修
　島根県大田市の国立三瓶青少
年交流の家を中心に特別講師とし
て東京大学名誉教授の養老孟司
氏を迎え、宿泊研修を行った。
　活動の中心として、氏の趣味であ
る昆虫採集を交流の家周辺で行
い、昆虫に関する様々なお話を伺っ
た。

 また、夜には天体観測も計画した
が、天候が悪く観測ができなかった。
代替えとしてプラネタリウムで、星座
投影を鑑賞した。

　甲虫類をおびき寄せるためのトラッ
プを設置したが、時期が悪くめぼし
い収穫がなかった。

　宿泊研修の最後に、まとめとして、
養老孟司氏による講演会を実施し
た。
　氏の専門である脳科学や趣味である昆虫にとどまらず、様 な々方面のお
話をしていただき、受講生は興味深く話を聞いていた。

　(7) 化学変化とエネルギー ～化学変化で熱を動かす～
　化学変化によって、熱が出たり、熱
が吸収されることについて、実験で
確かめた。
　実験に際しては、アンモニアや硫
黄化合物など有毒な気体が発生す
るため、十分に注意を与え、換気を
行った。
　受講生達は、化学変化によって温度が上がったり下がったりすることや、
これらのしくみが使い捨てカイロ等に使われていることを知っておどろいて
いた。

組みなどを研究員から説明を受け
た。
　その後、ロータリーエンジンの模型
を分解し、再び組み立てる作業をグ
ループで行った。この作業を通して
エンジンのしくみをより深く理解するこ
とができた。
　最後に水素自動車等、マツダの最新エコカーを見学した。

　(18) 化学物質からにおいを作る
　さまざまな薬品を調合し、化学変化を起こすことで、においのする物質を
作った。
　最初に、講師から鼻のつくりや、においを感じるしくみについて説明があっ
た。また、マツタケチオールなど、人工香料をかいでみて、そのにおいを比較
した。
　次に、様 な々薬品に化学変化を起
こさせ、においのする物質を作って
いった。
　最後に、香料と食紅を高分子吸
水ポリマーに加え、ビンに入れて芳香
剤を作った。
　受講生たちは、さまざまなにおいを
作ることができることを知って驚いていた。

　(19) 総合発表準備
　中間発表と同様にして、2グループに分かれて総合発表のリハーサルを
行った。

　(20) 総合発表
　受講生が実験によって確かめたり、調べたりしたことを、5分にまとめて発
表した。発表テーマは以下の通り

　　№ 受講生 発表テーマ
　　1 5年男子 砂時計のしくみ
　　2 5年女子 静電気について
　　3 5年女子 砂糖の秘密をさぐる
　　4 5年女子 発熱反応とカイロのしくみ
　　5 5年女子 うずの謎
　　6 5年女子 虹について
　　7 5年女子 オリオン座の観察
　　8 5年女子 木星の大赤斑が消えない理由
　　9 6年女子 ペーパークロマトグラフィーの実験
　　10 6年女子 蒸気機関車とモデルロケット
　　11 6年女子 化石について
　　12 6年男子 エコEVの時代が来た
　　13 6年男子 自然エネルギーについて
　　14 6年男子 蒸気機関車と煙突について
　　15 6年女子 化石が教えてくれたこと
　　16 6年男子 鉱物について

　5分では十分内容を説明し切れなかったり、他の受講生からの質問にう
まく回答できない場面もあったものの、どの受講生も中間発表時よりうまく発
表することができた。

　事業のまとめ
●総括　本事業も6期目を迎え、講座内容も円熟してきた感がある。このこ
とを今後も活かしていくとともに、新たな講座内容の開発も必要であると考
える。また、体験した内容を単に総合発表で発表するだけに留まらず、外部
に向けて情報を発信することも模索していきたい。 
　また、本事業は、講師、研究施設や企業、保護者や修了生といった人と
人の繋がりの中で成り立っている。
　このことを大切にして、今後も事業をより充実し、子どもたちの知的好奇
心を十分に満足させるものとして継続実施していきたい。

　(8) 化学変化とエネルギー ～化学変化で光を作ろう～
　玩具の『光る棒』を分解し、その光
るしくみを観察した。
　また、鉄分によってルミノールが反
応して発光する様子も観察した。前
回の熱とあわせ、化学変化によって、
さまざまなエネルギーを取り出せるこ
とを、実験によって確かめることがで
きた。

　(9) ボーリング調査 ～大地の歴史を探る～
　広島大学のキャンパス内にあるブドウ池のボーリング調査を行った。最初
に講師から、ボーリングの方法や意
義について話があり、その後実際の
ボーリング調査をゴムボートに乗って
見学した。
　ボーリングによって得られた資料に
は、山焼きによって流入した炭化物
などが層になっており、周辺地域の
歴史を知ることができた。
　ボーリングの作業に時間がかかり、資料を十分に観察できなかったため、
後日観察するために、資料の一部を持ち帰る受講生もいた。

　(10) 中間発表
　総合発表の準備として、今までの講座で受講した内容や、自らが調べた
ことを発表した。時間の制約もあるため、２グループに分かれての実施と
なった。
　受講生は、発表原稿や提示する資料を十分準備して臨んだが、制限時
間（各自５分）をオーバーしたり、短すぎたり、また発表の要点がまとまってい
なかったり、説明が不十分であったりなど、今後に向けての課題を多く見つ
けることができた。
　このように、学習したり調べたりした内容を人前で発表する機会が初めて
の受講生も多く、総合発表に向けてよい経験となった。

　(11)～(14) 蒸気機関車の製作
　固形燃料を燃焼させ、そのときに出る蒸気の力で走る蒸気機関車の模
型を４回にわたって製作した。
　毎回、講師がその日のポイントと、
進む目標を設定してから、製作に
入った。本講座も回を重ねるごとに、
困難な作業や間違えやすい作業な
どポイントが押さえられていて、比較
的スムーズに製作が進行した。

　３回目に完成した者が現れ、試走
させたものの、正常に作動するもの
はほとんどなかった。ピストンの摩擦
や釜の部分の機密不足が主な原
因だった。うまく走らなかった受講生
は、どこが悪いのか、原因を究明し
改善していった。
　４回目には全員が目標の距離を走ることができた。

　(15) チャレンジ恐竜研究
　林原自然科学博物館から研究員を招き、恐竜を始めとした、古生物につ
いて学習した。
　最初に、実際にモンゴルで恐竜
化石の発掘に携わっている研究員
から、恐竜化石の発掘方法や、その
苦労などについて話を聞いた。
　その後、本物の化石やそのレプリ
カを使って、恐竜の体のつくりや、生
活のしかたについて学習した。
　また、グループごとに本物の化石が渡され、その化石が恐竜の体のどの
部位にあたるかを、類推した。腕の骨と類推していた大きな骨が、実は恐竜
の指の骨であることを知って、受講生は大変驚いていた。
　最後に『恐竜博士認定証』が研究員から受講生全員に授与された。

　(16) 化石のレプリカ作り
　化石から型をとり、石膏でレプリカを作成した。
　最初に講師から地質時代の説
明や、様々な化石の種類について
説明があった。その後、様々な化石
を観察した。
　続いてレプリカ作りに入った。レプ
リカを作る化石は受講生自らが選ぶ
が、形が複雑だったり、大きすぎる化
石を選んだ者は、型を取るのが難しい様子だった。また、型を作る樹脂がう
まく固まらない者もいた。最後に石膏を型に流し込み、石膏が固まってから、
型から外し、絵の具で着色してレプリカを完成させた。
　レプリカを作成することは、その作る過程で、よく化石を見る必要があるた
め、ただ単に観察するよりも、有効な学習手段であると考えられる。

　(17) 企業連携プログラム マツダ工場見学
　株式会社マツダを訪れ、自動車製造に関わる最新の技術について学習
した。
　最初に工場での自動車の生産の流れや、ロータリーエンジンとレシプロ
エンジンとの違い、水素エンジンやハイブリット車などの環境対策への取り
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　(1) 生物同士のつながり ～小動物の骨格標本～
　フクロウがはき出したペリットを洗浄し、ネズミなどの小動物の骨格を見つ
け出して台紙に貼り付けていった。
　受講生は、草食動物を肉食動物
が食べる、いわゆる『食物連鎖』と
いう言葉は知っているものの、その
実体験を持つ者は少なく、大変興
味を持って観察に取り組んでいた。
　また、講師からネズミの骨格の資
料が用意され、それを見ながら受講
生は各部位の骨を並べていった。

　(2) 動物の体のつくり ～カエルの解剖にチャレンジ～
　アフリカツメガエルの解剖を行った。
　最初、生物の生命を扱う上での注
意や、もし気分がわるくなったときの
対応など、講師が十分注意してか
ら、解剖に入った。
　生理的にどうしてもできない者は
やらなくても良いという指示だったが、
全受講生が解剖を行った。
　生物の体のしくみに大変興味を持った受講生が多かった。
　解剖時に取り出した各臓器の組織は、次回の講座のために、冷凍保存
した。

　(3) タンパク質の電気泳動 ～体を作る分子を調べる～
　動物の組織から取り出したタンパク質に電圧をかけ、その成分を探った。
最初に講師から動物のからだは、
様 な々タンパク質でできていること、タ
ンパク質はそれぞれ分子の大きさが
異なり、電圧をかけて極に引っぱられ
るときに、分子の小さな物ほど泳動ゲ
ル中を早く移動し、大きなものほどゆっ
くり移動することなど、電気泳動の基
本的な説明があった。『分子』や『電気泳動』など、受講生にとって学習し
ていない事項が多く、理解が困難な受講生もいたが、泳動装置やマイクロ
ピペットなど、最新の機器を使っての実験には大変興味を持って望んでい
た。

　(4) 昆虫の世界
　広島市昆虫館を訪れ、学芸員の方より、昆虫の生態や体のしくみについ
て説明をうけた、観察をした。実体顕微鏡で、チョウの羽の鱗粉を観察し、
その撥水性に驚きの声が上がっていた。
　その後、展示室の裏側を見学し、飼育や展示に関しての苦労などを聞

いた。
　最後に昆虫館そばの池で生物採
集の時は、どの受講生も夢中になっ
て捕虫網を振っていた。なお、本講
座は、次回の宿泊研修での昆虫採
集に向けての準備として行った。

　(5) (6) 宿泊研修
　島根県大田市の国立三瓶青少
年交流の家を中心に特別講師とし
て東京大学名誉教授の養老孟司
氏を迎え、宿泊研修を行った。
　活動の中心として、氏の趣味であ
る昆虫採集を交流の家周辺で行
い、昆虫に関する様々なお話を伺っ
た。

 また、夜には天体観測も計画した
が、天候が悪く観測ができなかった。
代替えとしてプラネタリウムで、星座
投影を鑑賞した。

　甲虫類をおびき寄せるためのトラッ
プを設置したが、時期が悪くめぼし
い収穫がなかった。

　宿泊研修の最後に、まとめとして、
養老孟司氏による講演会を実施し
た。
　氏の専門である脳科学や趣味である昆虫にとどまらず、様 な々方面のお
話をしていただき、受講生は興味深く話を聞いていた。

　(7) 化学変化とエネルギー ～化学変化で熱を動かす～
　化学変化によって、熱が出たり、熱
が吸収されることについて、実験で
確かめた。
　実験に際しては、アンモニアや硫
黄化合物など有毒な気体が発生す
るため、十分に注意を与え、換気を
行った。
　受講生達は、化学変化によって温度が上がったり下がったりすることや、
これらのしくみが使い捨てカイロ等に使われていることを知っておどろいて
いた。

組みなどを研究員から説明を受け
た。
　その後、ロータリーエンジンの模型
を分解し、再び組み立てる作業をグ
ループで行った。この作業を通して
エンジンのしくみをより深く理解するこ
とができた。
　最後に水素自動車等、マツダの最新エコカーを見学した。

　(18) 化学物質からにおいを作る
　さまざまな薬品を調合し、化学変化を起こすことで、においのする物質を
作った。
　最初に、講師から鼻のつくりや、においを感じるしくみについて説明があっ
た。また、マツタケチオールなど、人工香料をかいでみて、そのにおいを比較
した。
　次に、様 な々薬品に化学変化を起
こさせ、においのする物質を作って
いった。
　最後に、香料と食紅を高分子吸
水ポリマーに加え、ビンに入れて芳香
剤を作った。
　受講生たちは、さまざまなにおいを
作ることができることを知って驚いていた。

　(19) 総合発表準備
　中間発表と同様にして、2グループに分かれて総合発表のリハーサルを
行った。

　(20) 総合発表
　受講生が実験によって確かめたり、調べたりしたことを、5分にまとめて発
表した。発表テーマは以下の通り

　　№ 受講生 発表テーマ
　　1 5年男子 砂時計のしくみ
　　2 5年女子 静電気について
　　3 5年女子 砂糖の秘密をさぐる
　　4 5年女子 発熱反応とカイロのしくみ
　　5 5年女子 うずの謎
　　6 5年女子 虹について
　　7 5年女子 オリオン座の観察
　　8 5年女子 木星の大赤斑が消えない理由
　　9 6年女子 ペーパークロマトグラフィーの実験
　　10 6年女子 蒸気機関車とモデルロケット
　　11 6年女子 化石について
　　12 6年男子 エコEVの時代が来た
　　13 6年男子 自然エネルギーについて
　　14 6年男子 蒸気機関車と煙突について
　　15 6年女子 化石が教えてくれたこと
　　16 6年男子 鉱物について

　5分では十分内容を説明し切れなかったり、他の受講生からの質問にう
まく回答できない場面もあったものの、どの受講生も中間発表時よりうまく発
表することができた。

　事業のまとめ
●総括　本事業も6期目を迎え、講座内容も円熟してきた感がある。このこ
とを今後も活かしていくとともに、新たな講座内容の開発も必要であると考
える。また、体験した内容を単に総合発表で発表するだけに留まらず、外部
に向けて情報を発信することも模索していきたい。 
　また、本事業は、講師、研究施設や企業、保護者や修了生といった人と
人の繋がりの中で成り立っている。
　このことを大切にして、今後も事業をより充実し、子どもたちの知的好奇
心を十分に満足させるものとして継続実施していきたい。

　(8) 化学変化とエネルギー ～化学変化で光を作ろう～
　玩具の『光る棒』を分解し、その光
るしくみを観察した。
　また、鉄分によってルミノールが反
応して発光する様子も観察した。前
回の熱とあわせ、化学変化によって、
さまざまなエネルギーを取り出せるこ
とを、実験によって確かめることがで
きた。

　(9) ボーリング調査 ～大地の歴史を探る～
　広島大学のキャンパス内にあるブドウ池のボーリング調査を行った。最初
に講師から、ボーリングの方法や意
義について話があり、その後実際の
ボーリング調査をゴムボートに乗って
見学した。
　ボーリングによって得られた資料に
は、山焼きによって流入した炭化物
などが層になっており、周辺地域の
歴史を知ることができた。
　ボーリングの作業に時間がかかり、資料を十分に観察できなかったため、
後日観察するために、資料の一部を持ち帰る受講生もいた。

　(10) 中間発表
　総合発表の準備として、今までの講座で受講した内容や、自らが調べた
ことを発表した。時間の制約もあるため、２グループに分かれての実施と
なった。
　受講生は、発表原稿や提示する資料を十分準備して臨んだが、制限時
間（各自５分）をオーバーしたり、短すぎたり、また発表の要点がまとまってい
なかったり、説明が不十分であったりなど、今後に向けての課題を多く見つ
けることができた。
　このように、学習したり調べたりした内容を人前で発表する機会が初めて
の受講生も多く、総合発表に向けてよい経験となった。

　(11)～(14) 蒸気機関車の製作
　固形燃料を燃焼させ、そのときに出る蒸気の力で走る蒸気機関車の模
型を４回にわたって製作した。
　毎回、講師がその日のポイントと、
進む目標を設定してから、製作に
入った。本講座も回を重ねるごとに、
困難な作業や間違えやすい作業な
どポイントが押さえられていて、比較
的スムーズに製作が進行した。

　３回目に完成した者が現れ、試走
させたものの、正常に作動するもの
はほとんどなかった。ピストンの摩擦
や釜の部分の機密不足が主な原
因だった。うまく走らなかった受講生
は、どこが悪いのか、原因を究明し
改善していった。
　４回目には全員が目標の距離を走ることができた。

　(15) チャレンジ恐竜研究
　林原自然科学博物館から研究員を招き、恐竜を始めとした、古生物につ
いて学習した。
　最初に、実際にモンゴルで恐竜
化石の発掘に携わっている研究員
から、恐竜化石の発掘方法や、その
苦労などについて話を聞いた。
　その後、本物の化石やそのレプリ
カを使って、恐竜の体のつくりや、生
活のしかたについて学習した。
　また、グループごとに本物の化石が渡され、その化石が恐竜の体のどの
部位にあたるかを、類推した。腕の骨と類推していた大きな骨が、実は恐竜
の指の骨であることを知って、受講生は大変驚いていた。
　最後に『恐竜博士認定証』が研究員から受講生全員に授与された。

　(16) 化石のレプリカ作り
　化石から型をとり、石膏でレプリカを作成した。
　最初に講師から地質時代の説
明や、様々な化石の種類について
説明があった。その後、様々な化石
を観察した。
　続いてレプリカ作りに入った。レプ
リカを作る化石は受講生自らが選ぶ
が、形が複雑だったり、大きすぎる化
石を選んだ者は、型を取るのが難しい様子だった。また、型を作る樹脂がう
まく固まらない者もいた。最後に石膏を型に流し込み、石膏が固まってから、
型から外し、絵の具で着色してレプリカを完成させた。
　レプリカを作成することは、その作る過程で、よく化石を見る必要があるた
め、ただ単に観察するよりも、有効な学習手段であると考えられる。

　(17) 企業連携プログラム マツダ工場見学
　株式会社マツダを訪れ、自動車製造に関わる最新の技術について学習
した。
　最初に工場での自動車の生産の流れや、ロータリーエンジンとレシプロ
エンジンとの違い、水素エンジンやハイブリット車などの環境対策への取り
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本年度参加者概要
小学5年生     7名
小学6年生　　9名
（応募総数33名）

事 業 日 程

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

回 実施日 内容 実施場所 講師

6月6日（土）

6月13日（土）

6月27日（土）

7月4日（土）

7月11日（土）

7月12日（日）

8月1日（土）

8月22日（土）

9月5日（土）

9月26日（土）

10月10日（土）

10月31日（土）

11月14日（土）

11月28日（土）

12月5日（土）

12月12日（土）

1月30日（土）

2月13日（土）

2月20日（土）

3月7日（土）

科学館実習室

科学館実習室

科学館実習室

広島大学附属東雲中学校

広島大学附属東雲中学校

広島大学附属東雲中学校

広島ガス(株)

広島市立舟入高校

広島大学

科学館実習室

科学館実習室

科学館実習室

広島大学附属東雲中学校

科学館実習室

科学館会議室研修室

科学館実習室

科学館実習室
科学館アポロホール

江田島青少年交流の家

江田島青少年交流の家

科学館実習室

常任講師　土井　徹　先生

常任講師　土井　徹　先生

常任講師　土井　徹　先生

常任講師　土本民子　先生

常任講師　鹿江宏明　先生

常任講師　鹿江宏明　先生

常任講師　玉井基宏　先生

常任講師　玉井基宏　先生　他

常任講師　玉井基宏　先生　他

特別講師　広島大学　田中伸和　先生

特別講師　広島大学　富川　光　先生
他

特別講師　広島大学　富川　光　先生
他

常任講師　菅野浩司　先生

常任講師　菅野浩司　先生

常任講師　鹿江宏明　先生

特別講師　広島大学　磯崎哲夫　先生

特別講師　東京大学名誉教授
養老孟司　先生

広島ガス（株）技術研究所のみなさん

常任講師　池本博司　先生

特別講師　広島大学　林　武広　先生

開校式
身近な菌類・細菌類

遺伝子組み換え実験

DNAにせまる

豚の眼球解剖

宿泊研修
海洋生物を探る

宿泊研修
海洋生物を探る

ジェットコースター
を作ろう

ロケットを飛ばそう
（ロケット製作1）

ロケットを飛ばそう
（ロケット製作2）

ロケットを飛ばそう
（ロケット打ち上げ）

身近な放射線

中間発表

養老先生講演会

化学変化と熱の出入り

地層と化石

企業連携広島ガス

宇宙と天体

災害から身を守る

総合発表準備

総合発表・修了式
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　(1) 身近な菌類・細菌類
　開校式に続き、菌類・細菌類の培養実験を行った。
　標準培地を加熱して、滅菌シャーレに入れ、冷やしたものに、自分の指
や、文具などを押し当て、菌類・細菌類
を植え付けた。これを定温機で35℃く
らいにして培養した。結果は次の講座
で観察することとした。
　受講生は最初の講座ということもあ
り、緊張した様子だったが、大きな失敗
もなく、講座を終えた。概ね熱心に活動
する姿が多く見られた。
　また、今後の講座における注意事項や心構えなどについても話があっ
た。

　(2) 遺伝子組み換え実験
　最初に前回の講座で作った培地の観察をした。受講生は自分の指や身
の回りの物に多くの菌類・細菌類が存
在していることを知って驚いていた。
　その後、大腸菌に発光クラゲの遺伝
子を取り込ませ、これを同じく培地に植
え付けた。結果は、次回の講座で観察
することとした。遺伝子を扱う実験で
あったため、法令に基づいた環境を整
えた上で実験をした。

　(3) ＤＮＡにせまる
　広島大学先端物質研究科の田中
伸和教授を特別講師に招き、ＤＮＡに
ついて学習した。
　最初に前回作った大腸菌を植え付
けた培地を観察し発光していることを
確かめることで、遺伝子が組み替えら
れたことを確認した。
　続いてＤＮＡや、それにまつわる先端
科学の説明が田中教授からあった。
　受講生は熱心に聞いていたが、中にはやや内容が高度すぎて理解にい
たらなかった様子の者もいた。

　(4) 豚の眼球解剖
　ブタの眼球の解剖を通して、物を見るしくみについて学習した。
　解剖に際して、注意事項や手順について説明があった。また、各受講生
に手順等が写真入りで示されたカードが配られており、作業はスムーズに進
んだ。
　解剖ということで、生理的に受け付けない受講生がいることが心配され

たが、どの受講生も熱心に作業をした。
　その後、レンズと光学台を使って、像
を結ぶ実験を行った。実験装置と、解
剖した動物の眼球の両方を同時に確
認することで、理解が深まったと予想さ
れる。

　(5) 海洋生物を探る（２回連続講座・宿泊研修）
　国立江田島青少年交流の家を中心に、１泊２日の宿泊研修を行った。
　初日は、付近の海岸で磯採集を行った。こういった場所での生物の採集
に慣れていないのか、砂浜ばかりをウロ
ウロしていた受講生も、次第に岩場や
潮だまりといった、いろんな生息環境に
いる生物を採集していった。夜は、採集
した生物の観察を行った。また、アサリ
が砂に潜る様子やエラの繊毛運動な
ども観察した。
　２日目は海産プランクトンの採集及び観察を行った。交流の家から特別に
動力船を出してもらい、広島大学の富川光氏が指導して、沖合でプランクト
ンネットにより採集を行った。採集したプランクトンは顕微鏡で観察し、スケッ
チを行った。受講生は、様 な々プランクトンが海水中に生息していることに驚
き、大変興味を持って観察していた。

　(6) ジェットコースターを作ろう
　エネルギーの移り変わりについて学習するため、配線モールを利用し、鉄
球を転がすコースを作り実験を行った。
　最後にグループに分かれ、保護者も
一緒になって、思い思いのコースを作り
鉄球を転がした。ループ状になっている
場所がうまく回らなかったり、途中で鉄
球が飛び出したりなど、失敗を重ねるた
びにコースを改良していった。こうするこ
とで、エネルギーに対する理解も深まったと思われる。最後に鉄球がゴール
したときは、歓声が上がっていた。

　(7) ロケットを飛ばそう（３回連続講座）
　小型ロケットエンジンを使ったモデルロケット
を作った。
　最初に作り方の説明をしてから作成に入り、
完成した者から試射をした。
　多くの講師が、この題材を何度も経験して
いるので、作業もスムーズにできた。また、精度
も上がっており、ほとんどのロケットがまっすぐ上
がっていった。
　その後、滞空時間を競ったが、どのロケットも

シュミレーションソフト「MITAKA」を使って、惑星や恒星、宇宙について説
明をしていただいた。
　天体観測ができなかったのは残念だったが、受講生は、宇宙について
多くの知識を得ることができたと考えられる。

　(15) 災害から身を守る
　『地震』を中心に災害についてさまざまな角度から学習した。
　最初に水槽に砂と水を入れ、建物に見立てたおもりを上に置き、水槽を
揺らすと、液状化現象がおき、水が表面に現れ、おもりが沈んでいく様子を
観察した。
　次に紙製の模型の家を作り、筋交いを入れた場合や屋根の重量を変え
た場合、どのように揺れ方が変化するかを観察した。
　最後に、室内でスモークマシンを炊き、煙が充満した状態では、いかに避
難活動が困難かを体験した。
　ともすれば、座学で終わってしまう「災害」というテーマを実体験としてとら
えることができた。

　(16) 総合発表準備
　今までに学習した内容からひとつをテーマにして総合発表をするため
に、その準備を行った。
　最初に、大まかに発表について流れを説明した後、準備に入った。講師
は、各受講生一人ひとりにアドバイスを与えていった。
　本来は、個々に別室で発表のリハーサルをする予定であったが、多くの
受講生が準備が進んでおらず、リハーサルまでいかない者がほとんどだっ
た。

　(17) 総合発表
　一人７分間で、今まで学習してきたことを、さらに発展させてまとめた発表
を行った。
　各自、実験をしたり、その結果を表や図にまとめたり、プレゼンテーションソ
フトを利用したりと工夫して発表していた。やや発表時の声が小さく聞き取り
難かったのが残念だった。
　中には、大変高度にまとめている者もいた。

発表テーマは以下の通り
・ジェットコースター
・菌の培養 其の二
・物の転がる速さについて
・ジェットコースターがループから落ちない理由
・カイロについて
・プランクトン化石
・不思議な酸化カルシウム
・錯視について
・パラシュート大実験

・宇宙技術
・ＤＮＡをさぐる
・生きている化石
・地震に強い家の実験
・地震から身を守る
・パン酵母のはたらき
・放射線を防ぐには

　事業のまとめ
●総括　本事業も７期目を迎え、講座内容も円熟してきた感がある。このこ
とを今後も活かしていくとともに、新たな講座内容の開発も必要であると考
える。また、体験した内容を単に総合発表で発表するだけに留まらず、外部
に向けて情報を発信することも模索していきたい。 
　また、本事業は、講師、研究施設や企業、保護者や修了生といった人と
人の繋がりの中で成り立っている。
　このことを大切にして、今後も事業をより充実し、子どもたちの知的好奇
心を十分に満足させるものとして継続実施していきたい。

ほぼ垂直にあがるため、パラシュートの出来不出来が、大きな鍵となった。各
受講生は３回打ち上げをしたが、その度に滞空時間を延ばすため、パラ
シュートの形状や機体のバランスなど改良を加えてて行った。
　滞空時間の長かったものは、表彰された。

　(8) 中間発表
　総合発表の練習として、中間発表を行った。今年度は、講座で取り上げ
る内容のを発展させて発表することを
事前の取り決めとした。
　２つのグループが別の部屋に分か
れ、発表を行った。
　自分が実験で検証したり、調べたりし
た結果を発表するのは慣れていない者
が多く、つい早口になったり、時間が
オーバーしたりなど課題がたくさん見られた。反面、発表の内容はよく練られ
ているものもあり、今後の研究が楽しみであった。
　講師がそれぞれの受講生に評価を与え、改善点やヒント、アドバイスなど
細かい指導があった。

　(9) 身近な放射線
　最初に放射線の種類や、その働き、危険性について説明があった。意外
に身近に放射線があることに、受講生たちは驚いていた。
　次に、簡易放射線測定器を使って、
いろいろな場所の放射線量を測定し
た。
　最後に簡易霧箱を使って、実際に線
源から放射線が出ている様子を観察し
た。
　「放射線」「放射能」と聞くと、単純に
恐れていた受講生もこれらに対して、正しい知識を得ることができたと思わ
れる。

　(10) 養老孟司先生特別講演会
　東京大学名誉教授であり、脳科学者の養老孟司氏を特別講師として
招き、講演会を行った。
　養老氏は科学との関わり方や、自然
から学ぶという姿勢について、氏の趣
味である昆虫を柱に、受講生や他の講
演会参加者にもわかりやすく話されて
いた。
　講演会後、会議室に会場を移し、受
講生の質問に答えて頂いた。
　受講生は現在日本を代表する科学者の一人と直接話をすることで、感
銘を受けた様子だった。

　(11) 化学変化と熱の出入り
　鉄の酸化や、酸化カルシウムと水の
反応など、様 な々化学変化によって、熱
が放出されたり、吸収されたりといった
現象について実験により確かめた。
　まだ、小学生の受講生には「温度」と
「熱」との区別がつきにくく、これらを改
善していく必要があると思われる。

　(12) 企業連携広島ガス
　広島ガス（株）技術研究所にて、化学に関する様 な々実験を行った。
　燃料電池実験では、電気分解をした後の装置が電池の働きをすること
を知り、驚いていた。
　また、低温実験では、実際はほとんど
目にすることができない液体窒素を用
い、さまざまな物質の状態変化を観察し
た。
　受講生たちは、これらのことが実際
の生活にも役だっていることを知って驚
いていた様子だった。

　(13) 地層と化石
　化石原石を使って、化石を取り出し、観察をした。
　まず、講師から化石のできかたにつ
いて説明があった。
　続いて、原石の割り方についての説
明の後、実際の作業に入っていった。
　受講生たちは、割った面に化石が出
るたびに歓声を上げていた。
　今回の原石は、栃木県の業者から
取り寄せたもので、含まれるのはクリやブナなど植物の葉の化石がほとんど
だったが、中には昆虫らしき化石を発見する者もいた。広島市内に住んで
いると、なかなか本物の化石を採集することは難しく、今回の講座は、受講
生にとって大変印象深いものになったと思われる。

　(14) 宇宙と天体
　最初にこども文化科学館プラネタリウムの投影を視聴した後、星座や惑
星、宇宙のしくみや、プラタリウムの投影
の仕組みについて説明を受けた。
　次に、バスで広島大学に移動し、教
育学部天文台で実際に天体観測をし
た。残念ながら、雲が多く、天体望遠鏡
での天体観測はほとんどできなかった。
　その後、広島大学の林武広教授が
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　(1) 身近な菌類・細菌類
　開校式に続き、菌類・細菌類の培養実験を行った。
　標準培地を加熱して、滅菌シャーレに入れ、冷やしたものに、自分の指
や、文具などを押し当て、菌類・細菌類
を植え付けた。これを定温機で35℃く
らいにして培養した。結果は次の講座
で観察することとした。
　受講生は最初の講座ということもあ
り、緊張した様子だったが、大きな失敗
もなく、講座を終えた。概ね熱心に活動
する姿が多く見られた。
　また、今後の講座における注意事項や心構えなどについても話があっ
た。

　(2) 遺伝子組み換え実験
　最初に前回の講座で作った培地の観察をした。受講生は自分の指や身
の回りの物に多くの菌類・細菌類が存
在していることを知って驚いていた。
　その後、大腸菌に発光クラゲの遺伝
子を取り込ませ、これを同じく培地に植
え付けた。結果は、次回の講座で観察
することとした。遺伝子を扱う実験で
あったため、法令に基づいた環境を整
えた上で実験をした。

　(3) ＤＮＡにせまる
　広島大学先端物質研究科の田中
伸和教授を特別講師に招き、ＤＮＡに
ついて学習した。
　最初に前回作った大腸菌を植え付
けた培地を観察し発光していることを
確かめることで、遺伝子が組み替えら
れたことを確認した。
　続いてＤＮＡや、それにまつわる先端
科学の説明が田中教授からあった。
　受講生は熱心に聞いていたが、中にはやや内容が高度すぎて理解にい
たらなかった様子の者もいた。

　(4) 豚の眼球解剖
　ブタの眼球の解剖を通して、物を見るしくみについて学習した。
　解剖に際して、注意事項や手順について説明があった。また、各受講生
に手順等が写真入りで示されたカードが配られており、作業はスムーズに進
んだ。
　解剖ということで、生理的に受け付けない受講生がいることが心配され

たが、どの受講生も熱心に作業をした。
　その後、レンズと光学台を使って、像
を結ぶ実験を行った。実験装置と、解
剖した動物の眼球の両方を同時に確
認することで、理解が深まったと予想さ
れる。

　(5) 海洋生物を探る（２回連続講座・宿泊研修）
　国立江田島青少年交流の家を中心に、１泊２日の宿泊研修を行った。
　初日は、付近の海岸で磯採集を行った。こういった場所での生物の採集
に慣れていないのか、砂浜ばかりをウロ
ウロしていた受講生も、次第に岩場や
潮だまりといった、いろんな生息環境に
いる生物を採集していった。夜は、採集
した生物の観察を行った。また、アサリ
が砂に潜る様子やエラの繊毛運動な
ども観察した。
　２日目は海産プランクトンの採集及び観察を行った。交流の家から特別に
動力船を出してもらい、広島大学の富川光氏が指導して、沖合でプランクト
ンネットにより採集を行った。採集したプランクトンは顕微鏡で観察し、スケッ
チを行った。受講生は、様 な々プランクトンが海水中に生息していることに驚
き、大変興味を持って観察していた。

　(6) ジェットコースターを作ろう
　エネルギーの移り変わりについて学習するため、配線モールを利用し、鉄
球を転がすコースを作り実験を行った。
　最後にグループに分かれ、保護者も
一緒になって、思い思いのコースを作り
鉄球を転がした。ループ状になっている
場所がうまく回らなかったり、途中で鉄
球が飛び出したりなど、失敗を重ねるた
びにコースを改良していった。こうするこ
とで、エネルギーに対する理解も深まったと思われる。最後に鉄球がゴール
したときは、歓声が上がっていた。

　(7) ロケットを飛ばそう（３回連続講座）
　小型ロケットエンジンを使ったモデルロケット
を作った。
　最初に作り方の説明をしてから作成に入り、
完成した者から試射をした。
　多くの講師が、この題材を何度も経験して
いるので、作業もスムーズにできた。また、精度
も上がっており、ほとんどのロケットがまっすぐ上
がっていった。
　その後、滞空時間を競ったが、どのロケットも

シュミレーションソフト「MITAKA」を使って、惑星や恒星、宇宙について説
明をしていただいた。
　天体観測ができなかったのは残念だったが、受講生は、宇宙について
多くの知識を得ることができたと考えられる。

　(15) 災害から身を守る
　『地震』を中心に災害についてさまざまな角度から学習した。
　最初に水槽に砂と水を入れ、建物に見立てたおもりを上に置き、水槽を
揺らすと、液状化現象がおき、水が表面に現れ、おもりが沈んでいく様子を
観察した。
　次に紙製の模型の家を作り、筋交いを入れた場合や屋根の重量を変え
た場合、どのように揺れ方が変化するかを観察した。
　最後に、室内でスモークマシンを炊き、煙が充満した状態では、いかに避
難活動が困難かを体験した。
　ともすれば、座学で終わってしまう「災害」というテーマを実体験としてとら
えることができた。

　(16) 総合発表準備
　今までに学習した内容からひとつをテーマにして総合発表をするため
に、その準備を行った。
　最初に、大まかに発表について流れを説明した後、準備に入った。講師
は、各受講生一人ひとりにアドバイスを与えていった。
　本来は、個々に別室で発表のリハーサルをする予定であったが、多くの
受講生が準備が進んでおらず、リハーサルまでいかない者がほとんどだっ
た。

　(17) 総合発表
　一人７分間で、今まで学習してきたことを、さらに発展させてまとめた発表
を行った。
　各自、実験をしたり、その結果を表や図にまとめたり、プレゼンテーションソ
フトを利用したりと工夫して発表していた。やや発表時の声が小さく聞き取り
難かったのが残念だった。
　中には、大変高度にまとめている者もいた。

発表テーマは以下の通り
・ジェットコースター
・菌の培養 其の二
・物の転がる速さについて
・ジェットコースターがループから落ちない理由
・カイロについて
・プランクトン化石
・不思議な酸化カルシウム
・錯視について
・パラシュート大実験

・宇宙技術
・ＤＮＡをさぐる
・生きている化石
・地震に強い家の実験
・地震から身を守る
・パン酵母のはたらき
・放射線を防ぐには

　事業のまとめ
●総括　本事業も７期目を迎え、講座内容も円熟してきた感がある。このこ
とを今後も活かしていくとともに、新たな講座内容の開発も必要であると考
える。また、体験した内容を単に総合発表で発表するだけに留まらず、外部
に向けて情報を発信することも模索していきたい。 
　また、本事業は、講師、研究施設や企業、保護者や修了生といった人と
人の繋がりの中で成り立っている。
　このことを大切にして、今後も事業をより充実し、子どもたちの知的好奇
心を十分に満足させるものとして継続実施していきたい。

ほぼ垂直にあがるため、パラシュートの出来不出来が、大きな鍵となった。各
受講生は３回打ち上げをしたが、その度に滞空時間を延ばすため、パラ
シュートの形状や機体のバランスなど改良を加えてて行った。
　滞空時間の長かったものは、表彰された。

　(8) 中間発表
　総合発表の練習として、中間発表を行った。今年度は、講座で取り上げ
る内容のを発展させて発表することを
事前の取り決めとした。
　２つのグループが別の部屋に分か
れ、発表を行った。
　自分が実験で検証したり、調べたりし
た結果を発表するのは慣れていない者
が多く、つい早口になったり、時間が
オーバーしたりなど課題がたくさん見られた。反面、発表の内容はよく練られ
ているものもあり、今後の研究が楽しみであった。
　講師がそれぞれの受講生に評価を与え、改善点やヒント、アドバイスなど
細かい指導があった。

　(9) 身近な放射線
　最初に放射線の種類や、その働き、危険性について説明があった。意外
に身近に放射線があることに、受講生たちは驚いていた。
　次に、簡易放射線測定器を使って、
いろいろな場所の放射線量を測定し
た。
　最後に簡易霧箱を使って、実際に線
源から放射線が出ている様子を観察し
た。
　「放射線」「放射能」と聞くと、単純に
恐れていた受講生もこれらに対して、正しい知識を得ることができたと思わ
れる。

　(10) 養老孟司先生特別講演会
　東京大学名誉教授であり、脳科学者の養老孟司氏を特別講師として
招き、講演会を行った。
　養老氏は科学との関わり方や、自然
から学ぶという姿勢について、氏の趣
味である昆虫を柱に、受講生や他の講
演会参加者にもわかりやすく話されて
いた。
　講演会後、会議室に会場を移し、受
講生の質問に答えて頂いた。
　受講生は現在日本を代表する科学者の一人と直接話をすることで、感
銘を受けた様子だった。

　(11) 化学変化と熱の出入り
　鉄の酸化や、酸化カルシウムと水の
反応など、様 な々化学変化によって、熱
が放出されたり、吸収されたりといった
現象について実験により確かめた。
　まだ、小学生の受講生には「温度」と
「熱」との区別がつきにくく、これらを改
善していく必要があると思われる。

　(12) 企業連携広島ガス
　広島ガス（株）技術研究所にて、化学に関する様 な々実験を行った。
　燃料電池実験では、電気分解をした後の装置が電池の働きをすること
を知り、驚いていた。
　また、低温実験では、実際はほとんど
目にすることができない液体窒素を用
い、さまざまな物質の状態変化を観察し
た。
　受講生たちは、これらのことが実際
の生活にも役だっていることを知って驚
いていた様子だった。

　(13) 地層と化石
　化石原石を使って、化石を取り出し、観察をした。
　まず、講師から化石のできかたにつ
いて説明があった。
　続いて、原石の割り方についての説
明の後、実際の作業に入っていった。
　受講生たちは、割った面に化石が出
るたびに歓声を上げていた。
　今回の原石は、栃木県の業者から
取り寄せたもので、含まれるのはクリやブナなど植物の葉の化石がほとんど
だったが、中には昆虫らしき化石を発見する者もいた。広島市内に住んで
いると、なかなか本物の化石を採集することは難しく、今回の講座は、受講
生にとって大変印象深いものになったと思われる。

　(14) 宇宙と天体
　最初にこども文化科学館プラネタリウムの投影を視聴した後、星座や惑
星、宇宙のしくみや、プラタリウムの投影
の仕組みについて説明を受けた。
　次に、バスで広島大学に移動し、教
育学部天文台で実際に天体観測をし
た。残念ながら、雲が多く、天体望遠鏡
での天体観測はほとんどできなかった。
　その後、広島大学の林武広教授が
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本年度参加者概要
小学5年生     7名
小学6年生　　9名
（応募総数27名）

事 業 日 程

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

回 実施日 内容 実施場所 講師

6月5日（土）

6月12日（土）

6月26日（土）

7月3日（土）

7月10日（土）

7月11日（日）

7月31日（土）

8月21日（土）

9月11日（土）

9月25日（土）

10月9日（土）

10月23日（土）

11月13日（土）

11月27日（土）

12月11日（土）

12月25日（土）

1月29日（土）

2月12日（土）

2月26日（土）

3月6日（日）

科学館実習室

おおの自然観察の森

科学館実習室

科学館実習室

広島市立舟入高校

広島大学

科学館実習室

科学館実習室

科学館実習室

広島市植物公園

科学館実習室

科学館実習室

広島ガス（株）技術研究所

科学館実習室

科学館会議室・研修室

科学館実習室

科学館実習室

芸北町八幡湿原
臥龍山

三段峡

広島大学

常任講師　土井　徹　他

林原博物館学芸員　鍔本武久

常任講師　土井　徹　他

常任講師　土井　徹　他

東京大学名誉教授　養老孟司

常任講師　池本博司　他

広島大学教授　山崎博史
同准教授　佐藤高晴

常任講師　玉井基宏　他

常任講師　玉井基宏　他

常任講師　鹿江宏明　他

広島大学准教授　竹下俊治

常任講師　池本博司　先生

広島大学教授　田中伸和

広島ガス（株）研究員

広島大学　教授　磯崎哲夫　他

常任講師　土井　徹　他

常任講師　鹿江宏明　他

(株)ルミカ研究員

特別講師　土本民子　他

開校式
生物どうしのつながり

養老先生と
春の山を歩こう

小動物の骨格標本
を作ろう

植物公園連携プログラム

宿泊研修
広島県の自然を探求する

宿泊研修
広島県の自然を探求する

自分のDNAを
のぞいてみよう

チャレンジ恐竜研究

地球を作っている
鉱物について

ボーリング調査

蒸気機関車の製作（1）

研究発表のすすめかた

蒸気機関車の製作（2）

蒸気機関車の製作（3）

化学変化と光

物質を状態変化させよう

においを作ってみよう

科学実験大集合

総合発表準備

総合発表・修了式
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　第１回 生物どうしのつながり
　開校式に続き、テントウムシやアブラムシ、アメンボといった身近な昆虫の
観察を行った。ふだん見慣れた昆虫の中にも新しい発見があり、今後の講
座にむけての意欲付けになった。

　第２回 養老先生と春の山を歩こう
　東京大学名誉教授で脳学者の養老孟司氏を特別講師としてお招きし、
おおの自然観察の森で自然観察を行った。養老氏が専門とするゾウ虫類
はあまり採集できなかったが、日本最小のトンボ『ハッチョウトンボ』やモリアオ
ガエルの卵塊など、たいへん珍しいものを観察することができた。
　観察後は養老氏の昆虫を中心とした自然環境に関する講話があり、受
講生たちは熱心に耳を傾けていた。
　なお、本講座にはおおの自然観察の森職員の方の協力も得ることがで
き、有意義な講座となった。

　第３回 小動物の骨格教本を作ろう
　フクロウの吐き出したペレットの中から、フクロウが食べたネズミなどの未
消化の骨格を取り出し、骨格標本を作っ
た。
　今回用意したフクロウペレットは複数
匹の小動物が含まれているものが多く、
骨の数は多いがその部位を特定するこ
とが大変困難であった。それでも受講生
たちはなんとか骨を見つけて見本と見比べながら台紙に貼りつけていっ
た。
　この題材は、実際に食物連鎖を感じる良い題材であり、また、第８回講座
で取り扱う恐竜の骨格にも関連づけることができた。

　第４回 植物公園連携プログラム
　広島市植物公園に出向き、技官の
方よりお話をいただき、園内を案内しても
らった。
　最初にチューリップの球根をナイフで
分解し、その作りを調べた。その後、珍し
い南アフリカの植物の話を聞いた。
　最後に植物公園内を見学し、特に珍
しい植物やそれを維持管理していく苦労について説明を受けた。

　第５回６回 広島県の自然を探求しよう（宿泊研修）
　　芸北町を中心とした広島県の動植物や地質について観察した。
　初日は広島大学准教授 竹下俊治氏の指導のもと、八幡湿原と臥龍山

（刈尾山）で主に植物の観察を行った。
湿度や標高が異なると生育している植
物が変わることを受講生は知ることが
できた。また、一度牧草地になった場所
を再び湿原に戻す取り組みを行ってい
る現場も見ることができた。
　夕刻よりライトトラップによる主に甲虫
類の採集を試みたが、天候が悪化し、十分な成果を上げることができな
かった。
　２日目は雨の中三段峡へ行き、各地の露頭の走向傾斜をクリノメータを
使って測定した。測定後にこの結果を地図上に記入していくと、川の流れ
る方向や地形とほぼ一致することを知って、受講生はおどろいていた。
　天候には恵まれなかったが、けが人もなく、成果の多い宿泊研修であっ
た。

　第７回 自分のDNAをのぞいてみよう
　広島大学教授 田中伸和氏の指導のもと、DNAに関する実験を行った。
　資料としては、宿泊研修時に採取し
た受講生の唾液を使った。この資料の
中からDNAを抽出し、様 な々操作を行
うことにより、そのDNAが持つ様 な々情
報を読み取ることが可能である。今回
は生命倫理的な観点から、どの資料が
誰のものか判別できないよう、シャッフル
して、「瞬発力」や「持久力」の有無といった運動能力についての特性につ
いて調べた。理論的にも操作においても、受講生にとってはレベルの高いも
のとなった。また、自分の特性が知りたい受講生にとっては不満が残ったよ
うに感じた。しかし、試験管の中で糸状のDNAが現れたときは、多くの者が
歓声を上げていた。

　第８回 チャレンジ恐竜研究
　林原自然科学博物館の研究員の方を特別講師として招き、恐竜につい
て学習した。
　最初に画像を見ながらモンゴルでの
恐竜化石発掘の現状について説明を
聞いた。過酷な環境の中での発掘作
業にについて、受講生は目を輝かせて
聞き入っていた。その後、本物の化石
やレプリカを使って、恐竜の生活や体
の作りについて学習した。また、同時にこども文化科学館で開催されていた
夏の企画展「ダイノソアアワード」を研究員の方の解説を聞きながら見学を
することができた。
　恐竜は受講生にとって大変興味深い内容であり、その最前線で調査発
掘している研究者と直に接することができたことは受講生にとって大変意
義深いことであったと考えられる。

広島市植物公園技官                 

　第19回 総合発表準備
　総合発表に向けての準備を行った。本年度はチューター制を導入して、
講師と相談しながら早めに準備している受講生が多く、ほとんどの者は原
稿の読み合わせをしたり、資料の見せ方を確認するなど、最終チェックに時
間を使っていた。

　第20回 総合発表
　本年度受講した講座内容をふくらませて、受講生が自分で実験を行った
り、調べたりした内容を発表した。
　特に本年度の発表ではグラフを使って変化や違いをうまくまとめていた
受講生が多く見られた。また、内容もあまり難易度が高すぎるものはなく、適
当であったと思われる。

発表テーマは以下の通り
・ウミホタル　～光と温度の関係～
・発熱反応　～カイロについて～
・手作りクリノメーターで地球を調べる
・蒸気機関車について
・岩石について
・光の科学実験　～蛍光物質の光り方の変化について
・変形菌の生活
・温度と物質の状態
・葉脈について
・身近な菌類
・蒸気の力について
・球根について
・結晶について
・恐竜と鳥類とは虫類の共通点、相違点
・種子の散布
・蒸気機関車の性能について

　事業のまとめ
●総括　本事業も８期目を終え、講座内容も円熟してきた感がある。このこ
とを今後も活かしていくとともに、新たな講座内容の開発も必要であると考
える。また、体験した内容を単に総合発表で発表するだけに留まらず、外部
に向けて情報を発信することも模索していきたい。
　また、ホームページなどを利用して講座の様子を紹介するとともに、他地
域の類似事業との連携やさらに多くの研究機関、企業との連携を図ってい
きたい。 
　本事業は、講師、研究施設や企業、保護者や修了生といった人と人の
繋がりの中で成り立っている。
　このことを大切にして、今後も事業をより充実し、子どもたちの知的好奇
心を十分に満足させるものとして継続実施していきたい。

　第９回 地球を作っている物質
　岩石を作っている鉱物について学習した。
　最初にチオ硫酸ナトリウムを加熱融解し、これを放置してゆっくり冷却した
場合と、氷水につけて急速に冷却した場合とで、結晶のできかたの違いを
観察した。この違いをマグマの冷え方の違いに関連させて火成岩につい
て学習した。
　また、岩石薄片を鉱物顕微鏡で観察
し、火成岩のつくりを観察した。
　ふだん何気なく見ている石も、微視的
に見ることで、さまざまなことがわかるこ
とに受講生たちは驚いていた。

　第10回 ボーリング調査
　広島大学教授 山崎博史氏と同准教授 佐藤高晴氏、竹下俊治氏を特
別講師として招き、広島大学西条キャンパス内のブドウ池で堆積物のボー
リング調査を行った。
　最初に山崎氏よりボーリングに関する
説明を受けた後、ゴムボートに乗って
ボーリング調査の様子を間近で見学し
た。
　当日は機器が一部破損し、ボーリン
グ試料を採取することはできなかった
が、珪藻土中に残されている珪藻の痕跡や、現生の植物プランクトンを観
察することができた。
　なお、本講座では広島大学教育学部の学生４名が補助講師として指
導にあたった。

　第11回 研究のすすめ方
　3月6日に行われる総合発表に向けて、研究のすすめ方について学習し
た。
　例年では中間発表をこの時期行っていたが、受講生の負担を軽減する
ため、中間発表は行わないこととした。また、今年度から１人の常任講師が
３～４名の受講生を担当し、総合発表に向けての指導助言を与えていく
チューター制度をもうけた。
　多くの受講生が今後の準備に向けて方向性を見出すことができた。

　第12回13回14回 蒸気機関車の製作（３回連続）
　３回にわたって、真ちゅう製のミニ蒸気機関車を作った。今回の題材を扱
うのはSSMでは４回目であり、講師は製
作上のポイントを押さえて指導すること
で、スムーズに製作できた。
　その中でも、釜の密閉度が不足して
いたり、クランク部分の取り付け方法が
間違っていたりと、いくつかの問題点が

あった。
　最後に同じ燃料で何ｍ走るかの競技を行った。３回走らせた中で最も良
い記録を取ったが、１回ごとに受講生は、より長い距離を走るよう改良を重
ねていった。

　第15回 物質を状態変化させよう
　ドライアイスを使って、物質の温度による変化を観察した。
　ドライアイスから出る二酸化炭素が
斜面を下る様子や、砕いたドライアイス
を牛乳やジュースと混ぜることで、アイ
スクリームができることなど、身近にある
もので、楽しく状態変化について学習
することができた。

　第16回 化学変化と光
　(株)ルミカの社員の方を特別講師として招き、化学反応による発光現象
について実験を行った。
　最初に乾燥ウミホタルを使って、生
物が行う発光現象を観察した。
　その後蛍光物質を使った発光現象
を観察した。祭りの夜店などで見る光
るオモチャのしくみを知って受講生は
納得していた。

　第17回 においを作ってみよう
　いろんな化学物質からにおいを作りだす実験を行った。最初に、犬や人
間の鼻の構造を見ながら、どのように匂いを感じることができるかを学習し
た。
　また、目隠しをするとより匂いを敏感に感じることなども実験によって確か
めた。
　その後、薬品によって、さまざまな匂いを合成した。

　第18回 化学実験大集合
　広島ガス技術研究所に行き、液体窒素を使った超伝導の実験や、燃料
電池、分光器をつかった実験など化学に関する様 な々実験を行った。実験
の指導には技術研究所の研究員の方があたって下さった。やや盛りだくさ
んすぎて未消化に終わった感もあったが、受講生は熱心に実験に取り組ん
でいた。
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　第１回 生物どうしのつながり
　開校式に続き、テントウムシやアブラムシ、アメンボといった身近な昆虫の
観察を行った。ふだん見慣れた昆虫の中にも新しい発見があり、今後の講
座にむけての意欲付けになった。

　第２回 養老先生と春の山を歩こう
　東京大学名誉教授で脳学者の養老孟司氏を特別講師としてお招きし、
おおの自然観察の森で自然観察を行った。養老氏が専門とするゾウ虫類
はあまり採集できなかったが、日本最小のトンボ『ハッチョウトンボ』やモリアオ
ガエルの卵塊など、たいへん珍しいものを観察することができた。
　観察後は養老氏の昆虫を中心とした自然環境に関する講話があり、受
講生たちは熱心に耳を傾けていた。
　なお、本講座にはおおの自然観察の森職員の方の協力も得ることがで
き、有意義な講座となった。

　第３回 小動物の骨格教本を作ろう
　フクロウの吐き出したペレットの中から、フクロウが食べたネズミなどの未
消化の骨格を取り出し、骨格標本を作っ
た。
　今回用意したフクロウペレットは複数
匹の小動物が含まれているものが多く、
骨の数は多いがその部位を特定するこ
とが大変困難であった。それでも受講生
たちはなんとか骨を見つけて見本と見比べながら台紙に貼りつけていっ
た。
　この題材は、実際に食物連鎖を感じる良い題材であり、また、第８回講座
で取り扱う恐竜の骨格にも関連づけることができた。

　第４回 植物公園連携プログラム
　広島市植物公園に出向き、技官の
方よりお話をいただき、園内を案内しても
らった。
　最初にチューリップの球根をナイフで
分解し、その作りを調べた。その後、珍し
い南アフリカの植物の話を聞いた。
　最後に植物公園内を見学し、特に珍
しい植物やそれを維持管理していく苦労について説明を受けた。

　第５回６回 広島県の自然を探求しよう（宿泊研修）
　　芸北町を中心とした広島県の動植物や地質について観察した。
　初日は広島大学准教授 竹下俊治氏の指導のもと、八幡湿原と臥龍山

（刈尾山）で主に植物の観察を行った。
湿度や標高が異なると生育している植
物が変わることを受講生は知ることが
できた。また、一度牧草地になった場所
を再び湿原に戻す取り組みを行ってい
る現場も見ることができた。
　夕刻よりライトトラップによる主に甲虫
類の採集を試みたが、天候が悪化し、十分な成果を上げることができな
かった。
　２日目は雨の中三段峡へ行き、各地の露頭の走向傾斜をクリノメータを
使って測定した。測定後にこの結果を地図上に記入していくと、川の流れ
る方向や地形とほぼ一致することを知って、受講生はおどろいていた。
　天候には恵まれなかったが、けが人もなく、成果の多い宿泊研修であっ
た。

　第７回 自分のDNAをのぞいてみよう
　広島大学教授 田中伸和氏の指導のもと、DNAに関する実験を行った。
　資料としては、宿泊研修時に採取し
た受講生の唾液を使った。この資料の
中からDNAを抽出し、様 な々操作を行
うことにより、そのDNAが持つ様 な々情
報を読み取ることが可能である。今回
は生命倫理的な観点から、どの資料が
誰のものか判別できないよう、シャッフル
して、「瞬発力」や「持久力」の有無といった運動能力についての特性につ
いて調べた。理論的にも操作においても、受講生にとってはレベルの高いも
のとなった。また、自分の特性が知りたい受講生にとっては不満が残ったよ
うに感じた。しかし、試験管の中で糸状のDNAが現れたときは、多くの者が
歓声を上げていた。

　第８回 チャレンジ恐竜研究
　林原自然科学博物館の研究員の方を特別講師として招き、恐竜につい
て学習した。
　最初に画像を見ながらモンゴルでの
恐竜化石発掘の現状について説明を
聞いた。過酷な環境の中での発掘作
業にについて、受講生は目を輝かせて
聞き入っていた。その後、本物の化石
やレプリカを使って、恐竜の生活や体
の作りについて学習した。また、同時にこども文化科学館で開催されていた
夏の企画展「ダイノソアアワード」を研究員の方の解説を聞きながら見学を
することができた。
　恐竜は受講生にとって大変興味深い内容であり、その最前線で調査発
掘している研究者と直に接することができたことは受講生にとって大変意
義深いことであったと考えられる。

　第19回 総合発表準備
　総合発表に向けての準備を行った。本年度はチューター制を導入して、
講師と相談しながら早めに準備している受講生が多く、ほとんどの者は原
稿の読み合わせをしたり、資料の見せ方を確認するなど、最終チェックに時
間を使っていた。

　第20回 総合発表
　本年度受講した講座内容をふくらませて、受講生が自分で実験を行った
り、調べたりした内容を発表した。
　特に本年度の発表ではグラフを使って変化や違いをうまくまとめていた
受講生が多く見られた。また、内容もあまり難易度が高すぎるものはなく、適
当であったと思われる。

発表テーマは以下の通り
・ウミホタル　～光と温度の関係～
・発熱反応　～カイロについて～
・手作りクリノメーターで地球を調べる
・蒸気機関車について
・岩石について
・光の科学実験　～蛍光物質の光り方の変化について
・変形菌の生活
・温度と物質の状態
・葉脈について
・身近な菌類
・蒸気の力について
・球根について
・結晶について
・恐竜と鳥類とは虫類の共通点、相違点
・種子の散布
・蒸気機関車の性能について

　事業のまとめ
●総括　本事業も８期目を終え、講座内容も円熟してきた感がある。このこ
とを今後も活かしていくとともに、新たな講座内容の開発も必要であると考
える。また、体験した内容を単に総合発表で発表するだけに留まらず、外部
に向けて情報を発信することも模索していきたい。
　また、ホームページなどを利用して講座の様子を紹介するとともに、他地
域の類似事業との連携やさらに多くの研究機関、企業との連携を図ってい
きたい。 
　本事業は、講師、研究施設や企業、保護者や修了生といった人と人の
繋がりの中で成り立っている。
　このことを大切にして、今後も事業をより充実し、子どもたちの知的好奇
心を十分に満足させるものとして継続実施していきたい。

　第９回 地球を作っている物質
　岩石を作っている鉱物について学習した。
　最初にチオ硫酸ナトリウムを加熱融解し、これを放置してゆっくり冷却した
場合と、氷水につけて急速に冷却した場合とで、結晶のできかたの違いを
観察した。この違いをマグマの冷え方の違いに関連させて火成岩につい
て学習した。
　また、岩石薄片を鉱物顕微鏡で観察
し、火成岩のつくりを観察した。
　ふだん何気なく見ている石も、微視的
に見ることで、さまざまなことがわかるこ
とに受講生たちは驚いていた。

　第10回 ボーリング調査
　広島大学教授 山崎博史氏と同准教授 佐藤高晴氏、竹下俊治氏を特
別講師として招き、広島大学西条キャンパス内のブドウ池で堆積物のボー
リング調査を行った。
　最初に山崎氏よりボーリングに関する
説明を受けた後、ゴムボートに乗って
ボーリング調査の様子を間近で見学し
た。
　当日は機器が一部破損し、ボーリン
グ試料を採取することはできなかった
が、珪藻土中に残されている珪藻の痕跡や、現生の植物プランクトンを観
察することができた。
　なお、本講座では広島大学教育学部の学生４名が補助講師として指
導にあたった。

　第11回 研究のすすめ方
　3月6日に行われる総合発表に向けて、研究のすすめ方について学習し
た。
　例年では中間発表をこの時期行っていたが、受講生の負担を軽減する
ため、中間発表は行わないこととした。また、今年度から１人の常任講師が
３～４名の受講生を担当し、総合発表に向けての指導助言を与えていく
チューター制度をもうけた。
　多くの受講生が今後の準備に向けて方向性を見出すことができた。

　第12回13回14回 蒸気機関車の製作（３回連続）
　３回にわたって、真ちゅう製のミニ蒸気機関車を作った。今回の題材を扱
うのはSSMでは４回目であり、講師は製
作上のポイントを押さえて指導すること
で、スムーズに製作できた。
　その中でも、釜の密閉度が不足して
いたり、クランク部分の取り付け方法が
間違っていたりと、いくつかの問題点が

あった。
　最後に同じ燃料で何ｍ走るかの競技を行った。３回走らせた中で最も良
い記録を取ったが、１回ごとに受講生は、より長い距離を走るよう改良を重
ねていった。

　第15回 物質を状態変化させよう
　ドライアイスを使って、物質の温度による変化を観察した。
　ドライアイスから出る二酸化炭素が
斜面を下る様子や、砕いたドライアイス
を牛乳やジュースと混ぜることで、アイ
スクリームができることなど、身近にある
もので、楽しく状態変化について学習
することができた。

　第16回 化学変化と光
　(株)ルミカの社員の方を特別講師として招き、化学反応による発光現象
について実験を行った。
　最初に乾燥ウミホタルを使って、生
物が行う発光現象を観察した。
　その後蛍光物質を使った発光現象
を観察した。祭りの夜店などで見る光
るオモチャのしくみを知って受講生は
納得していた。

　第17回 においを作ってみよう
　いろんな化学物質からにおいを作りだす実験を行った。最初に、犬や人
間の鼻の構造を見ながら、どのように匂いを感じることができるかを学習し
た。
　また、目隠しをするとより匂いを敏感に感じることなども実験によって確か
めた。
　その後、薬品によって、さまざまな匂いを合成した。

　第18回 化学実験大集合
　広島ガス技術研究所に行き、液体窒素を使った超伝導の実験や、燃料
電池、分光器をつかった実験など化学に関する様 な々実験を行った。実験
の指導には技術研究所の研究員の方があたって下さった。やや盛りだくさ
んすぎて未消化に終わった感もあったが、受講生は熱心に実験に取り組ん
でいた。
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本年度参加者概要
小学5年生     9名
小学6年生　　7名
（応募総数27名）

事 業 日 程

1

2

3

4

5

6

8

9

10

11

12

13

14

15

16

7

17

18

19

20

回 実施日 内容 実施場所 講師

5月14日（土）

5月22日（日）

6月4日（土）

6月5日（日）

6月25日（土）

7月9日（土）

8月27日（土）

8月27日（土）

9月10日（土）

9月24日（土）

10月8日（土）

10月22日（土）

11月12日（土）

11月23日（水）

12月10日（土）

12月24日（土）

1月28日（土）

2月11日（土）

2月25日（土）

3月4日（日）

広島市こども文化科学館

広島市森林公園　昆虫館

鳥取県立大山自然歴史館
・鳥取県立大山青年の家ほか

鳥取県立大山自然歴史館
・鳥取県立大山青年の家ほか

広島大学

倉敷市立自然史博物館

比治山大学

比治山大学

比治山大学

比治山大学

広島市こども文化科学館

広島ガス（株）
技術研究所

広島市こども文化科学館

広島市こども文化科学館

広島市こども文化科学館

広島市こども文化科学館

比治山大学

広島市こども文化科学館

広島市こども文化科学館

広島市こども文化科学館

常任講師　鹿江宏明　他

広島大学教授　寺田健太郎

常任講師　土本民子　他

広島ガス（株）技術研究所研究員

昆虫館技師　坂本　充

倉敷市立自然史博物館学芸員
武智泰史

常任講師　鹿江宏明　他

常任講師　鹿江宏明　他

常任講師　鹿江宏明　他

東京大学名誉教授　養老孟司

常任講師　菅野浩司　他

常任講師　菅野浩司　他

東京大学名誉教授　養老孟司

常任講師　鹿江宏明　他

広島大学教授　田中伸和

常任講師　鹿江宏明　他

広島大学教授　古賀信吉

久保田酒造株式会社
久保田貴八郎

常任講師　鹿江宏明　他

常任講師　鹿江宏明　他

開校式
チリメンモンスターを捜せ

昆虫の世界

養老先生と
初夏の大山を歩こう
（宿泊研修）

養老先生と
初夏の大山を歩こう
（宿泊研修）

ロケットを飛ばそう
（ロケット製作1）

ロケットを飛ばそう
（ロケット製作2）

身近な放射線

いん石からわかる
太陽系誕生の秘密

倉敷自然史博物館
を見学しよう

災害から身を守る

水溶液の正体を
つきとめよう

科学研究のすすめかた

マラカイトって何？

化学実習大集合

ロケットを飛ばそう
（ロケット打ち上げ）

私たちの生活と菌

遺伝子組み換えに
チャレンジ

DNAに迫る

総合発表準備

総合発表・修了式

 

平成23年度 活動記録
ANNIVERSARY

th 平成22年度 活動記録

58 59



　第１回 チリメンモンスターを探せ
　開校式に続き、チリメンジャコに混じっている小さな生き物（チリメンモンス
ター）の観察を行った。ふだん何気なく食べている食品を通して、海に住む
小さな生物どうしのつながりを学習することができ、今後の講座への意欲付
けになった。

　第２回 昆虫の世界
　広島市森林公園 昆虫館の坂本充氏を特別講師として、昆虫館で講座
を行った。これから実施する宿泊研修の自然観察や夏休みに向けて、昆虫
の体の仕組みなどを丁寧に教えていただき、抜け殻からセミの種類を判別
する実習も行なった。研究レポートのまとめ方なども学習し、大変有意義な
講座となった。

　第３回４回 養老先生と初夏の大山を歩こう（宿泊研修）
　東京大学名誉教授で脳学者の養老孟司先生を特別講師としてお招き
し、鳥取県の大山周辺の自然観察を行なった。バスの中や自然観察の合
間に、養老先生の昆虫を中心とした自然環境に関する貴重な講話を聴くこ
とができ、受講生たちは熱心に耳を傾けていた。
　初日は鳥取県立大山自然歴史館の矢田貝館長の指導で、大山の動植
物や地質について、自然歴史館の見学を行いながら学習した。そのあと、
高田工業団地にある風力発電所にて、風車「太空海（たくみ）号」を見学
し、鳥取県立大山青年の家でライトトラップによる甲虫類の採集や天体観
測を行なった。
　２日目は青年の家の専門指導員から、施設周辺の植物についてゲーム
を交えながら学習し、大山特有の動植物について詳しく知ることができた。
採取した植物を使ったしおりの製作なども行い。思い出に残る研修だった。
　天候にも恵まれ、けが人もなく、養老先生と宿泊する貴重な体験で、成果
の多い宿泊研修であった。

　第５回６回　ロケットを飛ばそう（ロケット製作）
　２回にわたって火薬エンジンのロケット製作を行なった。講師が製作上の
ポイントを押さえて指導することで、スムー
ズに製作することができた。
　ロケットが燃料を燃焼させ、作用・反作
用の原理をつかって飛ぶことなどを学習
した後、パラシュートや本体などを作った。
作業中、工作用具の使い方の指導も行
なった。パラシュートの落下実験などを通し、いかに滞空時間を長くするか
それぞれが意見を出し、講師と相談しながら楽しく作業することができた。

　第８回 身近な放射線
　今年３月に起きた東日本大震災の原子力発電所事故の影響で、放射
線について興味のある受講生が多く、親子で熱心に学習する姿が見られ
た。
　今回の講座で、放射線が身近な岩
石などから出ていることや、医療などの
分野で利用されていることなどを学習
し、放射線測定装置による測定や、霧
箱による軌跡の観察を通して、正しく科
学的に理解することができたのではな
いかと思う。

　第９回 いん石からわかる太陽系誕生の秘密
　広島大学教授 寺田健太郎氏の指導のもと、広島大学で宇宙に関する
講座を行った。
　貴重な隕石の実物資料を見せても
らいながら、太陽系や地球誕生の話を
分かりやすく教えていただいた。また、
隕石の解析で使用する世界屈指の性
能を誇る年代分析装置SHRIMP（シュ
リンプ）を用いた年代測定法の原理などについても解説していただき、受講
生は宇宙への思いをめぐらせていた。
　広島大学の理学部で講座を行い、大学の雰囲気を味わうこともでき、大
変有意義な講座となった。

　第10回 倉敷自然史博物館を見学しよう
　倉敷市立自然史博物館の見学を行った。最初に、学芸員の武智泰史
氏にダイヤモンド、サファイアといった宝石の原石約40種類を集めた特別展
「宝石の素顔」についての講座をしていただき、鉱物について詳しく学習し
た。その後、博物館内の資料を見ながら説明を受けた。見る方向で青や黄
色に変化する「きん青石」、岡山県内で採れた水晶など100点以上の資料
を詳しく解説していただいき、受講生は
目を輝かせて聞き入っていた。
　その他館内には自然史全般の資料
が展示してあり、本物の化石やナウマン
ゾウの骨格模型などの自然史系博物
館資料を見学する貴重な体験となっ
た。
　自然史博物館で扱っている恐竜などは、受講生にとって大変興味深い
内容であり、武智学芸員も展示室で受講生の質問に最後まで親切に答え
ていただいたため、受講生にとって大変意義深い講座であったと思う。

競い、滞空時間の最も長かったものは約44秒であった。参加者は後日、全
員が表彰された。

　第17回　遺伝子組み換えにチャレンジ
　遺伝子について初歩から学び、次回講座で使用するための資料を作る
実験を行った。
　最初に、染色体やDNAについてビデオなどを見ながら学習した。ほとん
どの受講生には聞き慣れない言葉ばかりのようだったが、分かりやすい説
明で、講座が進むにつれて、遺伝子について理解を深めたようだ。
　続いての実験では、大腸菌にオワンクラゲの遺伝子を組み換えた。他の
細菌が入らないように気を使う作業であったが、後半にはピペットの扱い方
にも慣れ、スムーズに行うことができた。
　次回、自分で培養した大腸菌を観察し、さらにDNAについての理解が
深まるであろう。

　第18回 ＤＮＡに迫る
　広島大学教授　田中伸和氏の指導の下、DNAについての学習と実験
を行った。
　前回作ったオワンクラゲのGFP（緑
色蛍光タンパク質）遺伝子をもつ大腸
菌を観察した後、PCR（DNAポリメ
ラーゼ連鎖反応）を行い、増やした
GFP遺伝子を電気泳動で観察した。
　受講生には少し難しい実験であっ
たが、観察した遺伝子が予想通りに光り出したグループでは歓声が上が
り、遺伝子研究の一端を十分に堪能できた講座であった。

　第19回 総合発表準備
　総合発表に向けての準備を行った。全体の注意事項などを聞いた後、
各自講師と相談しながら原稿の読み合わせをしたり、資料の見せ方を確認
するなど、最終チェックに時間を使っていた。

　第20回 総合発表
　本年度受講した講座内容をふくらませて、受講生が自分で実験を行った
り、調べた内容を発表した。
　特に本年度の発表では、パソコンを使ってスライド形式にして、見せ方を
考えながらうまくまとめている受講生が多く見られた。また、内容もあまり難易
度が高すぎるものはなく、適当であったと思われる。

発表テーマは以下の通り
・銅の製錬
・○○を燃やしたら…　～色 な々炎の不思議～
・液状化実験
・パラシュートの形と滞空時間の関係
・かこくな状況でメダカは生存できるのか？
・似島と宮島のざっ草のちがい
・フィルムケースロケットを飛ばすには　～なぜ飛ばなかったのか～
・幸せの四つ葉のクローバーは,育てて増やすことが出来るのか？
・花粉症の遺伝について
・地震に負けない構造の工夫
・大地の変化
・ビカリアのかけらから分かること
・「地球温暖化」二酸化炭素の影響について
・カエデの実の落下実験
・光のスペクトル分解
・土の中の生き物の働き

　事業のまとめ
●総括　本事業も９期目を終え、講座内容も円熟してきた感がある。このこ
とを今後も活かしていくとともに、新たな講座内容の開発も必要であると考
える。 
　本事業は、地元企業と大学教授などの科学教育専門家、博物館の三
者の協力で成り立っている。これからも三者の足並みを揃え、より良い事業
を目指していきたい。また、他地域の類似事業との連携やさらに多くの研究
機関、企業との連携を図っていきたい。 
　今後も事業をより充実し、子どもたちの知的好奇心を十分に満足させる
ものとして実施していく予定である。

　第11回 災害から身を守る
　地震を中心に災害について様 な々角度から学習した。今年３月に起きた
東日本大震災の記憶がまだ新しく、受講生や保護者は熱心に講座を聞い
ていた。
　講座では、紙製の模型の家を作り実
際に揺らしてみることで、どのような補強
をすれば地震に強い建物ができるの
か、筋交いを入れた場合や屋根の重
量を変えた場合を観察した。また、水槽
に砂と水を入れ、揺らすことで液状化
現象を起こし、水が表面に現れてくる様
子を観察することで、「災害」というテーマを実体験としてとらえることができ
た。
　災害について科学的に理解することは、いざという時の正しい判断につ
ながるので、今回の講座で学習したことを、日頃から家族で話し合って、防
災に取り組んでほしい。

　第12回 科学研究のすすめ方
　3月4日に行われる総合発表に向けて、研究の進め方について学習した。
総合発表は、本年度受講した講座内容について、各受講生がテーマを決
め、疑問に思ったことをより深く掘り下げるなど、内容をふくらませ、各自で実
験や調査を行なった結果をまとめて発表するものである。この日は、自分が
興味をもった講座から発表テーマを考えたり、そのテーマで実験をする方
法などを、常任講師が指導したり、助言を与えたりした。
　多くの受講生が今後の準備に向けて方向性を見出すことができた。

　第13回 水溶液の正体をつきとめよう
　化学分野の講座として、水溶液を扱った実験を行なった。
　まず、受講生にも身近な水溶液という
ことで、醤油を取り上げ、何が溶けてい
るのか調べる実験を行なった。ガスバー
ナーでひたすら加熱を続け、食塩が溶
けているということを知り、受講生は水
溶液というものが分かってきているよう
だった。
　次に、酸とアルカリについて学習した。紫キャベツで指示薬を作り、色の
変化を観察して、同じように見える水溶液でも、性質が異なる場合があると
いうことを実験によって確かめた。
　いろいろな色の水溶液を扱い、受講生も楽しく化学について勉強できた
のではないかと思う。

　第14回 マラカイトって何？
　鉱物のマラカイトについて、広島大学教授　古賀信義氏の指導のもと
実験を行なった。

　10円玉などの銅製品にできるサビの緑青など、身近なところから、難しい
化学変化の話まで、実物の石やスライドを使って丁寧に説明していただき、
受講生にも大変分かりやすい内容であった。物質を同定することは、化学
においてとても大切なことで、先生の実験の進め方は、指導する立場の人
間にも大変参考となった。
 最後の電気分解で銅板のネームプレートを作成する実験では、上手に自
分の名前が浮き出てくると歓声が上がり、受講生も大変満足した講座で
あった。
　なお、本講座では広島大学教育学部の学生４名が補助講師として指
導にあたった。

　第15回 化学実習大集合
　広島ガス（株）の技術研究所に行き、繊維素材の鑑別やナイロンの合
成、化学発光の実験など化学に関す
る様々な実験を行ない、技術研究所
の見学もあわせて行なった。実験の指
導や施設見学の解説には技術研究
所の研究員の方があたって下さった。
　実験が多く、やや盛りだくさんな内容
で、未消化に終わった感もあったが、
環境に配慮した物質のことや2010年にノーベル化学賞を受賞したクロス
カップリングの反応など、受講生は熱心に説明を聞き、実験に取り組んでい
た。

　第16回 私たちの生活と菌
　久保田酒造株式会社の久保田貴八郎氏を特別講師として招き、私た
ちの食生活について、酒造りを中心に話していただいた。
　実際に酒造りに携わっている方の話は、普段聞くことのできない貴重なも
のであり、とても興味深く、受講生や保護者は終始熱心に聞き入っていた。
学校においても食育の指導が進むなか、サイエンスという切り口で菌の話
を取り上げてお話していただいたので、受講生も「食」について考えるよい
機会となった。
　最後に、麹菌とご飯で作った甘酒の試飲を行い、受講生は自分で作っ
た味に満足していた。久保田氏には保護者の質疑応答にも積極的に答え
ていただき、忘れられない講座のひとつとなった。

　第７回 ロケットを飛ばそう（ロケット打ち上げ）
　7月23日に予定していたロケット打ち上げが、会場の都合でできなかった
ため、12月24日午後に比治山大学グラウンドにて実施した。
　実際のロケット打ち上げとなると、受講生も自分が考えたようにいかない
ケースもあり、改めて科学の難しさを知った。しかし、考えることの大切さやあ
きらめずにチェレンジする精神を持って、パラシュートの形状や機体のバラン
スなどの改良を加えながら、各受講生が３回の打ち上げに挑戦した。その
結果、回数を重ねる度にロケットがまっすぐに上がっていった。滞空時間を
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　第１回 チリメンモンスターを探せ
　開校式に続き、チリメンジャコに混じっている小さな生き物（チリメンモンス
ター）の観察を行った。ふだん何気なく食べている食品を通して、海に住む
小さな生物どうしのつながりを学習することができ、今後の講座への意欲付
けになった。

　第２回 昆虫の世界
　広島市森林公園 昆虫館の坂本充氏を特別講師として、昆虫館で講座
を行った。これから実施する宿泊研修の自然観察や夏休みに向けて、昆虫
の体の仕組みなどを丁寧に教えていただき、抜け殻からセミの種類を判別
する実習も行なった。研究レポートのまとめ方なども学習し、大変有意義な
講座となった。

　第３回４回 養老先生と初夏の大山を歩こう（宿泊研修）
　東京大学名誉教授で脳学者の養老孟司先生を特別講師としてお招き
し、鳥取県の大山周辺の自然観察を行なった。バスの中や自然観察の合
間に、養老先生の昆虫を中心とした自然環境に関する貴重な講話を聴くこ
とができ、受講生たちは熱心に耳を傾けていた。
　初日は鳥取県立大山自然歴史館の矢田貝館長の指導で、大山の動植
物や地質について、自然歴史館の見学を行いながら学習した。そのあと、
高田工業団地にある風力発電所にて、風車「太空海（たくみ）号」を見学
し、鳥取県立大山青年の家でライトトラップによる甲虫類の採集や天体観
測を行なった。
　２日目は青年の家の専門指導員から、施設周辺の植物についてゲーム
を交えながら学習し、大山特有の動植物について詳しく知ることができた。
採取した植物を使ったしおりの製作なども行い。思い出に残る研修だった。
　天候にも恵まれ、けが人もなく、養老先生と宿泊する貴重な体験で、成果
の多い宿泊研修であった。

　第５回６回　ロケットを飛ばそう（ロケット製作）
　２回にわたって火薬エンジンのロケット製作を行なった。講師が製作上の
ポイントを押さえて指導することで、スムー
ズに製作することができた。
　ロケットが燃料を燃焼させ、作用・反作
用の原理をつかって飛ぶことなどを学習
した後、パラシュートや本体などを作った。
作業中、工作用具の使い方の指導も行
なった。パラシュートの落下実験などを通し、いかに滞空時間を長くするか
それぞれが意見を出し、講師と相談しながら楽しく作業することができた。

　第８回 身近な放射線
　今年３月に起きた東日本大震災の原子力発電所事故の影響で、放射
線について興味のある受講生が多く、親子で熱心に学習する姿が見られ
た。
　今回の講座で、放射線が身近な岩
石などから出ていることや、医療などの
分野で利用されていることなどを学習
し、放射線測定装置による測定や、霧
箱による軌跡の観察を通して、正しく科
学的に理解することができたのではな
いかと思う。

　第９回 いん石からわかる太陽系誕生の秘密
　広島大学教授 寺田健太郎氏の指導のもと、広島大学で宇宙に関する
講座を行った。
　貴重な隕石の実物資料を見せても
らいながら、太陽系や地球誕生の話を
分かりやすく教えていただいた。また、
隕石の解析で使用する世界屈指の性
能を誇る年代分析装置SHRIMP（シュ
リンプ）を用いた年代測定法の原理などについても解説していただき、受講
生は宇宙への思いをめぐらせていた。
　広島大学の理学部で講座を行い、大学の雰囲気を味わうこともでき、大
変有意義な講座となった。

　第10回 倉敷自然史博物館を見学しよう
　倉敷市立自然史博物館の見学を行った。最初に、学芸員の武智泰史
氏にダイヤモンド、サファイアといった宝石の原石約40種類を集めた特別展
「宝石の素顔」についての講座をしていただき、鉱物について詳しく学習し
た。その後、博物館内の資料を見ながら説明を受けた。見る方向で青や黄
色に変化する「きん青石」、岡山県内で採れた水晶など100点以上の資料
を詳しく解説していただいき、受講生は
目を輝かせて聞き入っていた。
　その他館内には自然史全般の資料
が展示してあり、本物の化石やナウマン
ゾウの骨格模型などの自然史系博物
館資料を見学する貴重な体験となっ
た。
　自然史博物館で扱っている恐竜などは、受講生にとって大変興味深い
内容であり、武智学芸員も展示室で受講生の質問に最後まで親切に答え
ていただいたため、受講生にとって大変意義深い講座であったと思う。

競い、滞空時間の最も長かったものは約44秒であった。参加者は後日、全
員が表彰された。

　第17回　遺伝子組み換えにチャレンジ
　遺伝子について初歩から学び、次回講座で使用するための資料を作る
実験を行った。
　最初に、染色体やDNAについてビデオなどを見ながら学習した。ほとん
どの受講生には聞き慣れない言葉ばかりのようだったが、分かりやすい説
明で、講座が進むにつれて、遺伝子について理解を深めたようだ。
　続いての実験では、大腸菌にオワンクラゲの遺伝子を組み換えた。他の
細菌が入らないように気を使う作業であったが、後半にはピペットの扱い方
にも慣れ、スムーズに行うことができた。
　次回、自分で培養した大腸菌を観察し、さらにDNAについての理解が
深まるであろう。

　第18回 ＤＮＡに迫る
　広島大学教授　田中伸和氏の指導の下、DNAについての学習と実験
を行った。
　前回作ったオワンクラゲのGFP（緑
色蛍光タンパク質）遺伝子をもつ大腸
菌を観察した後、PCR（DNAポリメ
ラーゼ連鎖反応）を行い、増やした
GFP遺伝子を電気泳動で観察した。
　受講生には少し難しい実験であっ
たが、観察した遺伝子が予想通りに光り出したグループでは歓声が上が
り、遺伝子研究の一端を十分に堪能できた講座であった。

　第19回 総合発表準備
　総合発表に向けての準備を行った。全体の注意事項などを聞いた後、
各自講師と相談しながら原稿の読み合わせをしたり、資料の見せ方を確認
するなど、最終チェックに時間を使っていた。

　第20回 総合発表
　本年度受講した講座内容をふくらませて、受講生が自分で実験を行った
り、調べた内容を発表した。
　特に本年度の発表では、パソコンを使ってスライド形式にして、見せ方を
考えながらうまくまとめている受講生が多く見られた。また、内容もあまり難易
度が高すぎるものはなく、適当であったと思われる。

発表テーマは以下の通り
・銅の製錬
・○○を燃やしたら…　～色 な々炎の不思議～
・液状化実験
・パラシュートの形と滞空時間の関係
・かこくな状況でメダカは生存できるのか？
・似島と宮島のざっ草のちがい
・フィルムケースロケットを飛ばすには　～なぜ飛ばなかったのか～
・幸せの四つ葉のクローバーは,育てて増やすことが出来るのか？
・花粉症の遺伝について
・地震に負けない構造の工夫
・大地の変化
・ビカリアのかけらから分かること
・「地球温暖化」二酸化炭素の影響について
・カエデの実の落下実験
・光のスペクトル分解
・土の中の生き物の働き

　事業のまとめ
●総括　本事業も９期目を終え、講座内容も円熟してきた感がある。このこ
とを今後も活かしていくとともに、新たな講座内容の開発も必要であると考
える。 
　本事業は、地元企業と大学教授などの科学教育専門家、博物館の三
者の協力で成り立っている。これからも三者の足並みを揃え、より良い事業
を目指していきたい。また、他地域の類似事業との連携やさらに多くの研究
機関、企業との連携を図っていきたい。 
　今後も事業をより充実し、子どもたちの知的好奇心を十分に満足させる
ものとして実施していく予定である。

　第11回 災害から身を守る
　地震を中心に災害について様 な々角度から学習した。今年３月に起きた
東日本大震災の記憶がまだ新しく、受講生や保護者は熱心に講座を聞い
ていた。
　講座では、紙製の模型の家を作り実
際に揺らしてみることで、どのような補強
をすれば地震に強い建物ができるの
か、筋交いを入れた場合や屋根の重
量を変えた場合を観察した。また、水槽
に砂と水を入れ、揺らすことで液状化
現象を起こし、水が表面に現れてくる様
子を観察することで、「災害」というテーマを実体験としてとらえることができ
た。
　災害について科学的に理解することは、いざという時の正しい判断につ
ながるので、今回の講座で学習したことを、日頃から家族で話し合って、防
災に取り組んでほしい。

　第12回 科学研究のすすめ方
　3月4日に行われる総合発表に向けて、研究の進め方について学習した。
総合発表は、本年度受講した講座内容について、各受講生がテーマを決
め、疑問に思ったことをより深く掘り下げるなど、内容をふくらませ、各自で実
験や調査を行なった結果をまとめて発表するものである。この日は、自分が
興味をもった講座から発表テーマを考えたり、そのテーマで実験をする方
法などを、常任講師が指導したり、助言を与えたりした。
　多くの受講生が今後の準備に向けて方向性を見出すことができた。

　第13回 水溶液の正体をつきとめよう
　化学分野の講座として、水溶液を扱った実験を行なった。
　まず、受講生にも身近な水溶液という
ことで、醤油を取り上げ、何が溶けてい
るのか調べる実験を行なった。ガスバー
ナーでひたすら加熱を続け、食塩が溶
けているということを知り、受講生は水
溶液というものが分かってきているよう
だった。
　次に、酸とアルカリについて学習した。紫キャベツで指示薬を作り、色の
変化を観察して、同じように見える水溶液でも、性質が異なる場合があると
いうことを実験によって確かめた。
　いろいろな色の水溶液を扱い、受講生も楽しく化学について勉強できた
のではないかと思う。

　第14回 マラカイトって何？
　鉱物のマラカイトについて、広島大学教授　古賀信義氏の指導のもと
実験を行なった。

　10円玉などの銅製品にできるサビの緑青など、身近なところから、難しい
化学変化の話まで、実物の石やスライドを使って丁寧に説明していただき、
受講生にも大変分かりやすい内容であった。物質を同定することは、化学
においてとても大切なことで、先生の実験の進め方は、指導する立場の人
間にも大変参考となった。
 最後の電気分解で銅板のネームプレートを作成する実験では、上手に自
分の名前が浮き出てくると歓声が上がり、受講生も大変満足した講座で
あった。
　なお、本講座では広島大学教育学部の学生４名が補助講師として指
導にあたった。

　第15回 化学実習大集合
　広島ガス（株）の技術研究所に行き、繊維素材の鑑別やナイロンの合
成、化学発光の実験など化学に関す
る様々な実験を行ない、技術研究所
の見学もあわせて行なった。実験の指
導や施設見学の解説には技術研究
所の研究員の方があたって下さった。
　実験が多く、やや盛りだくさんな内容
で、未消化に終わった感もあったが、
環境に配慮した物質のことや2010年にノーベル化学賞を受賞したクロス
カップリングの反応など、受講生は熱心に説明を聞き、実験に取り組んでい
た。

　第16回 私たちの生活と菌
　久保田酒造株式会社の久保田貴八郎氏を特別講師として招き、私た
ちの食生活について、酒造りを中心に話していただいた。
　実際に酒造りに携わっている方の話は、普段聞くことのできない貴重なも
のであり、とても興味深く、受講生や保護者は終始熱心に聞き入っていた。
学校においても食育の指導が進むなか、サイエンスという切り口で菌の話
を取り上げてお話していただいたので、受講生も「食」について考えるよい
機会となった。
　最後に、麹菌とご飯で作った甘酒の試飲を行い、受講生は自分で作っ
た味に満足していた。久保田氏には保護者の質疑応答にも積極的に答え
ていただき、忘れられない講座のひとつとなった。

　第７回 ロケットを飛ばそう（ロケット打ち上げ）
　7月23日に予定していたロケット打ち上げが、会場の都合でできなかった
ため、12月24日午後に比治山大学グラウンドにて実施した。
　実際のロケット打ち上げとなると、受講生も自分が考えたようにいかない
ケースもあり、改めて科学の難しさを知った。しかし、考えることの大切さやあ
きらめずにチェレンジする精神を持って、パラシュートの形状や機体のバラン
スなどの改良を加えながら、各受講生が３回の打ち上げに挑戦した。その
結果、回数を重ねる度にロケットがまっすぐに上がっていった。滞空時間を
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本年度参加者概要
小学5年生     7名
小学6年生　　9名
（応募総数32名）
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1

2
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8
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12

13

13

14

15
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回 実施日 内容 実施場所 講師

6月2日（土）

6月16日（土）

6月30日（土）

7月7日（土）

7月14日（土）

7月15日（土）

7月28日（土）

8月18日（土）

9月8日（土）

9月15日（土）

10月6日（土）

10月13日（土）

10月27日（土）

10月28日（土）

11月10日（土）

12月24日（土）

12月8日（土）

12月22日（土）

2月9日（土）

広島市こども文化科学館

比治山大学

比治山大学

比治山大学

広島市こども文化科学館

広島大学

比治山大学

広島ガス（株）ショールーム
ガストピア

戸田工業（株）

広島市こども文化科学館

広島市こども文化科学館

広島市こども文化科学館

比治山大学

広島市こども文化科学館

広島市こども文化科学館

広島市こども文化科学館

国立江田島青少年交流の家

国立江田島青少年交流の家

広島ガス（株）
廿日市工場

常任講師　鹿江宏明　他

産業技術総合研究所関西センター
牧原正記

常任講師　菅野浩司　他

常任講師　鹿江宏明　他

常任講師　鹿江宏明　他

常任講師　玉井基宏　他

広島大学教授　山崎博史

常任講師　菅野浩司　他

東京大学名誉教授　養老孟司

常任講師　鹿江宏明　他

常任講師　鹿江宏明　他

常任講師　鹿江宏明　他

広島ガス（株）

広島大学教授　田中伸和

常任講師　鹿江宏明　他

常任講師　鹿江宏明　他

広島ガス（株）

戸田工業（株）

宇宙航空研究開発機構（JAXA）
名誉教授　的川泰宣

開校式
これからはじまる科学の世界

生物どうしのつながり

解剖学教室へようこそ

身近な天気のサイエンス

海辺の生物観察
（宿泊研修）

海辺の生物観察
（宿泊研修）

広島ガス工場見学

科学捜査　犯人は誰だ！

ジェットコースターモデル
の科学

地層の観察・実験

エレキテルから236年（2）

エレキテルから236年（1）

「青少年のための化学の祭典」
へ参加しよう

「青少年のための化学の祭典」
へ参加しよう

戸田工業を見学しよう

環境と私たちの生活

ロケット開発の夢

おいしいお米をDNAで
見分ける

修了式
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　第１回 これからはじまる科学の世界
　開校式に続き、これから始まる講座に備え、科学に対する考え方を交え
て、金属の導電性の実験やアルコールの燃焼実験など様 な々実験を行っ
た。折り紙の金色や銀色にも電気が流れることを知り、受講生は驚いてい
た。
　この講座を通して、物事に疑問を持ったり、分からないことを質問する大
切さを勉強した。また、これからの活動への意欲付けになった。

　第２回 生物同士のつながり
　生物分野の講座で、食物連鎖に着目し、生物どうしのつながりをテーマ
に講座を行った。実習では、フクロウの吐き出したペレット（ペリット）をほぐし、
中にある骨から、何をどのくらい食べていたのかを調べた。受講生は細か
い骨に悪戦苦闘していたが、受講生同士で骨の交換をすることなどで打ち
解けあい、終始なごやかな雰囲気だった。最後に、取り出した骨を乾燥さ
せ、ネズミなどの全身骨格を復元した。次回の養老先生との解剖実習につ
ながる、大変有意義な講座となった。

　第３回 解剖学教室へようこそ
　東京大学名誉教授で脳学者の養老孟司氏を特別講師としてお招きし、
受講生を対象としたアフリカツメガエルの解剖実習と、解剖をテーマとした
一般向けの講演会の２部構成で実施した。
　第１部の解剖実習では、受講生のほとんどが解剖するのが初めての経
験であった。そのため、最初は戸惑って
いたが、実習が進むにつれ、心臓や肝臓
といった内臓の位置関係、臓器の大きさ
や特徴を注意深く観察できるようになっ
た。養老先生にはこの様子を見ていただ
き、適宜指導をいただいた。受講生は真
剣に取り組んでいた。
　第２部は、「養老先生の解剖学教室へようこそ」と題して、一般の参加者
に交じり養老先生の講演会を拝聴した。講演会では、骨格標本などを用
い、体のしくみなどをユーモアのある言葉で話していただいた。先生の『解
剖は見ることである』という言葉が印象的な講演会だった。参加者約200
人のなかで、受講生も熱心に聞き入り、講演会は盛況のうちに終了した。
　養老先生との貴重な時間を過ごし、忘れられない講座のひとつとなった。

　第４回 身近な天気のサイエンス
　天気についての講座を行った。最初に真空調理器などを使って実験を
行い、気圧について勉強した。一斗缶を
水蒸気で満たした後にフタを閉め、冷却
することで中を真空に近づけてつぶす実
験も行い、受講生は大気圧のパワーを感
じていた。最後には、高分子吸収体を入
れてゲル状にした湯と水の振る舞いを観

察し、前線のしくみを学習した。受講生は身近な天気について科学的に知
ることができ、満足していた様子だった。

　第５回６回 海辺の生物観察（宿泊研修）
　国立江田島青少年交流の家において、海の生物観察を中心に２日間の
活動を行った。
　初日は荒代海岸での磯の観察や、
交流の家の海洋研修館を借りて、ウニ
の発生を観察した。受講生は興味津々
で、いろいろな海の生物について理解
を深めたようだった。ウニの発生も順調
にいき、卵割もきれいに観察できた。
　２日目はアサリの解剖実習と昨日のウニの観察を行った。アサリの体のつ
くりについての説明を受け、海水を吸い込み呼吸をするようすや、砂に潜る
ようすなどを観察した後、解剖を行った。ウニの発生も順調に進んでいた。
　２日間の活動を通して、受講生は海に棲む生物の体のしくみを知り、生命
の不思議に触れることができたように思う。けが人もなく、思い出に残る活動
で、成果の多い宿泊研修となった。

　第７回 広島ガス工場見学
　広島ガス（株）の廿日市工場の見学を行った。最初に工場全体の説明
を受け、家庭に届く都市ガスについて勉強した。その後、工場内を歩いて
見せてもらいながら、各施設や機器の
説明をしてもらった。工場全体はマツダ
スタジアム２個分くらいの大きさがあり、
２つの大きなLNG（液化天然ガス）貯
槽がある。その貯槽の説明や、蓄えら
れている液化ガスを60℃のお湯で温
め、気化させる機械、ガスを運んでくるタ
ンカーの着岸場所の見学などを通して、受講生は普段何気なく使っている
ガスが、家に届けられるしくみについて勉強できたと思う。最後には、液体窒
素を使ったサイエンスショーやガス器具の説明もあり、親子で楽しめた見学
会となった。

　第８回 科学捜査 犯人は誰だ！
　産業技術総合研究所関西センターの牧原正記氏を特別講師として招
き、講座を行った。
　講座の内容は、シソの葉を使った、酸とアルカリの色変わり実験や黒イン
クのマジックと書道半紙を使ったペー
パークロマトグラフィーの実験などで、
犯人探しというゲーム性をうまく利用し
た化学の講座だった。講座が進み、犯
人が絞られていくとともに、どんどん先
が知りたくなり、引き込まれる内容なの
で、受講生も最後まで集中し、楽しみな

　第15回 戸田工業を見学しよう
　大竹市にある戸田工業（株）の本社へ行き、磁石についての講義と工場
見学を行った。
　最初に、同社で取り扱っている酸化
鉄の機能と用途などを説明していただ
いた。実際には難しい内容であった
が、丁寧に話していただき、受講生も
戸田工業の高い技術力について理
解を深められたと思う。また、磁石の実
験をして、どうすれば磁力を強くできるかなどを学んだ。
　次の施設見学では、実際に研究で使用している電子顕微鏡なども見せ
てもらい、製品が実際に使用されている電気自動車への試乗もさせていた
だいた。
　最後に工場の見学をした。11月にできたばかりの工場で、携帯電話で使
われている部品を作る工程を見学した。
　磁石はあまり目立たないが、いろいろな製品に組み込まれている重要な
パーツである。それを実際に製造している場所を見学できたことは、非常に
貴重な体験となった。また、高い技術力で時代のニーズに応えるこういった
企業を見学することができたことは、受講生にとっても刺激になったと思う。

　第16回 ロケット開発の夢
　特別講師に宇宙航空研究開発機構（JAXA）の名誉教授である的川
泰宣先生を迎え、受講生を対象としたロケットに関する実験教室と、ロケット
開発に関する一般向けの講演会の２部構成で実施した。
　最初の実験教室では、ロケットの重さと推進力の関係を調べるチームと、
ロケットをまっすぐ飛ばす条件を調べるチームに分かれ、それぞれが実験を
行った。フィルムケースと発泡入浴剤を使い、おもりの量を変えながら水平
発射をしたり、傘袋のロケットを何度も飛ばし、受講生は真剣に取り組んだ。
最後にそれぞれが実験結果から分かったことを発表し、的川先生に講評
していただいた。
　「ロケット開発の夢」と題した講演会では、今まで先生が携わってきたロ
ケット開発の仕事を、ユーモアを交えて話してくださった。先生は広島県の
呉市出身で、幼少のころの思い出から、これからの宇宙開発のことに関す
る話まで、時折会場からも笑い声が聞かれるくらい、最後まで飽きることのな
い面白い講演をしていただいた。
　受講生は、地元出身の著名な科学者との貴重な時間を過ごすことがで
き、忘れられない思い出の講座となった。

　第17回 おいしいお米をDNAで見分ける
　広島大学教授の田中伸和氏の指
導の下、DNAについての学習と実験
を行った。
　講義では、お米の種類と品種改良
についてや、DNAの実験から分かる
ことなどを学び、食品の偽装防止にも
役立っていることなどを知ることができ

た。
　実験では、微量の米粉から、PCR（ポリメラーゼ連鎖反応）を行い、DNA
を増やしてから検出し、電気泳動によって分析を行った。受講生は、ほんの
少しのお米からでも、コシヒカリやひとめぼれといったお米の品種の特定が
できることを知って驚いていた。
　田中先生には、難しい分野の内容を分かりやすく説明していただき、ま
た、マイクロピペットなどの実験器具の使用方法までも教えていただき、大変
充実した内容の講座となった。受講生も遺伝子研究の一端を十分に堪能
でき、満足できたと思う。

　第18回 修了式
　今期は総合発表を行わず、1
年間を通じて印象に残った講座
を取り上げて、１分程度のスピー
チを行った。スピーチでは、親に
感謝の言葉を伝える受講生もお
り、この1年で成長した姿が印象
的だった。

　事業のまとめ
●総括　本事業も10期目を終え、講座内容も円熟してきた感がある。この
ことを今後も活かしていくとともに、新たな講座内容の開発も必要であると
考える。また、今後10年を見据えた取り組みや新しい視点での展開も期待
される。
　本事業は、地元企業と大学教授などの科学教育専門家、博物館の三
者の協力で成り立っている。これからも三者の足なみを揃え、より良い事業
を目指していきたい。また、他地域の類似事業との連携やさらに多くの研究
機関、企業との連携を図っていきたい。 
　今後も事業をより充実し、子どもたちの知的好奇心を十分に満足させる
ものとして実施していく予定である。

がら取り組めたようだった。
　講座がちょうど夏休み期間中で、牧原先生には、無重力の実験など、い
ろいろな科学研究のアイデアも教えていただき、受講生は大変満足した講
座であった。

　第９回 ジェットコースターモデルの科学
　物理分野の講座で、遊園地などにあるジェットコースターについて取り上
げた。ジェットコースターは、列車自体に基本的に動力はなく、レールの最高
到達点まで引き上げた後は、列車は位
置エネルギーを運動エネルギーに転換
して速度をつけて走っている。また、この
２つの力学的エネルギーを変化させる
ことで、ループするなどのさまざまなコー
スが考えられるということを学んだ。
　ジェットコースターは、最初から最後ま
で電気を使って走っていると思っていた受講生もおり、最初はかなり驚いた
ようすであった。実際に金属球を使い、玉を転がす高さと転がるスピードの
関係を調べる実験などを通して、最終的にはしくみをきちんと理解すること
ができたと思う。最後には、各グループごとに独自のコース作りにチャレンジ
した。それぞれが工夫してコースを作り、うまく最後まで転がったグループか
らは歓声が上がっていた。印象に残る楽しい講座となった。

　第10回 地層の観察・実験
　広島大学教授の山崎博史氏の指導のもと、広島大学で地学分野の講
座を行った。
　最初に屋外で地層の観察を行っ
た。70～50万年前に埋もれた地表面
で、地層の不整合面を解説してもらい
ながら観察することで、受講生はダイナ
ミックな地球の活動を感じることができ
たと思う。山崎先生には、観察する上で
の心構えや基本まで教わり、大変ため
になる観察会だった。
　次に講義室に移動して、流水の働きと地層の形成や流水による粒子の
運搬のされ方などの講義を受けた。クイズなども交えた分かりやすい話で、
受講生は熱心に聞き入っていた。
　最後に、粒子の大きさごとに色付けされた砂を使って実験を行い、三角
州に土砂が堆積するようすなどを観察した。
　大学ならではの雰囲気も味わうことができ、大変有意義な講座となった。

　第11回12回 エレキテルから２３６年
　２回にわたって静電気をテーマに講座を行った。講座では、江戸時代の
学者である平賀源内が作った静電気発生装置「エレキテル」の模型製作
も行った。

受講生は風船を使って静電気を起こ
し、アルミ箔とプラスチックコップを用い
たライデン瓶に静電気をためて実験し
たり、自分でエレキテル模型を製作す
るうちに、楽しく静電気について学べた
ようだった。エレキテル模型の製作も、
講師が製作上のポイントを押さえて指
導することで、スムーズに製作することができた。
　講座は雷のしくみや電気の直流と交流の話題にも触れ、受講生は普段
何気なく使う身近な電気について理解を深めた。節電が叫ばれている昨
今、子どもたちにとって意義深い講座であった。また、10月に行われる「青少
年のための科学の祭典」の出展にもつながる大事な講座となった。

　第13回 「青少年のための科学の祭典」へ参加しよう
　10月27日と28日に広島市こども文化科学館で開催された「青少年のた
めの科学の祭典　第１８回広島大会」へブースの出展をした。スーパーサ
イエンスミュージアムのブースは、「電気
のはじまりはここから!!」というタイトルで、
前回講座で勉強した静電気をテーマ
にして、実験を体験してもらうものだっ
た。実験の内容は、手作りのライデン瓶
に静電気をためて火花を見せたり、静
電気でビニールひもを浮かせる実験な
どを中心に行った。
　多くの来場者を相手に、受講生が静電気について解説することになるた
め、いつものように受け身で受講するのと違い、かなり苦労している様子
だった。しかし慣れてくると、屋外まで呼び込みに出かける姿や、受講生同
士の連携プレーも見られ、盛況のうちに終了した。受講生には、人にものを
教えることの大変さを実感できた貴重な体験となり、ひとまわり成長すること
ができた講座であったように感じた。

　第14回 環境と私たちの生活
　広島ガス（株）ショールーム ガストピアセンターに行き、環境についての講
座を行った。今回は受講生と保護者に分かれ、別々のプログラムを行った。
　受講生は、買い物から片付けまで
環境のことを考えて料理をする「エコ
クッキング」について学んだ。食材が口
に入るまで、順を追って分かりやすく説
明していただき、自分の食生活と環境
について考える良いきっかけになった
と思う。最後には、実際にハヤシライス
やマカロニサラダを調理し、試食も行った。
　保護者は、ガスを使用した床暖房や最新のガスコンロを使っての実験な
どを見学し、効率的なエネルギーの使い方について学んだ後、受講生の
作った料理をいっしょに試食した。
　学校においても食育の指導がすすむなか、サイエンスという切り口から、
「食」について考えるよい機会となった。
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　第１回 これからはじまる科学の世界
　開校式に続き、これから始まる講座に備え、科学に対する考え方を交え
て、金属の導電性の実験やアルコールの燃焼実験など様 な々実験を行っ
た。折り紙の金色や銀色にも電気が流れることを知り、受講生は驚いてい
た。
　この講座を通して、物事に疑問を持ったり、分からないことを質問する大
切さを勉強した。また、これからの活動への意欲付けになった。

　第２回 生物同士のつながり
　生物分野の講座で、食物連鎖に着目し、生物どうしのつながりをテーマ
に講座を行った。実習では、フクロウの吐き出したペレット（ペリット）をほぐし、
中にある骨から、何をどのくらい食べていたのかを調べた。受講生は細か
い骨に悪戦苦闘していたが、受講生同士で骨の交換をすることなどで打ち
解けあい、終始なごやかな雰囲気だった。最後に、取り出した骨を乾燥さ
せ、ネズミなどの全身骨格を復元した。次回の養老先生との解剖実習につ
ながる、大変有意義な講座となった。

　第３回 解剖学教室へようこそ
　東京大学名誉教授で脳学者の養老孟司氏を特別講師としてお招きし、
受講生を対象としたアフリカツメガエルの解剖実習と、解剖をテーマとした
一般向けの講演会の２部構成で実施した。
　第１部の解剖実習では、受講生のほとんどが解剖するのが初めての経
験であった。そのため、最初は戸惑って
いたが、実習が進むにつれ、心臓や肝臓
といった内臓の位置関係、臓器の大きさ
や特徴を注意深く観察できるようになっ
た。養老先生にはこの様子を見ていただ
き、適宜指導をいただいた。受講生は真
剣に取り組んでいた。
　第２部は、「養老先生の解剖学教室へようこそ」と題して、一般の参加者
に交じり養老先生の講演会を拝聴した。講演会では、骨格標本などを用
い、体のしくみなどをユーモアのある言葉で話していただいた。先生の『解
剖は見ることである』という言葉が印象的な講演会だった。参加者約200
人のなかで、受講生も熱心に聞き入り、講演会は盛況のうちに終了した。
　養老先生との貴重な時間を過ごし、忘れられない講座のひとつとなった。

　第４回 身近な天気のサイエンス
　天気についての講座を行った。最初に真空調理器などを使って実験を
行い、気圧について勉強した。一斗缶を
水蒸気で満たした後にフタを閉め、冷却
することで中を真空に近づけてつぶす実
験も行い、受講生は大気圧のパワーを感
じていた。最後には、高分子吸収体を入
れてゲル状にした湯と水の振る舞いを観

察し、前線のしくみを学習した。受講生は身近な天気について科学的に知
ることができ、満足していた様子だった。

　第５回６回 海辺の生物観察（宿泊研修）
　国立江田島青少年交流の家において、海の生物観察を中心に２日間の
活動を行った。
　初日は荒代海岸での磯の観察や、
交流の家の海洋研修館を借りて、ウニ
の発生を観察した。受講生は興味津々
で、いろいろな海の生物について理解
を深めたようだった。ウニの発生も順調
にいき、卵割もきれいに観察できた。
　２日目はアサリの解剖実習と昨日のウニの観察を行った。アサリの体のつ
くりについての説明を受け、海水を吸い込み呼吸をするようすや、砂に潜る
ようすなどを観察した後、解剖を行った。ウニの発生も順調に進んでいた。
　２日間の活動を通して、受講生は海に棲む生物の体のしくみを知り、生命
の不思議に触れることができたように思う。けが人もなく、思い出に残る活動
で、成果の多い宿泊研修となった。

　第７回 広島ガス工場見学
　広島ガス（株）の廿日市工場の見学を行った。最初に工場全体の説明
を受け、家庭に届く都市ガスについて勉強した。その後、工場内を歩いて
見せてもらいながら、各施設や機器の
説明をしてもらった。工場全体はマツダ
スタジアム２個分くらいの大きさがあり、
２つの大きなLNG（液化天然ガス）貯
槽がある。その貯槽の説明や、蓄えら
れている液化ガスを60℃のお湯で温
め、気化させる機械、ガスを運んでくるタ
ンカーの着岸場所の見学などを通して、受講生は普段何気なく使っている
ガスが、家に届けられるしくみについて勉強できたと思う。最後には、液体窒
素を使ったサイエンスショーやガス器具の説明もあり、親子で楽しめた見学
会となった。

　第８回 科学捜査 犯人は誰だ！
　産業技術総合研究所関西センターの牧原正記氏を特別講師として招
き、講座を行った。
　講座の内容は、シソの葉を使った、酸とアルカリの色変わり実験や黒イン
クのマジックと書道半紙を使ったペー
パークロマトグラフィーの実験などで、
犯人探しというゲーム性をうまく利用し
た化学の講座だった。講座が進み、犯
人が絞られていくとともに、どんどん先
が知りたくなり、引き込まれる内容なの
で、受講生も最後まで集中し、楽しみな

　第15回 戸田工業を見学しよう
　大竹市にある戸田工業（株）の本社へ行き、磁石についての講義と工場
見学を行った。
　最初に、同社で取り扱っている酸化
鉄の機能と用途などを説明していただ
いた。実際には難しい内容であった
が、丁寧に話していただき、受講生も
戸田工業の高い技術力について理
解を深められたと思う。また、磁石の実
験をして、どうすれば磁力を強くできるかなどを学んだ。
　次の施設見学では、実際に研究で使用している電子顕微鏡なども見せ
てもらい、製品が実際に使用されている電気自動車への試乗もさせていた
だいた。
　最後に工場の見学をした。11月にできたばかりの工場で、携帯電話で使
われている部品を作る工程を見学した。
　磁石はあまり目立たないが、いろいろな製品に組み込まれている重要な
パーツである。それを実際に製造している場所を見学できたことは、非常に
貴重な体験となった。また、高い技術力で時代のニーズに応えるこういった
企業を見学することができたことは、受講生にとっても刺激になったと思う。

　第16回 ロケット開発の夢
　特別講師に宇宙航空研究開発機構（JAXA）の名誉教授である的川
泰宣先生を迎え、受講生を対象としたロケットに関する実験教室と、ロケット
開発に関する一般向けの講演会の２部構成で実施した。
　最初の実験教室では、ロケットの重さと推進力の関係を調べるチームと、
ロケットをまっすぐ飛ばす条件を調べるチームに分かれ、それぞれが実験を
行った。フィルムケースと発泡入浴剤を使い、おもりの量を変えながら水平
発射をしたり、傘袋のロケットを何度も飛ばし、受講生は真剣に取り組んだ。
最後にそれぞれが実験結果から分かったことを発表し、的川先生に講評
していただいた。
　「ロケット開発の夢」と題した講演会では、今まで先生が携わってきたロ
ケット開発の仕事を、ユーモアを交えて話してくださった。先生は広島県の
呉市出身で、幼少のころの思い出から、これからの宇宙開発のことに関す
る話まで、時折会場からも笑い声が聞かれるくらい、最後まで飽きることのな
い面白い講演をしていただいた。
　受講生は、地元出身の著名な科学者との貴重な時間を過ごすことがで
き、忘れられない思い出の講座となった。

　第17回 おいしいお米をDNAで見分ける
　広島大学教授の田中伸和氏の指
導の下、DNAについての学習と実験
を行った。
　講義では、お米の種類と品種改良
についてや、DNAの実験から分かる
ことなどを学び、食品の偽装防止にも
役立っていることなどを知ることができ

た。
　実験では、微量の米粉から、PCR（ポリメラーゼ連鎖反応）を行い、DNA
を増やしてから検出し、電気泳動によって分析を行った。受講生は、ほんの
少しのお米からでも、コシヒカリやひとめぼれといったお米の品種の特定が
できることを知って驚いていた。
　田中先生には、難しい分野の内容を分かりやすく説明していただき、ま
た、マイクロピペットなどの実験器具の使用方法までも教えていただき、大変
充実した内容の講座となった。受講生も遺伝子研究の一端を十分に堪能
でき、満足できたと思う。

　第18回 修了式
　今期は総合発表を行わず、1
年間を通じて印象に残った講座
を取り上げて、１分程度のスピー
チを行った。スピーチでは、親に
感謝の言葉を伝える受講生もお
り、この1年で成長した姿が印象
的だった。

　事業のまとめ
●総括　本事業も10期目を終え、講座内容も円熟してきた感がある。この
ことを今後も活かしていくとともに、新たな講座内容の開発も必要であると
考える。また、今後10年を見据えた取り組みや新しい視点での展開も期待
される。
　本事業は、地元企業と大学教授などの科学教育専門家、博物館の三
者の協力で成り立っている。これからも三者の足なみを揃え、より良い事業
を目指していきたい。また、他地域の類似事業との連携やさらに多くの研究
機関、企業との連携を図っていきたい。 
　今後も事業をより充実し、子どもたちの知的好奇心を十分に満足させる
ものとして実施していく予定である。

がら取り組めたようだった。
　講座がちょうど夏休み期間中で、牧原先生には、無重力の実験など、い
ろいろな科学研究のアイデアも教えていただき、受講生は大変満足した講
座であった。

　第９回 ジェットコースターモデルの科学
　物理分野の講座で、遊園地などにあるジェットコースターについて取り上
げた。ジェットコースターは、列車自体に基本的に動力はなく、レールの最高
到達点まで引き上げた後は、列車は位
置エネルギーを運動エネルギーに転換
して速度をつけて走っている。また、この
２つの力学的エネルギーを変化させる
ことで、ループするなどのさまざまなコー
スが考えられるということを学んだ。
　ジェットコースターは、最初から最後ま
で電気を使って走っていると思っていた受講生もおり、最初はかなり驚いた
ようすであった。実際に金属球を使い、玉を転がす高さと転がるスピードの
関係を調べる実験などを通して、最終的にはしくみをきちんと理解すること
ができたと思う。最後には、各グループごとに独自のコース作りにチャレンジ
した。それぞれが工夫してコースを作り、うまく最後まで転がったグループか
らは歓声が上がっていた。印象に残る楽しい講座となった。

　第10回 地層の観察・実験
　広島大学教授の山崎博史氏の指導のもと、広島大学で地学分野の講
座を行った。
　最初に屋外で地層の観察を行っ
た。70～50万年前に埋もれた地表面
で、地層の不整合面を解説してもらい
ながら観察することで、受講生はダイナ
ミックな地球の活動を感じることができ
たと思う。山崎先生には、観察する上で
の心構えや基本まで教わり、大変ため
になる観察会だった。
　次に講義室に移動して、流水の働きと地層の形成や流水による粒子の
運搬のされ方などの講義を受けた。クイズなども交えた分かりやすい話で、
受講生は熱心に聞き入っていた。
　最後に、粒子の大きさごとに色付けされた砂を使って実験を行い、三角
州に土砂が堆積するようすなどを観察した。
　大学ならではの雰囲気も味わうことができ、大変有意義な講座となった。

　第11回12回 エレキテルから２３６年
　２回にわたって静電気をテーマに講座を行った。講座では、江戸時代の
学者である平賀源内が作った静電気発生装置「エレキテル」の模型製作
も行った。

受講生は風船を使って静電気を起こ
し、アルミ箔とプラスチックコップを用い
たライデン瓶に静電気をためて実験し
たり、自分でエレキテル模型を製作す
るうちに、楽しく静電気について学べた
ようだった。エレキテル模型の製作も、
講師が製作上のポイントを押さえて指
導することで、スムーズに製作することができた。
　講座は雷のしくみや電気の直流と交流の話題にも触れ、受講生は普段
何気なく使う身近な電気について理解を深めた。節電が叫ばれている昨
今、子どもたちにとって意義深い講座であった。また、10月に行われる「青少
年のための科学の祭典」の出展にもつながる大事な講座となった。

　第13回 「青少年のための科学の祭典」へ参加しよう
　10月27日と28日に広島市こども文化科学館で開催された「青少年のた
めの科学の祭典　第１８回広島大会」へブースの出展をした。スーパーサ
イエンスミュージアムのブースは、「電気
のはじまりはここから!!」というタイトルで、
前回講座で勉強した静電気をテーマ
にして、実験を体験してもらうものだっ
た。実験の内容は、手作りのライデン瓶
に静電気をためて火花を見せたり、静
電気でビニールひもを浮かせる実験な
どを中心に行った。
　多くの来場者を相手に、受講生が静電気について解説することになるた
め、いつものように受け身で受講するのと違い、かなり苦労している様子
だった。しかし慣れてくると、屋外まで呼び込みに出かける姿や、受講生同
士の連携プレーも見られ、盛況のうちに終了した。受講生には、人にものを
教えることの大変さを実感できた貴重な体験となり、ひとまわり成長すること
ができた講座であったように感じた。

　第14回 環境と私たちの生活
　広島ガス（株）ショールーム ガストピアセンターに行き、環境についての講
座を行った。今回は受講生と保護者に分かれ、別々のプログラムを行った。
　受講生は、買い物から片付けまで
環境のことを考えて料理をする「エコ
クッキング」について学んだ。食材が口
に入るまで、順を追って分かりやすく説
明していただき、自分の食生活と環境
について考える良いきっかけになった
と思う。最後には、実際にハヤシライス
やマカロニサラダを調理し、試食も行った。
　保護者は、ガスを使用した床暖房や最新のガスコンロを使っての実験な
どを見学し、効率的なエネルギーの使い方について学んだ後、受講生の
作った料理をいっしょに試食した。
　学校においても食育の指導がすすむなか、サイエンスという切り口から、
「食」について考えるよい機会となった。
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